
MUSIC SYNTHESIZER

取扱説明書



2

入 門 編

はじめに
このたびはヤマハ・ミュージックシンセサイザーW5/W7をお買いもとめいた

だき、まことにありがとうございます。

W5/W7は斬新なデザインに、16ソング＆16トラックシーケンサー、AWM2

（Advanced Wave Memory 2）音源を内蔵したシンセサイザーです。また、見

やすい大型LCDディスプレイの採用により、体系的でわかり易く、操作性に

優れているのも特長です。

W5/W7のさまざまな機能を充分にご活用いただくために、この取扱説明書を

よくお読みになってからご使用くださいますようご案内申し上げます。

また、ご一読いただいたあとも、不明な点が生じた場合に備えて、保証書と

ともに大切に保管いただきますようお願いいたします。

●高品位でリアルなサンプリング音源AWM2（Advanced Wave Memory 2）を採用

●ボイスはプリセット、GM、インターナル合わせて384音色、ドラムボイスはプリ
セット、GM合わせて10セット内蔵（32音ポリフォニー）

●エディットしたボイスは、ユーザーボイスとして保存可能（インターナルボイス
→本体にストア、ソングボイス→フロッピーにセーブ）。特にソングボイスはソ
ングごとに128ボイスセーブ可能

●シーケンサーは16トラック。本体内に最大16曲、約100,000音まで録音可能

●コンティニュアススライダー、ジョグダイアル、シャトルダイアルなど、パラ
メーターの設定に便利な機能を搭載

●拡張スロットに拡張ウェーブ／ボイスボード（別売）を増設すれば、エクスター
ナルボイス・エレメント（ROM）を拡張可能

W5/W7の特長

* エフェクトの中の“Aural Exciter®” は、Aphex Systems, Ltd. の登録商標であり、同社のライセンス
のもとに製造されております。
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取扱説明書（本書）は「入門編」（P.17～）と「リファレンス編」（P.77～）で構成さ
れています。

取扱説明書の使い方

「入門編」  . . . . . . . . . . W5/W7の全体的な構成や基本的な操作方法など
を説明しています。初めてシンセサイザーをお使
いになる方は必ず「入門編」からお読みくださ
い。

「リファレンス編」  . . 各モードにおける機能詳細を説明しています。

また、別冊「リストブック」には、プリセット／GM／インターナルボイスリストや
エフェクトパラメーター、MIDI関連のデータなどを掲載しています。

W5/W7には、取扱説明書（本書）とリストブックの他に、以下のものが同梱されて
います。

同梱品について

●付属ディスク
" F a c t o r y  S e t  &  D e m o n s t r a t i o n "

取扱説明書は以下の項目に分けて説明しています。各項目の意味をよくご理解のう
えお読みください。

表記について

【解説】 その機能に関する概要を説明します。

【設定値】その機能で設定できる値（範囲）を説明します。

【操作】 その機能に関する具体的な操作を説明します。

ヒント 
その機能に関する補足説明、および演奏／操作上のヒントを
説明します。

注意 その機能に関する注意事項や、各種データが損なわれてしま
う操作などを説明します。必ず目を通してください。

●電源コード
●2P-3P変換器

Demonstration”
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●設置場所について
直射日光の当たる場所、極端に温度、湿度の高い場所、ホコリの多い場所、振動の
多い場所などで使用することは避けてください。

●電源について
W5/W7は日本国内仕様です。電源は必ずAC100V（50Hzまたは60Hz）を使用してく
ださい。長時間ご使用にならない場合や、落雷の恐れがある場合などは、電源コー
ドをコンセントから抜いておいてください。また、極端なタコ足配線は避けてくだ
さい。
W5/W7の電源プラグは、アース付三端子形を採用していま
す。（イラスト参照）安全のために、アース付ACコンセント
に接続してご使用ください。（→14ページ）

●接続について
電源コードや各種コードの接続は、感電と機器の損傷を防ぐため、各機器の電源
コードを抜いた状態で行ってください。

●取り扱い、移動について
・キーや鍵盤、スイッチ、入力端子などに無理な力を加えないでください。
・コード類をはずすときは、必ずプラグ部分を持って抜いてください。
・移動するときは接続コードをはずしてから行ってください。

●外装のお手入れ
外装のお手入れには乾いた柔らかい布を使用してください。汚れがひどい場合は少
し水で湿らせた布で拭いてください。アルコールやシンナー類は絶対に使用しない
でください。

●バックアップバッテリーについて
W5/W7は電源コードがコンセントからはずされても、ボイスデータやセットアップ
データを保存するためにバックアップバッテリーを内蔵しています。バックアップ
バッテリー（寿命：約5年）が少なくなると、LCDディスプレイに“Change Internal
Battery!”が表示されます。バックアップバッテリーがなくなるとボイスデータや
セットアップデータは消えてしまいますので、早めにデータをフロッピーディスク
に保存し、お買い上げ楽器店、または巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠点に
バックアップバッテリーの交換をお申し出ください。なお、交換の際にはボイス
データやセットアップデータは消えてしまいますので、あらかじめフロッピーディ
スクに保存しておいてください。

ご使用上の注意
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●データの保存について
本体のメモリーは、機械の故障、あるいは誤操作などのため、データが壊れてしま
うことがあります。大切なデータはフロッピーディスクに必ずバックアップ（スペ
ア）を取っておいてください。（→181ページ）また、フロッピーディスク自体も静
電気などの影響でデータが壊れてしまうことがあります。重要なデータを安全に保
存するため、お手数でも二重にバックアップを取ることをおすすめします。

●他の電気機器への影響
W5/W7は多くのデジタル回路を使用しているため、近くのラジオやテレビで雑音な
どが発生することがあります。このような場合は、充分に離してお使いください。

●改造について
W5/W7を改造したり、内部を開けたりすることは故障や事故につながりますので、
絶対にしないでください。改造された後の保証はいたしかねます。

不適切な使用による故障につきましては、保証しかねる場合がございます。

音楽を楽しむエチケット

楽しい音楽も時と場所によってはたいへん気になるものです。隣近所への配慮を充
分にいたしましょう。静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁な
どを伝わりやすく、思わぬところで迷惑をかけてしまうことがあります。
適度な音量を心がけ、窓を締めたり、ヘッドフォンをご使用になるのもひとつの方
法です。
ヘッドフォンをご使用になる場合には、耳をあまり刺激しないよう、適度な音量で
お楽しみください。

„ G ‘ P b g

これは、日本電子機械工業
会「音のエチケット」キャ
ンペーンのマークです。

ご使用上の注意
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各部の名称と機能

■フロントパネル

1 0

MUSIC  SYNTHESIZER

VOLUME CS VOICESONG

MODE

UTILITYEDIT

DISKJOB

SEQUENCER

STOP/TOPRECORD RUN

VOICE EDITSTORE

SELECT SOLO

TRACK

PITCH MODULATION

1

2  3

4  5

6

7

8 9

ユーズランプ�

イジェクトボタン�

1  ディスク部 （173ページ）
●ディスク挿入口

フロッピーディスクを挿入します。

●イジェクトボタン

フロッピーディスクを取り出す場合に押します。

●ユーズランプ

ディスクドライブの作動中点滅します。

2  PITCH（ピッチ）ベンドホイール （156ページ）
演奏中に音程を上下します。奥に回すと音程が高くな
り、手前に回すと低くなり、手を離すと中央に戻りま
す。

3  MODULATION（モジュレーション）ホイール
（158ページ）

演奏中に音色、音程、音量などを変化させます。設定
によってさまざまなコントロールができます。

4  VOLUME（ボリューム）スライダー
リアパネルのOUTPUT端子、PHONES端子から出力さ
れる音量（全体）をコントロールします。上げると音
量が大きくなり、下げると音量が小さくなります。

5  CS（コンティニュアススライダー） （196ペー
ジ）

さまざまなパラメーター値の設定に使用します。

6  SEQUENCER部（シーケンサー部） （41ペー
ジ）
●r（レコード）キー (43ページ）

レコーディング（録音）モードに入ります。

●t（ストップ／トップ）キー

 （32, 44ページ）

シーケンサーの再生／録音をストップします。ス
トップ後もう一度押すと、そのシーケンスデータの
先頭に戻ります。

●R（ラン）キー （32, 44ページ）
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T ELEMENT  SELECT ELEMENT  ON/OFF VOICE  EDIT

1

1

2

2

3

3

4

4

1

5

2

6

3

7

4

8 9 10 11 12 13 14 15 16

COMMON ELEMENT AMP FILTER PITCH EFFECT LFO CONTROL

INCDEC

SHIFT F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 EXITF8

DATA/CURSORTIEREST

ENTER

7 8 9
CANCEL

4 5 6

1 2 3

0 —

� �

� � �

� � �

3 3

GENERAL

o

!1

!3 !5

!6

!7

!8

!9

@0
@1

@2

＊上記のイラストはW7（61キー）です。W5（76キー）は鍵盤数を除いてW7と共通の仕様になっています。

シーケンサーの再生／録音をスタートします。

7  MODE部（モードセレクトキー） （27ページ）
●s（ソング）／e（エディット）／j

（ジョブ）／v（ボイス）／u（ユー

ティリティ）／d（ディスク）キー

各モード（ソングモード、ソングエディットモー
ド、ソングジョブモード、ボイスモード、ユー
ティリティモード、ディスクモード）に切り替え
ます。

8  S（ストア）ボタン （82, 136ページ）
マルチ画面の設定を保存するストア（保存）画面を選
択します。また、エディットしたボイスを保存するス
トア画面を選択します。選択するとグリーンに点灯し
ます。

9  V（ボイスエディット）ボタン

（132ページ）
ボイスエディットモードに切り替えます。ボイスエ
ディットモードに入るとオレンジ色に点灯します。

1  0  TRACK部（トラック部）
●l（セレクト）ボタン

シーケンサーのトラック選択を可能にします。ト
ラック選択が可能になるとグリーンに点灯しま
す。

●o（ソロ）ボタン （34ページ）
ソロモードに切り替えます。ソロモードに入ると赤
く点灯します。

1 1 トラックボタン¡～fl （34ページ）
シーケンサーのトラックを選択します（現在選択され
ているトラックのボタンは赤く点灯、データのあるト
ラックのボタンはグリーンに点灯）。
ソロモード時は、ソロ演奏するトラックを選択します
（ソロオンに設定したトラックのボタンは赤く点灯、

endo-yk
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endo-yk
14

endo-yk
13

endo-yk
16

endo-yk
19

endo-yk
22

endo-yk
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endo-yk
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endo-yk
18
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各部の名称と機能

ミュート（ソロオフ）したトラックのボタンはグリー
ンに点灯）。また、ボイスエディットモードでは、エ
レメントの選択やON/OFF設定、ボイスエディット機能
の選択を行います（オレンジ色に点灯）。

1 2    LCDディスプレイ
さまざまなデータや情報を表示する、コントラスト付
の液晶ディスプレイです。（コントラスト（濃度）は
調整できます。）（198ページ）

1 3 (（シフト）キー
ディスプレイの左下隅に“ ”が表示されていると
き、各モードのサブメニューをLCDディスプレイに表
示させます。また、マルチ画面では、(を押しな
がら数値を変更すると、すべてのチャンネルの同じパ
ラメーターの設定を同時に、変更できます。（33ペー
ジ）

! 4!～*（ファンクション1～8）キー
ディスプレイ下部に表示されるファンクションを選択
します。

! 5)（エグジット）キー
さまざまなモードやメニューから抜けます。

! 60～9, -テンキー, E（エンター）
キー
（29ページ）

さまざまなパラメーター値を設定します。テンキーで
数値を入力した後、Eを押します。また、E
を押して各機能を実行します。ステップレコーディン
グ時は音符や休符の入力に使用します。

! 7D, I（デクリメント、インクリメント）
（29ページ）

さまざまなパラメーター値を設定します。Iを押す
と数値がひとつ大きくなり、Dを押すと数値がひと
つ小さくなります。

! 8 <, >, ,, .キー （28ページ）
ディスプレイのカーソルを上下左右に移動させます。

! 9c（キャンセル）キー （30ページ）
パラメーター値を設定した直後に、その設定をキャン
セル（取消）します。

@ 0C（データ／カーソル）ボタン
（28ページ）

ジョグダイアルの役割を「データ（パラメーター値な
どの変更）」か「カーソル（の移動）」のどちらかに
設定します。（ボタンが消灯しているときは「デー
タ」の入力に、ボタンが点灯しているときは「カーソ
ル」の移動に使用できます。また、ソングエディット
（インサート、チェンジ）のときは自動的に点灯し、
ジョグダイアルでディスプレイのカーソルを移動する
ことができます。

@ 1 ジョグダイアル （28, 29ページ）
C （データ／カーソル）キーの設定が
「データ」に設定されている場合は、データの入力に
使用できます。（左に回すとデータ数値が減少し、右
に回すと増加します。）「カーソル」に設定されてい
る場合は、ディスプレイのカーソルを移動することが
できます。

@ 2 シャトルダイアル （44ページ）
シーケンサーのデータを早送り／巻戻しします。ダイ
アルを右に回す（≥ ）と早送りされ、左に回す
（≤ ）と巻戻されます。また、回す度合いによって早
送り／巻戻しのスピードが変化します。ステップレ
コーディングやソングエディット（グラフィック表
示）のときは、↓カーソルの移動に使用します。

Yamaha
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各部の名称と機能

■リアパネル

@3 POWER（電源）スイッチ
押し込んだ状態で電源オンになります。

@4 電源端子 （14ページ）
付属の電源コードを接続します。

@5 MIDI IN/OUT/THRU（MIDI）端子 （73ページ）
MIDIケーブルを接続します。INは入力、OUTは出力、
THRUはINから入力された端子をそのまま出力しま
す。

@6 SUSTAIN（サステイン）端子 （155ページ）
サステインペダルとして使用するフットスイッチ
（YAMAHA FC4, FC5など：別売）を接続します。

@7 FOOT CONTROLLER（フットコントローラー）端
子
（159, 196ページ）

音色、音量、音程などをコントロールするフットコン
トローラー（YAMAHA FC7など：別売）を接続しま
す。

@8 FOOT VOLUME（フットボリューム）端子
（155, 196ページ）

音量をコントロールするフットコントローラー
（YAMAHA FC7など：別売）を接続します。

@9 OUTPUT（出力）R, L/MONO端子 （15ページ）
音を出力します。モノラルの場合はL/MONO端子に接
続します。

#0 PHONES（ヘッドフォン）端子 （15ページ）
ヘッドフォンを接続します。

@5 @6 @7 @88 @9 #0
THRU OUT

MIDI

IN SUSTAIN R L/MONO

OUTPUT

FOOT
CONTROLLER

FOOT
VOLUME

PHONES@3 @4

endo-yk
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W5/W7�
リアパネル�

または�

2P - 3P変換器�
（付属）�

電源コード�
（付属）�

�

W5/W7を演奏するためには、付属の電源コードを接続したり、アンプなどを接続す
る必要があります。また、外部のMIDI機器（シーケンサーやコンピューター）と同
時に使う場合は、MIDIの接続も必要です。

@
各種コードの接続は、感電と機器の損傷を防ぐため、各機器の電源コードを抜

いた状態で行ってください。

接続について

電源の準備

付属の電源コードをリアパネルの電源端子に差し込み、反対側のプラグを家庭用コ
ンセント（AC 100V）に差し込みます。

x@

W5/W7はアース線の使用を前提として設計されています。感電と機器の損傷

を防ぐため、電源コードにはアース端子が付いています。コンセントにプラグ

を差し込むときは、必ずアース端子を接続してください。接続方法がわからな

いときは、電気店などにご相談ください。

@ コンセントは必ず家庭用100Vのコンセントを使用してください。

Yamaha
注意

endo-yk
警告

endo-yk
注意
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接続について

■ヘッドフォンを使うときは
ヘッドフォンを使用すると、手軽にW5/W7の演奏を聴くことができます。ヘッド
フォンをリアパネルのPHONES端子に接続します。

・ヘッドフォンをご使用になる場合には、VOLUMEコントロールで調節して、耳を
あまり刺激しないよう適度な音量でお楽しみください。

MIDI（MIDI IN/OUT/THRU）端子の接続に関しては、73ページをご参照ください。

外部オーディオ機器との接続 〔OUTPUT（出力）R, L/MONO端子の接

続〕

W5/W7の音を出力するために、リアパネルのOUTPUT端子をアンプやミキサーなど
に接続します。

■アンプとの接続
OUTPUT R, L/MONO端子を左右2台のアンプに接続します。
1台のアンプに接続する場合は、本体のOUTPUT L/MONO端子を使用します。

■ミキサーとの接続
OUTPUT R, L/MONO端子をミキサーの2つのチャンネルに接続します。
OUTPUT R端子と接続したチャンネルのパンは右に、OUTPUT L/MONO端子と接続
したチャンネルのパンは左に設定します。
また、MTRやカセットデッキに接続する場合も、同様に接続します。

MUSIC  SYNTHESIZER

INPUTINPUT

OUTPUT�
L/MONO

OUTPUT�
R左側スピーカー� 右側スピーカー�

MUSIC  SYNTHESIZER

IN 2 (PAN = R)

IN 1 (PAN = L)

OUTPUT�
L/MONO

OUTPUT�
R



接続について

拡張ウェーブ／ボイスボードの取付方法

W5/W7は本体のエクスターナルボイスを拡張するために、「拡張ウェーブ／ボイス
ボード（別売）」を取付けることができます。「拡張ウェーブ／ボイスボード」の
詳細については最寄りのヤマハ特約楽器店にお問い合わせください。
下記のイラストを参照して取付けてください。

@
取付時に、本体内のデータが消えてしまう場合があります。安全のために全

データのバックアップをとってから、取付けてください。

1 本体の電源を切ります。

2 本体裏面のフタ固定ネジ8本をドライバーで外します。

　→拡張ウェーブ／ボイスボードを取付けるコネクターが2つ現われます。

16

鍵盤側�

3 本体側のコネクターに拡張ウェーブ／ボイスボードのコネクターを合わせ、四隅

のプラスチックホルダーにしっかりと差し込みます。

鍵盤側�

鍵盤側�

4 フタを固定ネジ8本で取付けます。

endo-yk
注意
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入門編のはじめに、W5/W7の構成（しくみ）を簡単に理解しておきましょう。
W5/W7は大きく分けて、音源部、シーケンサー部、コントローラー部の3つで構成さ
れています。

W5/W7の構成

16チャンネルミキサー
を内蔵している感覚!!

16�
ch

1�
ch

2�
ch

3�
ch

MIDI OUT

Audio Out�
L R

Gt Pf Ba Se

システムエフェクト1

システムエフェクト2

システムエフェクト3

← インスト：各チャンネルに�
　　　　　 　それぞれ1つのボイスが�
　　　　　 　割り当てられます。�

1 2 3 16

トラックトランスミット
チャンネル�

←トラック�

MIDI�
IN

キーボード�
コントローラー�

演奏情報�

音　源　部�

シーケンサー部�

コントローラー部�

曲を演奏するためのシーケンスデータ、音色（ボイス）データ、音源部のマル

チ画面の設定などをフロッピーディスクに保存することができます。また、

SMF（Standard MIDI File：スタンダードMIDIファイル）にも直接対応してい

ます。ESEQ（イーシーク）も読み込むことができます。�

ディスク�

インサーションエフェクト内蔵�
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W5/W7の構成

■音源部

コントローラー部（鍵盤やホイールなど）、シーケンサー部から送られた演奏情報
を元に、音を出す部分です。
W5/W7の音源は16チャンネル（16インスト：ボイス）まで同時に演奏できるマルチ
ティンバーです。各チャンネルはMIDIチャンネルに固定的に対応し、それぞれの設
定はLCDディスプレイを見ながら16チャンネルミキサーのように行うことができま
す。（マルチ画面→36ページ）
さらに、センド／リターン方式で使う3系統のシステムエフェクトと、チャンネル
（ボイス）ごとに設定できるインサーションエフェクト（同時使用最大3チャンネ
ル）も装備しています。
マルチ画面の設定は本体内にストア（保存）したり、ソングデータと一緒にフロッ
ピーディスクにセーブ（保存）することもできます。

■シーケンサー部

コントローラー部（鍵盤やホイールなど）から送られた演奏情報を録音し、音源部
に送り出す部分です。W5/W7のシーケンサーは音源部の16インスト、MIDIの16チャ
ンネルに対応しています。最大16曲まで、16トラックすべてで、演奏／録音可能で
す。録音後はシーケンスデータをエディット（編集）することもできます。

■コントローラー部

鍵盤、ピッチベンドホイール、モジュレーションホイールなど、演奏を行う部分で
す。音源部の1つ、または複数のボイスを演奏することができます。
また、MIDI INから受信した演奏データをシーケンサー部に送り出します。

トラックとチャンネルについて
W5/W7は16トラックシーケンサーを内蔵しています。トラックとは、シーケンサーに録

音する「枠」を意味します。つまり、ドラム、ギター、ベースなどの演奏パートを、別々

の枠に16種類まで録音できるということです。

また、W5/W7は音源部の情報を16チャンネルミキサーのように表示して、シーケンサー

から送られてきた演奏情報を、各チャンネルのインストに設定されたボイス（ボリュー

ム、パン、エフェクトなど）で鳴らします。

トラックトランスミットチャンネル（→89ページ）では、シーケンサーの1～16トラック

に録音された演奏データを、マルチのミキサーの何チャンネルに送信するかを設定しま

す。
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マルチデータ（ミキシング設定）�

ソングデータ�
（シーケンスデータ）�

ソングデータ�
（シーケンスデータ）�

ソングデータ�
（シーケンスデータ）�

ボイスデータ� ボイスデータ� ボイスデータ�

1ch 2ch 16ch

曲を作るために

曲を作って自動演奏するには、以下の3つのデータが必要です。

●ソング ････････ 楽譜のデータ（音符の種類、音階など）です。シーケンス
データとも呼ばれます。W5/W7では本体内に最大16曲、1
曲につき16トラック記録できます。

●ボイス ････････ 楽器音のデータです。本体に内蔵されているデータを自由
にエディットすることもできます。

●マルチ ････････ ソングの16トラックのシーケンスデータを、受け取った
チャンネルごとに音源部で鳴らします。各チャンネルごと
のインスト（ボイス）、音量、エフェクトなどを設定する
データです。
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曲を作るために

■ソングデータを作るには
ソングレコーディングモードでシーケンスデータを入力し、ソングエディットモー
ドやソングジョブモードで編集作業を行います。演奏時のキーボードの各種設定
は、ソングセットアップモードで行います。
詳細は「SONG（ソング）モードについて」（→37ページ）で、サンプル曲を入力し
ながら説明します。

■マルチのデータを作るには
マルチ（ミキサー画面）で、各チャンネルのボイスや音量、エフェクトの設定など
を行います。
詳細は「マルチについて」（→36ページ）を参照してください。

■ボイスデータを作るには
W5/W7には、プリセットボイス、GMボイス、インターナルボイスがあらかじめ用意
されています。これらをエディットしてオリジナルのボイスを作ることができま
す。また、ソングごとに専用のボイスを作ることもできます。
詳細は「VOICE（ボイス）モードについて」（→62ページ）を参照してください。
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ボイスとエレメントについて

ボイスとは？

W5/W7で、ソングを自動演奏させたり、鍵盤を弾いたときに鳴る音がボイスです。

ボイスにはノーマルボイスとドラムボイスの2種類があります。

●ノーマルボイス ･･･ 音程が付いたボイスのことです。
●ドラムボイス ･････ ドラムやパーカッションのボイスで、鍵盤（白鍵／黒

鍵）それぞれに異なる楽器の音色が割り当てられてい
ます。

これらのボイスは、選択しやすいようにいくつかのバンクに分けられています。
それぞれのバンクは、メモリーの種類の違いにより、エディットしたデータを保存
（書き替え）することができないものや、電源を切るとデータが消えてしまうもの
があります。目的に応じてバンクを使い分けましょう。

W5/W7には以下のようなボイスバンクの種類があります。

プリセットボイスバンク　（ノーマルボイス128音色、ドラムボイス2セット）

プリセットボイスで、W5/W7本体に内蔵されています。直接エディットす
ることはできません。電源を切ってもデータは保存されます。

GMボイスバンク　（ノーマルボイス128音色、ドラムボイス8セット）

GM（General MIDI）に対応したプリセットボイスです。GM対応のシーケ
ンスデータをGMボイスで再生すれば、そのシーケンスデータの作成時と同
じ音色イメージで再生することができます。直接エディットすることはでき
ません。電源を切ってもデータは保存されます。

インターナルボイスバンク　（ノーマルボイス128音色、ドラムボイス2セット）

プリセットボイスやGMボイスと同様、異なった128種類の音色がありま
す。プリセットボイスやGMボイスまたはこのインターナルボイス自体をエ
ディットして、オリジナルなインターナルボイスとして保存できます。エ
ディット可能で、電源を切ってもデータは保存されます。
また付属ディスクを使って、元のインターナルボイスに戻すこともできま
す。

ソングボイスバンク
プリセットボイスや、GMボイス、インターナルボイスをエディットして、
ソングごとに専用のボイスデータとして保存できます。1ソングにつき、
128ボイスまでエディットして保存できます。
電源を切るとデータは消えてしまいます。フロッピーディスクにセーブ（保
存）してください。

エクスターナルボイスバンク
「拡張ウェーブ／ボイスボード」を装着した場合に使用できるボイスです。
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プリセット�
ボイスバンク��

ノーマルボイス128音色�
ドラムボイス2セット�

ＧＭ�
ボイスバンク��

ノーマルボイス128音色�
ドラムボイス8セット�

エクスターナル�
ボイスバンク�

プレイ／エディット�
バッファー�

*  別売「拡張ウェーブ／�
　ボイスボード」装着時�

読み出しのみ可能。書き込みは不可。�

インターナルボイスバンク��
ノーマルボイス128音色�
ドラムボイス2セット�

ソング1�
ボイスバンク��

128ボイス�

ソング2�
ボイスバンク��

128ボイス�

読み出し、書き込み (ストア) �

ともに可能。�

[UTILITY]のMemory操作で

ソングボイスエリアを作成

します。�

ソングボイスエリアがすで

にあるソングボイスへは書

き込み(ストア)が可能。もち

ろん読み出しも可能。�

* ソングボイスのデータは電源を切ると消えてしまいます。�

  フロッピーディスクへセーブするようにしましょう。�

最大16バンクまで�

ソングボイスを�

作ることができます。�

* 各ボイスバンクからボイスを選ぶと、�
  このバッファーへコピーされます。�
  このバッファーにあるボイスを使って�
  発音させたり、エディットをします。�

ボイスとエレメントについて

■ボイスのメモリー構成

GMについて
GMとはGeneral MIDI System Level 1（GMシステムレベル1）の略称で、MIDIデータの

一部（音色データなど）を共通化することにより、MIDI音源機器のメーカーや機種が異

なってもほぼ同じ音色でデータを再現できるようにした、MIDI音源の統一規格です。

W5/W7はGMに対応しています。
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ボイスとエレメントについて

* 別売の「拡張ウェーブ／ボイスボード」を装着すれば、エクスターナルエレメン
トが供給され、使用することができます。

●ドラムボイスのエレメント構成
ドラムボイスは1楽器音につき1エレメントを持っています。エレメント（楽器音）
ごとにチューニングやゲートタイム、エフェクトなどを設定できるので、バリエー
ション豊かなドラムキット、パーカッションセットを作ることができます。

最大4つのエレメント
で1ボイスを構成

ひとつひとつの鍵盤に
1エレメント（1楽器
音）を割り当てる

ボイスとエレメント

エレメントとはボイスを構成する音色の元（要素）です。W5/W7ではAWM2
（Advanced Wave Memory 2）エレメントを採用しています。AWM2エレメントは、
デジタルサンプリングしたウェーブフォームと、アンプリチュード、フィルター、
ピッチ、エフェクター、LFO、コントローラーのパラメーターを持っています。

●ノーマルボイスのエレメント構成
ノーマルボイスは最大4つのエレメントを持つことができます。各エレメントのパラ
メーターをエディットしたり、エレメントごとにエフェクトをかけたりすること
で、無限の音創りが楽しめます。

W5/W7のボイスポリフォニー
W5/W7の最大同時発音数は32音（エレメント）です。複数のエレメントで構成されてい

るボイスや、レイヤー／4ゾーン設定、または複雑な構成のリズムなどを使用した場合、

最大同時発音数を超えると音が鳴らなかったり途切れたりすることがあります。

32音を超えた場合は後着優先（前に発音していた音が消され、新しくキーオンした音が発

音する）になります。



 25

入
門
編

16チャンネルのインストそれぞれにボイスを割り当てます。�

1つのボイスは最大4つのエレメントで構成されています。�
エレメントの組み合わせやエフェクターのセッティングを設定します。�

個々のエレメントは、1つのウェーブ（固定）とアンプリチュード、
フィルターなどのパラメーターを持っています。�
それらのパラメーターを変更することで、さまざまに音色を作り替
えることができます。�

ウェーブ�
アンプリチュード� フィルター� ピッチ�

LFO, コントローラー�

マ ル チ�

ボイス�

エレメント�

ボイスとエレメントについて

■マルチ・ボイス・エレメントの関係
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基本的な操作

■W5/W7のモード構成

ソングモード�

ソングエディットモード�

録音したデータを、イベント単位で

エディット（編集）します。�

シーケンストラックのエディット�
　　・インサート�
　　・チェンジ�
　　・グラフィック��

テンポトラックのエディット�
　　・インサート�
　　・チェンジ�

ソングジョブモード�

シーケンスデータについて、コピー、追加、

クリア、削除などの編集作業をします。�

・ソング：　コピー、アペンド、クリアなど�
・トラック：コピー、クリア、ミックスなど�
・小節：　　コピー、イレース、クリエイト、�
　　　　　　デリート、インサート、�
　　　　　　シンアウト、コードソートなど�

*　&(Undo)で1つ前の状態に戻ることが�

 　できます。�

ソングセットアップ�
モード�

プレイバックフィルター、トラック
トランスミットチャンネル、キーボ
ードセットアップなど、ソング演奏
の際のセットアップを設定します。�

ソングレコーディング
モード�

ソングを録音するときのモードです。�
�

1音1音楽譜データを入力していく方法
と、実際に演奏しながら入力していく
方法とがあります。�

ソングプレイモード�

ソングを演奏するときのモードです。�

16チャンネルミキサーの感覚で、�
パンやエフェクトを設定できます。�

!

@
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コンペア�

エディット前の�

音と聴き比べる�

ことができます。�

ボイスプレイモード�

現在選択されているトラックのボイスで演奏できます。�

ボイスエディットモード�

ボイスを構成するエレメントやパラメーターをエディット

することで、音色を自由に作り変えることができます。�

ユーティリティモード�

ソングへのボイスのコピー、インターナルボイスのイニ

シャライズ、MIDIバルクダンプなど、W5/W7全体に関す

る設定を行います。�

ディスクモード�

フロッピーディスクとの間でデータをセーブ／ロードします。�

市販のスタンダードMIDIファイルを再生することもできます。�

ボイスモード�

ユーティリティモード�

ディスクモード�

基本的な操作

モードの切り替え

W5/W7は複数のモードで構成され、現在選ばれているモー
ドがLCDディスプレイの左上に表示されます。モードの構
成を理解して、用途に合わせてモードを切り替えて操作し
ましょう。

ソングモードやボイスモードなど、よく使われる6種類の
モードは、モードセレクトキーを押すだけで切り替えるこ
とができます。キーを押すと選択したモードのランプが点
灯します。

VOICESONG

MODE

UTILITYEDIT

DISKJOB
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基本的な操作

ファンクションの切り替え

W5/W7の画面では、画面の一番下の行にファンクションキー!～*の機能が表
示されます。
ファンクションキー!～*には、作業の選択、↓カーソルの移動など、さまざま
な機能が各画面で割り当てられています。

）（例）“Setup”（ソングセットアップ）を選択する場合は、#を押します。

また、画面の左下端に“ ”が表示されている場合は、(を押している間、異
なった選択機能が表示されます。これらの機能は(を押しながら、ファンク
ションキーを押して選択します。

ヒント )を押すと、ひとつ前の画面に戻ることができます。

カーソルの移動
カーソルを移動する方法は2種類あります。

・カーソルキー（<, >, ,, .）で

カーソルを上下左右に動かします。

・Cを押してボタンを点灯さ

せてから、ジョグダイアルでカーソル

を上下左右に動かします。

DATA/CURSOR

ジョグダイアル
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基本的な操作

メニューの選択

W5/W7の画面では、次に行う作業を選択するメニュー画面が表示されます。

メニューを選択する方法は2種類あります。
・カーソルを移動してからEを押します。

・機能に対応したファンクションキー!～*を押します。

ヒント )を押すと、ひとつ前の画面に戻ることができます。

パラメーター数値、オン／オフの設定

設定項目にカーソルを移動した後、パラメーター数値の入力やオン／オフなどを設
定します。

設定には以下の方法があります。

●ID

IDでパラメーター数値を増減させたり、オン／オフなどを切り替え
ます。

●テンキー0～9, -＋E
テンキー0～9, -でパラメーター数値を入力します。数値を変更す
ると、LCDディスプレイの数値表示が点滅しますので、Eを押して、
数値を確定します。（オン／オフなどは設定できません。）
設定値を超えて入力した場合は、設定値の上限または下限の値に設定されま
す。

●ジョグダイアル
ジョグダイアルでパラメーター数値を増減させたり、オン／オフなどを切り
替えます。

ヒント 各パラメーターには、それぞれ設定範囲があります。最小値よりも小さな値

や、最大値よりも大きな値は設定できません。
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基本的な操作

操作のキャンセル、アンドゥー／リドゥー

設定値を入力した直後にcを押すと、設定値をキャンセル（取消）すること
ができます。

ソングジョブモード（→104ページ）では、ジョブを実行した後に&を押すと、
ジョブのアンドゥー（取消）／リドゥー（再実行）が行えます。

CANCEL

エディットコンファーム“Are you sure?”について
W5/W7では、コピーやデリートなどデータをエディットする操作の実行前に、“Are you

sure?”（実行してもよいですか？）という確認が表示されます。この時、Iキー

（Yes）を押すと操作が実行され、Dキー（No）を押すと操作が中止されます。

初めて使う方や、操作に慣れていない方は、エディットコンファームの設定（→198ペー

ジ）を“on”にして、誤操作によって大切なデータを損なわないようにしましょう。（工

場出荷時は“on”に設定されています。）

また、操作を熟知された方は、“off”に設定すれば“Are you sure?”は表示されなくな

り、操作能率を高めることができます。
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DISK

基本的な操作

デモ曲（付属ディスク“Factory Set & Demonstration”）の再生

1 付属ディスクの挿入

付属の“Factory Set & Demonstration”ディ
スクをディスクドライブに挿入します。

2 ディスクモード

dを押して、ディスクモードに入ります。

3 デモ曲のロード（読み込み）

カーソルを“> Load From Disk”に移動して、Eを押します。

カーソルを“> All Data”に移動して、Eを押します。

Eを押して、ロードを実行します。

Iキーを押すと、ロードが実行されます。
Dキーを押すと、ロードがキャンセル（中止）されます。

ロード中は“Executing...”が表示され、ロードが終了すると“Completed !”が表
示された後、前の画面に戻ります。
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基本的な操作

4 デモ曲（ソングナンバー）の選択

)を数回押して（または、sを押して）ソングモードに戻り、@(Seq)
を押します。カーソルをディスプレイ最上段の“SONG”に移動して、ID
（または、ジョグダイアル、テンキー+E）を押してデモ曲（ソングナン
バー）を選択します。

デモ曲で使用されているトラック（データがあるトラック）は、トラックボタン
¡～flが緑色に点灯します。そして現在選択されているトラックのトラックボ
タンは赤色に点灯します。

5 デモ曲のスタート／ストップ

Rを押すとデモ曲がスタートします（再生）。
tを押すとデモ曲がストップし、もう一度Rを押すと、ストップした
位置からデモ曲が再スタートします。

ヒント 再生中は演奏されている（データのある）トラックのトラックボタンとマルチ

画面の中のボイスカテゴリー名がキーオンのタイミングで点滅します。

ヒント ストップした状態で、もう一度tを押すと停止位置が曲の先頭に移動

します。

ヒント 再生／停止中、シャトルダイアルを右に（左に）回すと、再生／停止位置を早

送り（巻戻し）することができます。（→44ページ）

@
デモ曲などのシーケンスデータは、電源を切ると消えてしまいます。電源を再

度オンにしたら、もう一度デモ曲をロードしてください。

ただし、マルチ画面での設定やセットアップデータは残ります。設定したソン

グネームも記憶されるので、シーケンスデータが消えた後もソングネームは残

ります。

W5/W7のメモリー容量
W5/W7は、LCDディスプレイの最上段に、メモリー残量をグラフィックで常に表示してい

ます。録音やディスクからのロードを実行する場合は、上記のグラフィック表示を大体の

目安として、必要に応じて、クリアソング機能（→108ページ）などで不要なデータを削

除してあらかじめメモリー量を確保してください。

W5/W7のメモリー容量は約100,000音です。重要なデータは、ディスク機能（→181ペー

ジ）を使って常にフロッピーディスクにセーブ（保存）されることをおすすめします。

メモリー残量表示

endo-yk
注意
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基本的な操作

付属ディスク“Factory Set & Demonstration”について
付属ディスクには、デモ曲の他に、ファクトリーセットとしてインターナルボイスの工場

出荷時のデータが記録されています。ボイスエディット機能を使用して、インターナルボ

イスのデータを書き替えた場合やユーティリティでイニシャライズした場合に、付属ディ

スクから再度ロードして工場出荷時のインターナルボイスに戻すことができます。

ロードする時はファイルの種類に“Voice”を選択し、“From”には“01: W_VOICE all

voice”、“To”には“INTERNAL”を設定してロードを実行してください。ロードが終

了すると、インターナルボイスのデータが工場出荷時のデータに書き替わります。（→

183ページ）

チャンネルごとにボリュームを調節してみよう

1. デモ曲の再生中に! (Mlt)を押して、マルチ（ミキシング）画面を表示させま
す。

2. カーソルキー（,, .）でカーソルを移動して、ボリュームを調節するチャン
ネルを選択します。

3. カーソルキー（<, >）を押して、カーソルをVOL（ボリューム）の位置に移

動します。
4. ID（または、ジョグダイアル、テンキー＋E）を使ってチャンネル

ごとのボリュームを調節してみましょう。

ヒント (を押しながら数値を変更すると、すべてのチャンネルの同じパラメー

ター（ボリュームなど）の設定を同時に変更できます。

チャンネルごとに他のパラメーター（パンなど）を調節してみよう

1. カーソルキー（,, ., <, >）でカーソルを移動して、Mlt（マルチ）画面
で設定できるパラメーターとチャンネルを選択します。

（実際の画面と異なります。）

チャンネル2 のボ
リュームを調節する
場合

（実際の画面と異なります。）

チャンネル3のパン
を調節する場合

2. ID（または、ジョグダイアル、テンキー＋E）を使ってチャンネル
ごとのパンや他のパラメーターを調節してみましょう。
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基本的な操作

チャンネルごとにボイスを変更してみよう

1. カーソルキー（,, ., <, >）で、カーソルをミキサー画面の一番下のボ
イスカテゴリー（36ページ）に移動します。

2. ID（または、ジョグダイアル、テンキー＋E）を使って、ボイスを
変更することができます。ボイスを変更すると、画面左上のボイスナンバー／
ネームが変わります。（カーソルがボイスカテゴリーの位置にあるときだけ、ボ
イスを選択／変更することができます。）
チャンネルごとにボイスを変更して、デモ曲を聴いてみましょう。

ヒント * (Dir)を押すと、画面上にボイスディレクトリー画面（ポップアップウイ

ンドウ）が表示されます。カーソルを移動するとボイスが選択できます。

カーソルとトラックボタンについて
トラックボタン¡～flを押すと、鍵盤で演奏できるトラックが選ばれると同時に、マル

チ画面のカーソルは、「トラックトランスミットチャンネル」（→89ページ）でアサイン

されているチャンネル／トラックに移動します。

マルチ画面の中でカーソルを移動しても、鍵盤演奏できるトラックは変更されません。あ

るトラックを演奏しながら、他のトラック（チャンネル）のセッティングを変更したい場

合は、マルチ画面の中でカーソルを移動してください。

現在選択されている（演奏できる）トラックとカーソルで選択されたマルチ画面のチャン

ネル／トラックが異なる場合が生じます。ご注意ください。

ソロ（SOLO）再生してみよう

トラックにどんな楽器の演奏が録音されているかを確認することができます。聴き
たいトラックだけをソロ再生（オンに）する「ソロ機能」を使用します。。

SELECT SOLO

TRACK

oを押すと、oボタンが赤く点灯すると同時に、現在選択されているトラッ
クボタン（データがあるもの）が赤く点灯します。それぞれのトラックボタンは押
すたびに「赤く点灯（ソロオン）」「緑に点灯（ミュート＝オフ）」を繰り返し、
ボタンが赤く点灯したトラックだけが演奏されます。

トラックをすべてソロオフにして再生を開始し、トラックをひとつずつ交替でソロオ
ンにして、デモ曲が複数のトラックでどのように構成されているか聴いてみましょ
う。

ソロ再生から抜けるには、lを押してください。

（実際の画面と異なります。）

チャンネル1のボイ
スを選択／変更する
場合
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基本的な操作

ディレクトリー画面について
ボイス、ソングまたはディスクの各モードで、画面右下に“Dir”が表示されているとき

*(Dir)を押すと、それぞれのディレクトリー画面（ポップアップウインドウ）を呼び出

すことができます。

ディレクトリー画面は、一つずつ検索するのではなく、選択できるすべて（複数）を表示

させて検索できるので大変便利です。ディレクトリー画面に入ったら、カーソルキーを押

してカーソルを移動して検索／選択してみましょう。

●ボイスディレクトリー画面 ･･････ 128種類のボイスネームを8つずつ同時に表示し
て、検索しやすくします。
（ボイスバンクの選択はできません。）

●ソングディレクトリー画面 ･･････ 16種類のソングネーム（マルチ）を同時に表示
して、検索しやすくします。

●ファイルディレクトリー画面 ････ ファイルネームを8つずつ同時に表示して、検索
しやすくします。

ボイス／ソング／ファイルの位置にカーソルを移動することでボイス／ソング／ファイル

を選択することができます。

選択後、)を押すと各ディレクトリー画面から抜けます。
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マルチについて

マルチでできること

マルチ画面では、音源に関する設定（各チャンネルの設定）をミキサー感覚で行う
ことができます。

【マルチの全体像】

システムエフェクト
システムエフェクトは、センド／リターン方式で使う外部エフェクトの感覚
で、16チャンネルすべてにかけることができる共通のエフェクトです。W5/
W7は3系統（1～3）のシステムエフェクトを持っています。

インサーションエフェクト
インサーションエフェクトは、16チャンネルの中で同時に最大3つまでにか
けることができるエフェクトです。エフェクトの種類はチャンネル（ボイ
ス）ごとに選択できます。
オンにしたチャンネルは“ ”表示になります。

同じトラック／チャンネル構成で何曲も作る場合に、マルチの設定をストア（保
存）しておくと大変便利です。詳細は「マルチのストア」（→82ページ）をご参照
ください。

* グラフィック表示は、それぞれの設定値が視覚的
に判断できるため、マルチの設定がスムーズに
行えます。

ソングナンバー・ネームピッチベンドレンジ

チューン

ノートシフト

システムエフェクト1～3センドレベル

インサーションエフェクトオン／オフ

1～16チャンネル マスターセクションボイスカテゴリー

ボリューム

パン

➤

上
下
ス
ク
ロ
ー
ル
表
示 ➤ ボリューム

スライダー

コントロール
つまみ
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ソングモードでできること＆機能

●演奏（ノーマル／スプリット／レイヤー／4ゾーン）

●録音（リアルタイムレコーディング／ステップレコーディング）

●再生

●MIDI演奏（→73ページ）

W5/W7は、キーボード全体で1つのボイス（トラック）を演奏すること（ノーマル）
はもちろん、キーボードの高音鍵域と低音鍵域で別々のボイスを演奏すること（ス
プリット）もできます。また、2つのボイスを重ねたり（レイヤー）、キーボード全
体を最大4つのゾーンに分けて、4つのボイスを同時に演奏すること（4ゾーン）もで
きます。

また、W5/W7は本体に16曲までレコーディング（録音）することができます。
レコーディングの方法には、鍵盤の演奏をカセットテープのようにそのまま録音す
るリアルタイムレコーディングと、演奏データ（音符の長さ・音程など）を1音1音
録音するステップレコーディングの2種類があります。

初級編では、ボイスの選択と、キーボードセッティング、リアルタイムレコーディ
ング、ステップレコーディングの方法を解説します。

ボイスの選択

トラック1～16にいろいろなボイスを選択して、演奏してみましょう。
チャンネル（トラック）10はドラムボイス専用になっています。

1. トラックの選択

SONG PLAYモードのMlt（マルチ）画面から、トラックボタン¡～flのひとつを押
して、トラックボタン（赤）を点灯させます。マルチ画面のカーソルが、選択した
トラックのトランスミットチャンネルのインストに移動します。

2. ボイス（ボイスバンク／ボイスナンバー）の選択

ボイスを選択するには、ボイスバンクとボイスナンバーを選択します。

1. カーソルをミキサー最下段のボイスカテゴリー名（Pf, Cp, Orなど）に移動しま
す。マルチ画面の左上には、現在選択されているボイスバンク／ボイスナンバー
／ボイスネームが表示されます。右下には、▼-Bank-▲が表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

ボイスバンク ナンバー ネーム

ボイスカテゴリー名
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2. ファンクションキー^（▼）、&（▲）を押して（ノーマルボイスはG, P, S,
I, (E)の中から、ドラムボイスはGD, PD, SD, ID, (ED)の中から）ボイスバンクを
選択します。

3. Eを押して、ボイスバンクを確定します。
ボイスバンクのアルファベット表示は以下のバンクを意味します。

ノーマルボイス
●G ････････････ GMボイスバンク
●P ･････････････ プリセットボイスバンク
●I ･････････････ インターナルボイスバンク
●S ･････････････ ソングボイスバンク
●E ･････････････ エクスターナルボイスバンク（拡張ウェーブ／ボイスボー

ド（別売）装着時のみ選択可能）
ドラムボイス

●GD ･･･････････ GMドラムボイスバンク
●PD ･･･････････ プリセットドラムボイスバンク
●ID ････････････ インターナルドラムボイスバンク
●SD ･･･････････ ソングドラムボイスバンク
●ED ･･･････････ エクスターナルドラムボイスバンク（拡張ウェーブ／ボイ

スボード（別売）装着時のみ選択可能）

4. ID(または、ジョグダイアル、テンキー＋E）でボイスナンバー／
ネームを変更します。

また、LCDディスプレイの右下に“Dir”が表示されます。ファンクションキー
*を押すと、選択しているボイスバンクのボイス一覧（ボイスディレクト
リー）が表示されます。カーソルを移動してボイスナンバーを選択できます。
（)ボタンを押すとマルチ画面に戻ります。）

* ノーマルボイスには001～128のボイスナンバーがあり、ドラムボイスには01～02
のボイスナンバーがあります。（GMドラムボイスは01～08）

ヒント
データのないボイスバンクを選択すると、ボイスネームの表示は

“ ”となり、音は出ません。また、ボイスバンクをオフに

設定するとインスト(ボイスカテゴリー)表示には何も表示されなくなります。

3. 演奏

トラック1～16にボイスを選択して、いろいろなボイスで演奏してみましょう。

ヒント ボイスモード（→62ページ）でもボイスを選択することができます。
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キーボードセットアップ（ノーマル／スプリット／レイヤー／4ゾーン）

キーボードセットアップのモードを切り替えて演奏してみましょう。（→90ペー
ジ）

1. ボイスの選択

「●ボイスの選択」（→37ページ）を参照して、トラック1～16にいろいろなボイス
を選択します。

2. キーボードセットアップ画面の表示

SONG PLAYモードのMlt（マルチ）画面から、#(Setup)を押して、ソングセット
アップに入ります。&(Kbd)を押してキーボードセットアップ画面を表示させま
す。

3. モードの選択

ID（または、ジョグダイアル）を押して、“norm（ノーマル）”“split（ス
プリット）”“layer（レイヤー）”“4zone（4ゾーン）”の中からモードを選択し
ます。

norm（ノーマル）
キーボード全体を使って、選択した1つのボイス（トラック）で演奏します。
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split（スプリット）
スプリットポイントを境に、キーボードの高音鍵域（Upper）と低音鍵域（Lower）
で異なる2つのボイス（トラック）を同時に演奏します。

●トラックの選択

“Upper”“Lower”にカーソルを移動して、それぞれの鍵域で演奏したい
ボイスが設定されているトラックを選択します。

●スプリットポイントの設定

“split point”にカーソルを移動して、ID（または、ジョグダイア
ル、）を押して、C-2～G8の範囲でスプリットポイントを設定します。（2
つの鍵域はグラフィック（2本の線）で表示されます。）

例）“Upper”にホンキートンクピアノ（トラック）、“Lower”にウッドベース（ト

ラック）を設定してジャズ演奏してみましょう。

ヒント カーソルがスプリットポイントの位置にあるとき、& (Kbd)を押しながら、

任意のキー（鍵盤）を押してスプリットポイントを設定することもできます。

ヒント 鍵盤上の“＋”はセンター（C3）を表します。また、白鍵上の2本の水平ライ

ンは、スプリットモードを表し、スプリットポイントを表示しています。

layer（レイヤー）
キーボード全体を使って、選択した2つのボイス（トラック）を重ねて演奏します。

）（

●トラックの選択

“Upper”“Lower”にカーソルを移動して、重ねて演奏したいボイスが設
定されているトラックを2つ選択します。（1つ目のボイス、または2つ目の
ボイスを“Upper”“Lower”のどちらに選択しても演奏する音は同じで
す。）

例）“Upper”にグランドピアノ（トラック）、“Lower”にストリングス（トラック）

を設定してムードのあるスタンダードナンバーを演奏してみましょう。 ）（

SONG（ソング）モードについて
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4zone（4ゾーン）
キーボード全体を最大4つのゾーンに分けて、4つのボイスを同時に演奏します。

↓

↓

●トラックの選択

“Zone1”～“Zone4”の“Tr”表示にカーソルを移動して、それぞれの
ゾーンで演奏したいボイスが設定されているトラックを4つ選択します。
（Zone3と4は、>カーソルで選択します。）

●ゾーンの設定

“Zone1”～“Zone4”のノート表示にカーソルを移動して、それぞれの
ゾーンの鍵域（C-2～G8）を設定します。鍵域はスプリットのように4分割
することもできます。また、最大4ゾーンまでレイヤーのように重ねること
もできます。

ヒント カーソルがノート表示の位置にあるとき、& (Kbd)を押しながら、任意の

キー（鍵盤）を押して鍵域を設定することもできます。

ヒント 鍵盤上の“＋”はセンター（C3）を表します。また、白鍵上の4本の水平ライ

ンは、4ゾーンモードを表し、それぞれのゾーンの鍵域を表示しています。

●オクターブの設定

“Zone1”～“Zone4”の“oct”表示にカーソルを移動して、それぞれの
ゾーンのオクターブを設定します。たとえば、低音鍵域に設定したピアノ
（トラック）を1オクターブ高い音で演奏したい場合などに便利です。

●その他の設定

“Zone1”～“Zone4”の“AT”“PB”などの表示にカーソルを移動して、
それぞれのゾーンの音色を、アフタータッチ、ピッチベンドなどでコント
ロールするかどうかを設定します。（→91ページ）

カーソルで右方向にスクロール

カーソルで右方向にスクロール

SONG（ソング）モードについて
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リアルタイムレコーディング

リアルタイムレコーディングで簡単に録音してみましょう。

1. ボイスの選択（マルチ画面）

「●ボイスの選択」（→37ページ）を参照して、録音に使用するトラックにボイス
を選択します。

2. シーケンサー画面の表示

SONG PLAYモードのMlt（マルチ）画面から、@(Seq)を押してシーケンサー画面
を表示させます。

3. ソングナンバー／トラックの選択

カーソルを“SONG”に動かして、録音するソングナンバー（データの入っていない
ソング）を選択します。

トラックボタン¡～flを押して録音するトラックを選択します。選択したトラック
はキーが赤色に点灯します。

SONG（ソング）モードについて

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

4. レコーディング待機状態、レコーディングモードの選択

rを押すと、ランプが点灯し、レコーディングの待機状態に入ります。

LCDディスプレイにレコーディングモードが表示されます。%～*を押してレ
コーディングのモードを選択します。
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●%：Step（ステップ録音）（→45ページ）

演奏データ（音符の長さ・音程など）を1音1音録音します。

●^：Over（オーバーダブ録音）

すでに録音されているデータに重ねて録音します。

●&：Rplc（リプレイス録音）

すでに録音されているデータを、小節単位で消しながら（置き換えなが
ら）、新たに録音します。

●*：Punch（パンチイン録音）

指定されたパンチインポイントからパンチアウトポイントまでをリプレイス
録音します。

ここではリアルタイムレコーディングの^：Over（Overdub：オーバーダブ録
音）、または&：Rplc（Replace：リプレイス録音）を選択します。

5. テンポ／拍子の設定

カーソルを“q”に動かして、録音するテンポを設定します。また、カーソルを
“Time”に動かして、録音する拍子を設定します。

6. レコーディングのスタート

Rを押すと、テンポに合わせてクリック音が鳴ります。2小節のカウント（カウン
トイン）の後、録音が始まります。クリック音に合わせて演奏して録音してみま
しょう。
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7. レコーディングのストップ／再生

tを押すと、レコーディングがストップします。
Rを押して再生してみましょう。

ヒント ソングエディット（→98ページ）やソングジョブ（→104ページ）を使えば、

録音後にミスタッチを修正したり、削除したり、演奏タイミングを揃えたりし

て、ソングデータを編集することができます。

ヒント ソングデータは、マルチ画面の設定と一緒にフロッピーディスクにセーブ（保

存）することができます。（→181ページ）

@
ソングデータは、電源を切ると消えてしまいます。大切なデータはフロッピー

ディスクにセーブ（保存）してください。（→181ページ）

ただし、マルチ画面での設定やセットアップデータは残ります。設定したソン

グネームも記憶されるので、シーケンスデータが消えた後もソングネームは残

ります。

SEQUENCER

STOP/TOPRECORD RUN

SONG（ソング）モードについて

シャトルダイアルについて
ジョグダイアルの外側のシャトルダイアルは、ソングデータの再生時やステップレコー

ディング時に、早送り／巻戻しとして使用します。

●ソングデータの再生時（停止時）
右に回すと再生（小節）を早送り（≥ ）します。また、左に回すと再生（小節）を
巻戻し（≤ ）します。いずれも回す度合いによって、早送り／巻戻しの速度が変わ
ります。

●ステップレコーディング時
ステップレコーディング画面に表示される「↓カーソル」を移動します。（→49
ページ）右に回すと「↓カーソル」を曲の終りの方向に進めます。
また、左に回すと「↓カーソル」を曲の始めの方向に戻します。いずれも回す度合
いによって、早送り／巻戻しの速度が変わります。

endo-yk
注意
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ステップレコーディング

下記の楽譜“THE WHITE ROOM（ホワイトルーム）”（簡略版）をステップレコーディングしてみましょ
う。
楽譜に不慣れな方でも、楽譜の音符の下にある音名表示と、鍵盤イラストの音名表示を対比しながら入力す
ることができます。
58ページには、同じ曲のもう少し凝ったアレンジの楽譜“THE WHITE ROOM”（完全版）があります。

 * 作成したソングデータは電源を切ると消えてしまいます。レコーディング作業を始める前に、W5/W7用

にフォーマットされたフロッピーディスクをご用意ください。（→187ページ）

SONG（ソング）モードについて
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●“THE WHITE ROOM” by  CREAM
第35回グラミー賞において6部門を獲得したエリック・クラプトンが、
'66～'68年に結成していた伝説のバンド“クリーム”。ギター、ベー
ス、ドラムのシンプルな編成は「史上最強のトリオ」と評価されてい
ます。クリームは、それぞれの強烈な個性がぶつかりあうような激し
い演奏で数々の名演を繰り広げました。“THE WHITE ROOM”は、
当時から20年以上経った今でも新鮮さを失わないクリームの代表曲で
す。
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使用ボイス

001 ～ 016 小節　G082 Saw.Lead

017 ～ 027 小節　G081 SquareLd

G031 Dist.Gtr

G034 FngrBass

GD01 StdKit

録音トラック

トラック1

トラック2

トラック3

トラック10＊

録音パート

メロディパート

ギターパート

ベースパート

ドラムパート

 ステップレコーディングするトラック、ボイス選択

“THE WHITE ROOM”はメロディ、ギター、ベース、ドラムのパートを4つのト
ラックにレコーディングします。

* チャンネル（トラック）10はドラムボイス専用になっています。

ドラムパートのレコーディング

まず、ドラムパートをレコーディングします。ドラムパートは、ノーマルボイスを
使用する他のパートと入力の方法が多少異なります。テンキーで音符の長さを設定
し、鍵盤で楽器音（バスドラム、スネアドラムなど）を指定して入力していきま
す。

1 ステップレコーディングの準備

q ソングプレイモードのシーケンサー画面@で録音したいソングナンバーを選
びます。

w マルチ画面!に戻り、トラックボタンºを押してレコーディングするトラッ
ク（ドラムパート用）を選択します。また、IDでGD01のStdKit（スタン
ダードドラムキット）を選択します。

e rを押してレコーディング待機状態に入ります。LCDディスプレイはレ
コード/シーケンサー画面に変わります。

トラック10→トラック3→トラック2→トラック1の順番でレコーディングしてみま
しょう。あらかじめ、それぞれのトラックにボイスをアサインしておきます。

%

r %(Step)を押してステップレコーディングモードを選択します。

t <>でカーソルをテンポ（q = ）に移動し、DI（または、ジョグダイ
アル、テンキー+E）でテンポを112に設定します。拍子は4/4のままで

拍子の設定

テンポの設定
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す。

2 ステップレコーディングモード
q Rを押してステップレコーディングを開始します。

LCDディスプレイはステップレコーディングモードに変わります。

LCDディスプレイは、1小節、または4拍分（4拍子に設定した場合）のビートグ
ラフを表示します。
ビートグラフは、1つの“―”が32分音符1つを表し、1拍が8つの“―”で構成
されています。

また、ビートグラフ内の“↓カーソル”は現在のポジションを表示します。
カーソルキー,, .（またはシャトルダイアル、ジョグダイアル）を使って
最初の音符を入力したい位置まで“↓カーソル”を動かします。

w カーソルキー.（またはシャトルダイアル、ジョグダイアル）を使って↓
カーソルを2小節目の先頭に移動します。（ドラムパートの演奏は2小節目から
始まります。）
まず、バスドラム（楽譜の最下段の音符）の2小節目と3小節目を入力しましょ
う。

e 入力の前に音符の長さやベロシティの設定を行います。
　 ・音符の長さの設定：

音符の長さは（テンキーの上の音符マークを参考にして）テンキーを使って
設定します。バスドラムの最初の音は4分音符ですので、3を押して“q”
を選択します。ディスプレイ右下に“q”（現在選ばれている音符の長さ）
が表示されます。

・ベロシティの設定:

ベロシティとは演奏する音の強さのことです。$(mf)を押してmf（メゾ

$

C3の位置↓カーソル小節ナンバー

設定した音符の長さ

ビートグラフ
（小節内の音符の位置を表
示。5/4など1小節に4拍以上あ
る場合は、ビートグラフの前
に数値を表示して、同じ小節
内のいくつめの画面であるか
を知らせます）

【音符の長さの設定】

【ベロシティの設定】
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ハイハット（Bb1 [A#1]）

スネアドラム（D1）

シンバル（C#2）

ミッドタムロー（B1）

ロータム（A1）

�
バスドラム（C1）

フロアタムロー（F1）

フロアタムハイ（G1）

● 楽譜のドラムパートの読み方

（鍵盤はGD01 StdKitの場合）

フォルテ）を選択します。選択されたベロシティは反転表示されます。

3 C1キー(鍵盤)を押してバスドラム(音符)を入力します。
入力すると↓カーソルが自動的に入力した音符の長さだけ（この場合4分音符

↓ 入力すると↓カーソルが
進みます

＊この譜例では、ドラムボイスにGD01
StdKitを選びました。ドラムキットの
各楽器音は、上図（）内のキーで入力
してみましょう。

分）進みます。

4 次は4分休符の入力です。
テンキーで長さを選んだ後0(REST)を押すと休符が入力されます。長さは最
初のバスドラムの音と同じです。0を押すだけで休符が入力されます。(また
はカーソルキー.で↓カーソルを4分音符分(休符の長さだけ)進めるだけで休
符が入力されたことになります。)

5 前記 2-e、3、4を参考に音符や休符を入力してバスドラムの 002 ～
003 小節を完成させます。

・8分音符（e）は4を押して選択します。
・付点8分休符（g.）は、4（e）を押して8分休符を選んだ後、9（•）を押

すことで選択できます。　
・16分音符（a）は5を押して選択します。

6 カーソルキー,で↓カーソルを 002 小節目の先頭まで戻し、次のイラ
ストを参考にスネアドラムやハイハットを順番に入力して、 002 ～ 003

SONG（ソング）モードについて

“GD01 StdKit”ではバスドラムは

C1にアサインされていますので、

C1を押さえます。

【楽器音（音符）の入力】

【休符の入力】
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【ドラムパート 002 小節のステップ入力】

� �
5

�
5

�
5

�
5

�
4

�
4

�
4

�
4

�
4

�
4

�
音符の長さの設定

押さえる鍵盤

ハイハット

スネア
ドラム

Bb1 Bb1 Bb1 Bb1 Bb1 Bb1 Bb1 Bb1

D1 D1 D1 D1

● ハイハット＆
　 スネアドラムの入力

ハイハット

スネアドラム

バスドラム

* ベロシティはmfで入力します。

3

�
4

�
4

�
音符の長さの設定

押さえる鍵盤 C1

● バスドラムの入力

3

�
3

�

C1 C1
REST

0

REST

0

小節のドラムパートを完成させます。

ビートグラフ上のバスドラムが入力された位置には が表示されます。また、ビート
グラフ下の鍵盤イラスト上には、↓カーソルがある位置の入力データが音階表示さ
れます。↓カーソルが を通過するたびに入力されている音が発音されます。

入力を間違えたら・・・
音符を間違えて入力した場合は、次の2つの方法で音符をデリート（削除）することがで

きます。

●バックデリート････ ↓カーソル位置を戻しながら、直前に入力した音符をデリートし
ます。

●デリート･･････････ ↓カーソル位置の音符をデリートします。

* 上の2種類のデリートは、同じ位置にある音符をすべてデリートします。和音はすべて無

くなりますので、デリート後に他の音符も改めて入力してください。

*（BDEL）

(＋*（DEL）

SONG（ソング）モードについて

C1（バスドラム）が入力されている
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7 004 ～ 017 の14小節は 017 の後半を除いて 002 ～ 003 小節の繰り返
しになっています。このような場合は、ソングジョブの中のコピーメ
ジャー(小節コピー)機能を使って 002 ～ 003 小節をコピーすると簡単に
入力できます。

q tを押してステップレコーディングモードから抜けます。

w 112ページのコピーメジャーを参照して、小節をコピーします。 002 ～ 003
の2小節の7回(7Times)コピ－を 004 小節目から実行するわけです。以下のイラ
スト通りに設定した上で実行してください。
* コピーしたいトラック（この場合はトラック10）のトラックボタン（º）が赤く点

灯していることを確認してからコピーを実行してください。

SONG（ソング）モードについて

【小節のコピー】

8 017 小節の後半のドラムパートを変更します。

q sを押してソングモードに戻ります。

w rを押して、更にRを押してステップレコーディングモードに戻りま
す。

e カーソルキー.を使って↓カーソルを 017 小節目の以下のイラストの位置に

移動します。

r (を押しながら*(DEL)を押して↓カーソル以降のデータをすべて削除し
ます。

t 最初に削除したデータ位置に戻り、バスドラムと一緒に削除されたスネア(D1)
を入力し直します。

y テンキー8を押して16分3連符（ �3 ）を選び、3拍目以降のミッドタムロー
(B1)、ロータム(A1)、フロアタムハイ(G1)、フロアタムロー(F1)を順番に入力し
ます。

削除するデータ
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9 同様に残りの小節も入力してドラムパートを完成させます。
・ 018 小節を入力したら、前記7の手順を参考にして 018 小節の8回(8Times)

コピーを 019 小節目から実行して 019 ～ 026 の8小節を完成させます。
・最後に 027 小節を入力します。最後はハイハットではなくシンバル(C#2)で

終わります。このシンバル音だけ、%（f）を押してベロシティをf（フォル
テ）にして入力します。

10　tを押してドラムパートの入力を終了します(ステップレコー
ディングモードから抜けます)。
Rを押してドラムパートの演奏を聴いてみましょう。

@
苦労して作成したソングデータも、電源を切ると消えてしまいます。ドラム

パートが完成したところで、フロッピーディスクにソングデータを保存（セー

ブ）しましょう。（→181ページ）

ベースパートのレコーディング

1 ベースパートの準備

q （マルチ画面!で）トラックボタン£を選択します。また、IDで
G034のFngrBass（フィンガーベース）を選択します。

w rを押してレコーディング待機状態に入ります。LCDディスプレイはレ
コード/シーケンサー画面に変わります。

e %(Step)を押してステップレコーディングモードを選択します。

2 ステップレコーディングモード

q Rを押してステップレコーディングを開始します。

w カーソルキー.（またはシャトルダイアル、ジョグダイアル）を使って↓
カーソルを2小節目の先頭に移動します。（ベースパートの演奏は 002 小節目
から始まります。）

e 入力の前に音符の長さやベロシティの設定を行います。
・音符の長さの設定：

音符の長さは（テンキーの上の音符マークを参考にして）テンキーを使って
設定します。ベースの最初の音は4分音符ですので、3を押して“q”を選
択します。

・ベロシティの設定：

$(mf)を押してmf（メゾフォルテ）を選択します。

SONG（ソング）モードについて

【音符の長さの設定】

【ベロシティの設定】

endo-yk
注意
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3 D2キー(鍵盤)を押してベースの最初の音符を入力します。
楽譜（45ページ～）のすべての音符の下にはそれぞれの音名が表示されていま
す。鍵盤イラストの音名表示と対比させながら正しい鍵盤位置に入力してくだ
さい。
入力すると↓カーソルが自動的に入力した音符の長さだけ(この場合4分音符分)
進みます。

SONG（ソング）モードについて

【音符の入力】

		
 �� �  � �
4

�
4

�
3

�
3

�
3

�
3

�
REST

0

4

�
4

�
音符の長さの設定

押さえる鍵盤 D2

3

�
3

�

D2 C2 C2 B1 B1 Bb1 C2
REST

0

4 005 小節まで音符の種類に注意しながら入力します。
004 小節目の付点4分音符（q.）は3を押して4分音符を選んだ後、9（付

点）を押すことで選択できます。
複付点音符を入力する場合は、基本になる音符を入力した後、テンキー9を
2回押します。

【音符と休符の関係】

それぞれ上段の音符キーを押してから0(REST)を押すと、下段の休符が入力されます。

�
1

�
�
2

�
�
3

�
�
4

�
�
5

	
�
6

�

音符の長さにさらにその
半分の長さを加えます。

9

休符の長さにさらにその
半分の長さを加えます。

�
8

�

3�
7

	

3

音符

（キー）

休符

5 006 ～ 017 の12小節は、ドラムパート同様、一度ステップレコーディン
グから抜けて、112ページのコピーメジャーを参照して、小節をコピーし
ます。 002 ～ 005 の4小節の3回(3Times)コピ－を 006 小節目から実行
します。

* トラックボタン£だけが赤く点灯するようにしてからコピーを実行してください。

6 ステップレコーディングモードに戻った後、 017 小節目の後半をデリー
ト機能を使って修正します。

【符点音符の入力】

【小節のコピー】

【ベースパート 002 ～ 003 小節のステップ入力】

【音符と休符の関係】
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SONG（ソング）モードについて

7 残りの 018 ～ 027 小節を入力してベースパートを完成させます。

8 ベースパートは、入力データよりも1オクターブ下げて使用します。
ソングジョブの中のトランスポーズ機能を使って設定します。

q tを押してステップレコーディングモードから抜けます。

w 124ページのトランスポーズを参照して、1オクターブ下げます。
トラック3を全小節（ 001 ～ 027 ）の範囲で1オクターブ下げる（-12）設定を
します。以下のイラスト通りに設定した上で実行してください。
* トラックボタン£だけが赤く点灯するようにしてから、トランスポーズを実行して

ください。

ギターパートとメロディパートのレコーディング

基本的な入力方法はドラムパートやベースパートと同じです。特に注意していただ
く点だけを列挙します。

・ギターパート、メロディパート共に、タイの入力が必要です。

タイの始めの音符を入力した後、タイでつなぐ回数分テンキー-(TIE)を押
します。たとえば、音符の長さが異なるe q（ 007 ～ 008 小節）の場合
は、eを入力した後-を2回押します。また �  e（ 018 小節）のような場
合は、eを入力した後-を4回押します。

・ギターパートでは和音の入力が必要です。

音符の長さを設定した後、複数の鍵盤を押さえて音符を入力します。（一つ
の鍵盤を押さえながら他の鍵盤を押さえて、同時に指を離せば、和音として
入力されます。）
また、一つの音符を入力した後、もう一度その位置に↓カーソルを戻して他
の音符を入力して、和音を入力することもできます。

・ギターパートで小節コピーをした後、 017 小節を修正する必要があります。
・メロディパートではひとつのトラックで2つのボイスを使用します。このよう

な場合は、それぞれ使用するボイスのプログラムチェンジ情報を、ソングエ
ディットのインサート（シーケンストラック）機能でトラックにインサート
（挿入）します。
001 ～ 016 小節まではG082 Saw.Leadを使用するので、 001 小節の頭にそ

の情報をインサートします。同様に  017 ～  027 小節の間はG081 SquareLd
を使用するので、 017 小節にその情報をインサートします。

【タイの入力】

【ボイスのプログラムチェンジ】

【和音の入力】

� �
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SONG（ソング）モードについて

プログラムチェンジの手順

1. tを押してレコーディングを終了します。

2. トラックボタン¡を押してトラック1（メロディトラック）を選択します。

3. eを押してソングエディットに入ります。

4. $(Ins)を押してインサート画面に入ります。

5. (を押しながら@(PC)を押してプログラムチェンジを表示させます。

6. カーソルキー,を押して画面左端の小節表示にカーソルを移動します。
ID（またはジョグダイアル、テンキー+E）で 001 小節の先頭を選
びます。

ボイスナンバー小節
$

7. カーソルを2つの“ ”に移動して2つ共“000”を選択します。

8. カーソルを001（ボイスナンバー）に移動して、ID（またはジョグダイア
ル、テンキー+E）でG082のSaw.Leadを選択します。

9. Eキーを押してプログラムチェンジを実行します。

10.同様の手順で 017 小節の先頭にG081のSquareLdをインサートします。

11.)キーを押してソングエディットから抜けます。

* ソングエディットの詳細については、98ページをご参照下さい。

@
苦労して作成したソングデータも、電源を切ると消えてしまいます。

フロッピーディスクにソングデータを保存（セーブ）しましょう。（→181

ページ）

　　 さあ、これで完成です。Rを押して演奏を聴いてみましょう。

endo-yk
注意
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ステップレコーディングの操作に慣れたら、58～61ページの楽譜“THE WHITE ROOM”（完全
版）のステップレコーディングに挑戦してみましょう。

“THE WHITE ROOM”（完全版）

SONG（ソング）モードについて

アドバイス
ポイントq

メロディパートとギターパートは、以下の小節にプログラムチェンジデータをインサートしてくださ

い。ノートオンと同時にプログラムチェンジデータを受けると、W5/W7はボイスの切り替えに時間が

かかり、演奏がずれる場合があります。このような場合は、ボイスが変わる直前にプログラムチェンジ

データをインサートすると、ボイスの変更がスムーズに行われます。

* メロディパートは1小節目の1拍目から演奏が始まります。このような場合はクリエートメジャーで小
節 001 の前に1小節分の空きデータを作り、そこにプログラムチェンジをインサートします。

* 小節 009 はメロディパート、ギターパート共に、3拍目にプログラムチェンジをインサートします。

ポイントw

“THE WHITE ROOM”のイントロは、最初の8小節が5/4拍子で、その後4/4拍子に変わります。ま

ず、4/4拍子を選択して、イントロ以降を入力してください。その後、クリエートメジャー機能（→114

ページ）を使用して、曲の先頭に5/4拍子を8小節入力しましょう。

ポイントe

ベースパートの 001 、 002 小節目のように、音符の長さの異なる2音をタイでつなぐ場合は、短い

ほうの音符に合わせてタイを繰り返して入力します。この場合は、最初に4分音符を入力し、その後に

タイを4回繰り返します。（全音符＋4分音符＝4分音符×5）

ポイントr

ハイハットの「＋」マークは、GD01GM×Stdの「ペダルハイハット…G#1」を入力してください。

ポイントt

ギターパートの 029 、 032 、 033 小節目は、ギターストロークの入力です。ギターのストローク

は、キーオンのタイミングが1音ずつ微妙にずれます。このような場合、まず和音を入力し、ソングエ

ディット（→100ページ）でノートイベントのクロックの位置を5～15クロックずつ後にずらすとスト

ロークの雰囲気を出すことができます。

ポイントy

メロディパートの 037 、 038 、 042 小節の「PB」はピッチベンドデータをインサートして、音色

をベンドアップしてください。ピッチベンドデータは実際に演奏しながらリアルタイム録音で入力し

たものを参考にするか、コピーするのが良いでしょう。（→98ページ「ソングエディット：インサー

ト」）

ポイントu

メロディパートの 037 、 038 、 042 、 043 小節の4分3連音符（ � � �3

）は、テンキー7（8分3連

音符 �3 ）を設定した後、&、またはもう一度7を押すことで設定できます。

【メロディパート】

小節 001  ……G104 Sci-Fi

小節 009  ……G082 Saw.Lead

小節 025  ……G081 SquareLd

小節 035  ……G082 Saw.Lead

【ギターパート】

小節 001  ……G031 Dist.Gtr

小節 009  ……G028 CleanGtr
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SONG（ソング）モードについて

楽譜
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SONG（ソング）モードについて

楽譜
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SONG（ソング）モードについて

楽譜
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SONG（ソング）モードについて

楽譜
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VOICE（ボイス）モードについて

ボイスモードでできること＆機能

●演奏

●ボイスエディット

ボイスモードでは現在選択されているトラックのボイス（カテゴリー／ネーム）を
ディスプレイに大きく表示します。この画面で、ボイスを選択して演奏することが
できます。

ボイスエディットとは、ボイスを構成するエレメントやエフェクトをエディットす
ることで、音色を自由に作り変えることです。
プリセット128ボイス、GM 128ボイスおよびインターナルボイスをエディットし、
インターナルボイス（ユーザーボイス）に128ボイスまで記憶することができます。
また、ソングごとに専用のボイスを作り、ソングボイス（ユーザーボイス）として
1ソングあたり128ボイスまでフロッピーディスクにセーブ（保存）することができ
ます。
（詳しくは70ページ「ボイスのストア」をご参照ください。）

初級編ではボイスの種類、しくみ、選択／演奏、ボイスエディットの方法などを説

明します。

■ボイスの種類
ボイスには、ノーマルボイスとドラムボイスの2種類があります。

●ノーマルボイス ･･･ 音程が付いたボイスのことです。
●ドラムボイス ･････ ドラムやパーカッションのボイスで、鍵盤（白鍵／黒

鍵）それぞれに異なる楽器の音色が割り当てられてい
ます。

したがって、ボイスエディットモードには、ノーマルボイスエディットとドラムボ
イスエディットの2種類があります。
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VOICE（ボイス）モードについて

■ボイスのしくみ
ボイスエディットは複数のパラメーターの設定を変更し、組み合わせて作ります。

【ノーマルボイスを構成するパラメーター】

●Com（コモングルー

プ）
ボイス（エレメントに共
通）の設定を行います。
（カテゴリー、ボリュー
ム、ボイスネーム、イニ
シャライズ）

●Filt（フィルターグループ）
各エレメントの音色に関する設定を
行います。
（トーン、エンベロープ）

●Pitch（ピッチグループ）
各エレメントの音程に関する設定
を行います。
（スケール、チューン、ノートシ
フト、センシティビティ、エンベ
ロープ）

●Amp（アンプリチュードグループ）
各エレメントの音量に関する設定を行い
ます。
（レベル、エンベロープ）

●E lem（エレメントグルー

プ）
ボイスを構成するエレメントに
ついて設定します。
（エレメントアサイン、パン、
ベロシティリミット、ノートリ
ミット）

●Efct（エフェクトグループ）
ボイスに使用するエフェクトに関
する設定を行います。
（システムエフェクトセンド、イ
ンサーションエフェクト－タイプ
／パラメーター／コントロール）

●Ctrl（コントローラーグループ）
各エレメントのコントーラーの設定
を行います。
（サステイン、エクスプレッション
ローリミット、ピッチベンド、アフ
タータッチ、モジュレーションホ
イール、フットコントローラー、
MIDIコントロール1／2）

●L F O（L F Oグルー

プ）
各エレメントのLFOに関
する設定を行います。
（パラメーター、モジュ
レーション）
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ボイスの選択／演奏

ソングモードのマルチで設定したボイスの中からひとつのボイスだけを呼び出しま
す。
vを押してボイスモードに入ります。LCDディスプレイにはボイスモードに入
る前に選択されていたチャンネルのボイスが表示されます。

1 ^&（[▼-Bank-▲]）を押してバンクを選択した後Eを押すと、ボイス
バンクを切り替えることができます。

・*（Dir）を押して選択できる、ボイスディレクトリーを表示させること
ができます。

・トラックボタン¡～flを押して、チャンネルを切り替えることができま
す。

2 ID（またはジョグダイアル、テンキー+E）でボイスを選択しま
す。カーソルはボイスネームに固定されます。

詳しくは、128ページをご参照ください。

ボイス
バンク

チャンネル／
トラック

ボイス
バンク ボイスネーム

カテゴリー インサーション
エフェクトタイプ

*&^
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VOICE（ボイス）モードについて

ボイスエディットの操作手順

インサーションエフェクトのタイプを変更する場合を例に、ノーマルボイスエ
ディットの手順を説明します。
ドラムボイスエディットは、設定できるパラメーターや表示画面などがノーマルボ
イスと異なります。

1. エディットするボイスの選択

ソングモードのミキシング画面またはボイスモードで、エディットするノーマルボ
イスを選択します。
ここでは、G001のPf:GrandPnoを選択します。

2. ボイスエディットモードへの入り方

Vを押すと、sランプとVボタンが点灯してボイスエディッ
トモードに入ります。LCDディスプレイには、ノーマルボイスエディットの「パラ
メーターグループのメニュー画面」が表示されます。

8つのパラメーターグループ

●メニュー画面

この画面は、ボイスの構造を簡単に表したもので、ノーマルボイスのエディット
は、この画面の8つのパラメーターグループ（“Com”“Elem”など）ごとに行いま
す。

ヒント ボイスの持っているウェーブを利用して、パラメーターの設定を白紙の状態か

ら始めたい場合は、エディットモードに入ってからイニシャライズ操作

（→138ページ）を行います。
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VOICE（ボイス）モードについて

3. パラメーターグループの選択（メニュー）

メニュー画面でパラメーターグループを選択するには、選択したいグループが割り
当てられているファンクションキー!～*を押すか、選択したいグループ名のト

ラックボタンª～flを押します。
また、「メニュー画面」で、選択したいグループにカーソルを移動し、Eを押
しても選択できます。

4. パラメーター画面の選択（サブメニュー）

パラメーターグループを選択すると、各グループのパラメーター画面のひとつが表
示されます。同じグループ内の他のパラメーター画面を選ぶには、画面右下のサブ
メニューに該当するファンクションキーを押してください。

たとえば、「インサーションエフェクトのType（タイプ）の設定」は、ファンク
ションキー^に割り当てられていますので、^を押します。

5. 変更したいパラメーターの選択

カーソルを移動して、変更したいパラメーターを選択します。選択されたパラメー
ターは反転します。
たとえば、カーソルを“Type”行へ移動し、“01”を選択し、反転させます。

% ^ & *
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VOICE（ボイス）モードについて

6. パラメーターの変更

ID（または、ジョグダイアル、テンキー）でパラメーターを変更します。

・IDは、設定を1ずつ上下します。
・ジョグダイアルは、データを連続的に変更します。ジョグダイアルを設定の

変更に使う場合は、Cをオフ（消灯）にしておきます。
・数値の変更の場合には、テンキーで数値を入力した後でEを押すこと

で、直接データを入力することができます。（Eを押さないでカーソ
ルを移動すると、入力した数値はキャンセルされます。）

たとえば、ID（または、ジョグダイアル、テンキー＋E）で、エフェク
トタイプ“02:Chorus A”を選択します。

このように各パラメーターの設定をエディット（変更）して、自分がイメージする
ボイスを作ってみましょう。

ヒント ボイスをエディットすると、ボイスエディット画面のボイスナンバーの前にエ

ディットマーク（ ）が表示されます。

7. ボイスエディットの終了

ボイスエデイットが終了したら、sまたは)を数回押して、ソングモード
（ミキシング画面）に戻ります。
また、エディットしたボイスを保存しておきたい場合は、ボイスのストア（→70
ページ）を行います。
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ボイスエディットをする時に便利な機能

■エディットコンペア機能
ボイスエディット中にVを押すと、エディット前の音を聴くことができま
す。このときVボタンは点滅し、ディスプレイ表示中のエディットマーク
（ ）はコンペアマーク（ ）に変わります。コンペア中はデータのエディットが
できなくなります。

■エレメントセレクトキー／エレメントミュートキー
・ボイスエディットモードでは、トラックボタン¡～¢がそれぞれエレメント1～

4のエレメントセレクトキーになります。エレメントセレクトキーを使用すること
により、各ボイスエディット画面でエディットするエレメントを選択することが
できます。セレクト中のエレメントのボタンはオレンジ色に点灯します。

・ボイスエディットモードでは、トラックボタン∞ ～•がそれぞれエレメント1～
4のエレメントON/OFF（ミュート）キーになります。これらのキーを使用するこ
とにより、ボイスエディットでエレメントのミュートをオン／オフすることがで
きます。ミュート（オフ）するとそのエレメントのボタンは消灯します。もう一
度キーを押すとミュートが解除され、ボタンは点灯します。

■エディットデータの保存
エディット中の状態（ストア操作をしない状態）で、別のソングやボイスを選択す
ると、エディットの内容は無効になります（消えてしまいます）。
必要なボイスは、インターナルボイスバンクへストア（→136ページ「ボイスのスト
ア」）しましょう。電源を切ってもデータが消えることはありません。また、ソン
グ専用のソングボイスを作成したり、フロッピーディスクにボイスのデータを保存
することもできます。

・ストアせずにミキサー画面に戻った場合は、エディット中の音色のままで演奏で
きます。このとき、ミキサー画面のボイス名の前にエディットマーク（ ）が表
示されます。

・同じ番号のボイスを複数のインストで呼び出している場合、一方をエディットし
ても他のインストの音色には影響しません。同じ番号のボイスを、同時に異なる
設定でエディットすることができます。



 69

入
門
編

データ管理について

W5/W7には、マルチデータ、ボイスデータ、ソングデータなど、たくさんのデータ
があります。
データの種類によって、保存の方法や保存される場所、条件などが異なります。

マルチのストア

マルチの設定は、ストア操作によって本体内メモリーに保存することができます。
ストアされたデータは、電源を切っても保存されます。

ストア操作手順

1 マルチを設定した後、Sを押します。

2 @(Multi)を押して、ストアマルチを選択します。

3 ID（または、ジョグダイアル、テンキー+E）を押して、ストア先
のソングナンバーを選択します。

4 Eを押すとストアが実行されます。

ヒント 本体のキー操作によるマルチの設定は、ストア操作をしなくても記憶されま

すが、シーケンスデータやコントロールチェンジによるマルチの変更は記憶

されません。マルチの設定を行った場合は必ずストアを実行しましょう。

@
ストア操作を行うと、ストア先ソングナンバーにあるマルチの設定は失われ

ます。
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データ管理について

ボイスのストア

エディットしたボイスは内部のインターナルボイスバンクに保存しておくことがで
きます。

■インターナルボイスの作成
インターナルボイスバンクにも128種類のボイスがありますが、このインターナルボ
イスに自分でエディットしたボイスをストアすることができます。

STORE

ENTER

VOICE EDIT

1　エディットしたいボイスを選びます。

2　ボイスエディットモードに入り、ボイスをエディットします。

　　（→131ページ「ボイスエディットモード」）

3　Sを押した後、#(Voice)を押してストアボイスへ入ります。

　　ID（またはジョグダイアル、テンキー+E）を押して、

　　インターナルボイスバンクのストア先のボイスナンバーを選びます。

4　Eを押してストアを実行します。

インターナルボイス作成手順
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UTILITY

!

ENTER

ソングボイス完成！

2　uを押して、ユーティリティモードに入ります。

これでソングボイスが完成しました。

しかし、ソングボイスのデータは電源を切ると消えてしまいます。

フロッピーディスクにソングボイスのデータを保存しておきましょう。

次ページの1Song+Voice形式で、ソングボイスをフロッピーディスクに

保存することができます。

3　!(Mem)を押してメモリーに入ります。

4　ID（またはジョグダイアル）を押して、どのボイス

　　バンクからコピーしてくるか（コピー元）を指定します。

　　（SONGの場合はソングナンバーも選択します。）

5　Eを押します。“Are you sure?”（実行しても

　　よいですか？）と確認を求める表示が現れます。

1　あらかじめ、コピー先のソングナンバーを選択しておきます。

INC 6　Iを押してソングボイスの作成を実行します。

データ管理について

■ソングボイスの作成
インターナルボイスのデータは、電源を切っても消えることはありません。
しかし、作成したソング専用のボイスとして保存したい場合は、以下の手順に従っ
てソングボイスを作成し、フロッピーディスクへセーブすることをお勧めします。

ソングボイスは、プリセット、インターナル、GM、既にあるソング、（「拡張
ウェーブ／ボイスボード」（別売）装着時はエクスターナルも）のボイスバンクを
自由にコピーして作ることができます。

ソングボイス作成手順

ヒント インターナルボイスを1バンク分フロッピーディスクに保存することもできま

す。（→181ページ「セーブトゥーディスク」^(Vce)参照）
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ディスクへのセーブ／ロード

W5/W7で作成したソングデータやボイスデータなどは、フロッピーディスク
（2DD）にセーブ（保存）／ロード（読み込み）することができます。

セーブ

ロード

フロッピーディスク

All

1Song+Voice

1Song ソング
ボイス

Voice
インターナルボイス

フロッピーディスクにセーブ／ロードする場合は下の単位でファイルを扱うことが
できます。

●All Data ･･･････ 本体内のすべてのデータ。
●1Song ････････ ソング1曲のシーケンスデータ＋マルチ／セットアップ

データ。
●1Song+Voice ･･ ソング1曲のシーケンスデータ＋マルチ／セットアップ

データ＋ボイスデータ。ボイスデータ（1～128）はソング
ボイス使用時はソングボイス、未使用時はインターナルボ
イス。

●Voice ･････････ 1バンク分（1～128）のボイスデータとドラムボイス1, 2。
セーブできるのはインターナルボイスだけです。インター
ナルボイス、ソングボイス共にロードすることができま
す。ロードは1ボイス単位で行うこともできます。

また、外部機器で作ったシーケンスデータをロード／セーブすることができます。
●SMF（スタンダードMIDIファイル）･･ フォーマット0／1のデータをロード

することができます。また、ソング
データのみフォーマット0でセーブ
することができます。

●ESEQ（イーシーク） ･･････････････ ロードできますが、セーブできませ
ん。
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MIDI端子の接続

リアパネルのMIDI端子（MIDI IN/OUT/THRU）と外部機器をMIDIケーブルで接続しま
す。

MIDIでできること

THRU OUT

MIDI

IN

MIDIについて

■MIDIとは
MIDI（ミディ）は「Musical Instrument Digital Interface」の略で、「楽器間のデジタ
ル通信」という意味です。MIDIは電子楽器やコンピューターなどの間で演奏情報の
やりとりを行うための世界的な規格です。

■MIDI端子について
W5/W7のリアパネルには3種類のMIDI端子があります。

●MIDI IN ･･･････ 他のMIDI機器からのMIDI信号を受信します。
●MIDI OUT ･････ W5/W7の演奏情報をMIDI信号として他のMIDI機器へ送信

します。
●MIDI THRU ････ MIDI INから受信したMIDI信号を、そのまま他のMIDI機器

へ送信します。

■MIDIデータの種類
MIDIを利用して送受信するデータ（チャンネルメッセージ・システムメッセージ）
には以下のような種類があります。

チャンネルメッセージ
演奏情報を伝えるメッセージです。送信側と受信側でチャンネルを合わせる必要が
あります。

●ノート情報

ノートナンバー（音階）、ノートオン／オフ（押鍵／離鍵）、ベロシティ
（鍵盤を押さえる強さ）などノートに関する情報

●コントロールチェンジ

ボリューム、エクスプレッション、モジュレーションホイール、フットコン
トローラーなどをコントロールする情報

●プログラムチェンジ

音色（ボイス）を切り替える情報
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●チャンネルアフタータッチ

鍵盤を弾いた後で、さらに鍵盤を強く押さえた情報
●ピッチベンド

ピッチベンドホイールを動かした情報
……など。

システムメッセージ
おもに機器間の同期に関する情報です。

●エクスクルーシブメッセージ

音色の設定やその他の設定に関する情報（バルクデータ）
●コモンメッセージ

システムを管理する情報（ソングセレクト……ソングの選択、
ソングポジション……ソングの演奏スタートの位置の設定、など）

●リアルタイムメッセージ

演奏の同期を管理する情報（クロック……演奏タイミングの同期、
コマンド……スタート／ストップ／コンティニュー、など）

MIDIでできること

接続例1

W5/W7を外部のキーボード、シンセサイザーなどでコントロールする場合

外部キーボードの送信チャンネルと、W5/W7の受信チャンネルを合わせます。W5/
W7のMIDI INから受信したデータはシーケンサー部のトラックを経由して（MIDIの
受信チャンネルのナンバーとトラックナンバーはそのまま対応します）、音源部に
送信されます。このときトラックごとのデータは「トラックトランスミットチャン
ネル」（→89ページ）のチャンネル設定に従って、音源部に送信されます。

MUSIC  SYNTHESIZER

MIDI IN MIDI OUT
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MIDIでできること

接続例2

W5/W7で外部のシンセサイザーや音源モジュールをコントロールする場合

MUSIC  SYNTHESIZER

MIDI OUT

MIDI IN

外部機器の受信チャンネルと、W5/W7の送信チャンネルを合わせます。W5/W7の送
信チャンネルは選択されたトラックのトラックトランスミットチャンネルの設定
（→89ページ）に従います。キーボードセットアップ（→90ページ）においてMode
＝norm（ノーマル）以外に設定した場合は、その設定に従います。

シーケンサー／コンピューターの受信チャンネルと、W5/W7の送信チャンネルを合
わせます。W5/W7は、音源部（マルチ画面）のチャンネルナンバーがそのままMIDI
送信チャンネルになります。また、外部キーボードの送信チャンネルと、W5/W7の
受信チャンネルを合わせます。W5/W7のMIDI INから受信したデータは、シーケン
サー部のトラックを経由するため、トラックごとのデータは「トラックトランス
ミットチャンネル」（→89ページ）のチャンネル設定に従って、音源部に送信され
ます。
W5/W7の演奏をシーケンサーに録音し、その録音データを再生する（W5/W7を鳴ら
す）場合は、データの経路が複雑になるため、「トラックトランスミットチャンネ
ル」の設定をできるだけシンプルにしておきましょう。
リアルタイムレコーディングで“AllTr（オールトラック）”を選んでレコーディン
グする場合（→93ページ）は、MIDI受信チャンネルとトラックナンバーが一致しま
す。

接続例3

外部のシーケンサーやコンピューターを使って、演奏のレコーディングや自動演奏
を行う場合

MUSIC  SYNTHESIZER

MIDI IN

MIDI OUT

MIDI OUT

MIDI IN
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入 門 編

シンセサイザーのしくみがわかって、演奏に慣れたら、ライブでW5/W7を弾い
てみたいという人もいることでしょう。そこで、このページではW5/W7のライ
ブパフォーマンスを披露しましょう。

W5/W7は16トラックのマルチシーケンサーとして活用できますが、ライブでは
その16トラックをボイスメモリーとして使ってみましょう。

たとえば「ライブで、1曲目はピアノの弾き語り、2曲目はキーボーディストと
してロックオルガンを演奏、3曲目はストリングスで他のメンバーとアンサンブ
ルを…」などという場合、トラック1に「グランドピアノ」を、トラック2に
「ロックオルガン」を、トラック3に「ストリングス1」をセットしておけば、
ステージ上ではトラックボタンを押すだけで、ワンタッチでボイスを切り替え
ることができます。もちろん曲のイントロで効果音を鳴らして、すぐにピアノ
演奏に移るなんて技も可能です。また、ボイスエディット機能を駆使して、同
じボイスをベースにバリエーションを用意しておけば、ステージで曲の雰囲気
に合わせてボイスを選択するなんてことも可能になります。

W5/W7は、音楽制作だけでなく、ライブでも力を発揮するシンセサイザーで
す。自分なりの活用方法を探し出して、120%活用してください。

W5/W7のライブ活用術！
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SONG
ソングモード
ソングモードでは、マルチの設定やキーボードのセット

アップ、シーケンサーの録音（リアルタイムレコーディン

グ／ステップレコーディング）、再生、エディット（編

集）などを行います。

第１章
リ フ ァ レ ン ス

SO
NG
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

電源をオンにすると（またはsを押すと）、ソングモードに入ります。s
のランプが点灯し、LCDディスプレイには下のような画面が表示されます。

ソングモードについて

ソングモードの画面構成

ソングモードは以下の3つの基本画面で構成されています。（!～#を押して選

択）

 ■ マルチ（!: Mlt）
ソング全体（1～16トラック）をミキサー画面で見ながら、各トラックのパ
ラメーターを調節します。マルチの設定は、本体内に16種類までストア
（保存）することができます。（→82ページ）

 ■ シーケンサー（@: Seq）
シーケンスデータの設定（テンポ・ビートなど）を確認しながら、再生し
たり、レコーディングモードに入って録音を行います。シーケンスデータ
（ソングデータ）は、本体内に最大16曲まで録音することができます。
（→92ページ）フロッピーディスクにマルチの設定と合わせてセーブ（保
存）することができます。（→181ページ）
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ソングモードについて

 ■ セットアップ（#: Setup）
ソングごとの演奏に関するいろいろな設定（MIDIフィルター：%、ト
ラックトランスミットチャンネル：^、キーボードセットアップ：

&、アザーセットアップ：*）を行います。
また、eを押してソングエディットモードに、jを押してソングジョブモード
に移動できます。

 ■ ソングエディット……SONG EDITモード
リアルタイムレコーディングやステップレコーディングで録音した曲を、
イベント単位でエディット（編集）することができます。

 ■ ソングジョブ……SONG JOBモード
ソング／トラックデータをコピー、クリアしたり、小節ごとにクリエー
ト、デリートしたり、演奏データをまとめて変更したり、さまざまな編集
作業が行えます。

@
シーケンスデータは本体内に最大16曲まで録音できますが、電源を切るとす

べて消去されます。大切なデータは電源を切る前に必ずフロッピーディスクに

セーブしてください。（→181ページ）

endo-yk
注意
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

マルチのストア

マルチの設定を任意のソングナンバー（1～16）に保存する操作をストアと呼びま
す。本体のキー操作によるマルチの変更は、ストア操作をしなくても記憶されます
が、シーケンスデータやコントロールチェンジによるマルチの変更は記憶されませ
ん。そのため、ストアせずにソングナンバーを切り替えた場合は、そのソングのマ
ルチの設定内容は失われてしまう場合があります。マルチの設定を行った場合は必
ずストアを実行しましょう。

ストア操作の手順

1 マルチを設定した後、Sを押します。

2 @(Multi)を押して、ストアマルチを選択します。

3 ID（または、ジョグダイアル、テンキー+E）を押して、ストア先
のソングナンバーを選択します。

4 Eを押すとストアが実行されます。

@
この操作を行うことにより、ストア先のソングナンバーにマルチの設定がある

場合、その設定は失われます。ご注意ください。

ヒント シーケンスデータはストアすることはできません。シーケンスデータを含めて

他のソングナンバーに移したい場合は、ソングジョブのコピーソング機能（→

106ページ）をお使いください。

endo-yk
注意
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Multi

マルチ
s→!(Mlt)
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SONG PLAY（ソングプレイ）

▼マルチ画面の全体表示（上下スクロール表示）

▲(を押した場合の画面

【設定値】
q Bank：off （----）、ノーマルボイス：G, P, S, I, (E)、ドラ

ムボイス：GD, PD, SD, ID, (ED)

w ボイスナンバー／ネーム：ノーマルボイス：001～128、

ドラムボイス：01～02（GD：01～08）

e ボイスカテゴリー

r VOL：0～127

t PAN：L31～0～R31

y INS：off, on

u EF1～3 Send：0～127, vce

i TUN：-63～+63

o SFT：-63～+63

!0 PB：0～12, vce

【解説】
チャンネルごとの各パラメーターを変更し、マルチ（ソン
グ）の設定を行います。各パラメーターはミキサー画面にグ
ラフィックで表示されます。LCDディスプレイの左端に
“▼”“▲”が表示されている場合は、その表示の上下に画
面があります。カーソルを移動すると上下の画面が表示され
ます。
チャンネルを選択するには、画面のカーソルを左右に移動さ
せます。また、トラックボタン¡～flを押すと、カーソルも
移動し、チャンネルが選択できます。（この場合は、シーケ
ンサーのトラックも同時に選択され、赤く点灯します。鍵盤
で演奏できるのは、選択されている赤く点灯したトラックで
す。）

ヒント
演奏中にカーソルを他のチャンネルに移動して他の

チャンネルの設定を変更することができます。シーケ

ンサーで選択されているトラック（鍵盤で演奏できるトラック）

とカーソルがある位置のチャンネルが異なる場合があります。こ

の場合はトラックボタンを押すとカーソルも同じチャンネル（ト

ラック）に戻ります。

!0
o
i

u

y
t
r

e

w

q Bank（ボイスバンク）、wボイスナンバー／ネーム、
eボイスカテゴリー
ボイスバンクとボイスナンバーを選択します。
カーソルがミキサー最下段のボイスカテゴリー名（Pf, Cp, Or
など）にあるとき、LCDディスプレイの右下に[▼-Bank-▲]
が表示されます。ファンクションキー^（▼）、&
（▲）を押して、ボイスバンクを選択できます。
ボイスバンクのアルファベット表示は以下のバンクを意味し
ます。（ボイスバンクについては22ページをご参照くださ
い。）

ソ
ン
グ
プ
レ
イ

ヒント
チャンネル（トラック）10は、ドラムボイス専用で

す。ドラムボイス以外は選択できません。

● ノーマルボイス／バンク

・G .......... GMボイスバンク
・P ........... プリセットボイスバンク
・I ............ インターナルボイスバンク
・S ........... ソングボイスバンク
・E........... エクスターナルボイスバンク（拡張ウェーブ

／ボイスボード（別売）装着時のみ選択可
能）

*ノーマルボイスには001～128のボイスナンバーがありま
す。

● ドラムボイス／バンク

・GD ....... GMドラムボイスバンク
・PD ........ プリセットドラムボイスバンク
・ID ......... インターナルドラムボイスバンク
・SD ........ ソングドラムボイスバンク
・ED........ エクスターナルドラムボイスバンク（拡張

ウェーブ／ボイスボード（別売）装着時のみ
選択可能）

*ドラムボイスには01～02のボイスナンバーがあります。
（GMドラムボイスは01～08）

カーソルがミキサー最下段のボイスカテゴリー名にあると
き、ID（またはジョグダイアル、テンキー+E）
でボイスナンバー／ネームを選択／変更することができま
す。

q
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ファンクションキー*を押すと、選択しているボイスバン
クのボイス一覧（ボイスディレクトリー）が表示されます。
カーソルを移動してボイスを選択できます。（)を押すと
マルチ画面に戻ります。）

r VOL（Volume：ボリューム）

トラックごとのボリュームを設定します。

t PAN（パン）

トラックごとのパン（音の定位）をL31（最も左）～0（中
央）～R31（最も右）の範囲で、設定します。

y INS（Insert EF：インサーションエフェクト）

すべてのチャンネルがスイッチを持っていて、1つのソングで
同時にチャンネル3つまでインサーションエフェクトをかける
（オンにする）ことができます。オンにしたチャンネルは
“  ”が表示されます。（インサーションエフェクトのタ
イプやパラメーターの設定はボイスエディットモードで行い
ます。詳細は151, 152, 169, 170ページをご参照ください。）

u EF1～3 Send（システムエフェクト1～3センド）

3つのシステムエフェクトのセンドレベルをチャンネルごとに
設定します。“Type”（タイプ）や“Param”（パラメー
ター）の設定については、85ページの「システムエフェクト
1～3タイプ」「システムエフェクト1～3パラメーター」をご
参照ください。
また、カーソルが“EF1 Send”～“EF3 Send”にあるとき、
LCDディスプレイの右下に“vce”が表示されます。ファンク
ションキー&を押すと、エフェクトセンドの値が“vce
(voice)”に変わり、センドレベルはボイスにおける設定（→
150, 169ページ）と共通になります。

i TUN（Tune：チューン）

トラックごとの音程を-63～+63（単位：1.17セント）の範囲
で微調整します。

o SFT（Nt. Shift：ノートシフト）

トラックごとの音程を-63～+63（単位：半音）の範囲で設定
します。

!0 PB（Pitch Bend range：ピッチベンドレンジ）

トラックごとのピッチベンドの可変域を0～12（単位：半音）
の範囲で、設定します。
また、カーソルが“PB”にあるとき、LCDディスプレイの右
下に“vce”が表示されます。ファンクションキー&を押す
と、ピッチベンドレンジの値が“vce (voice)”に変わり、ピッ
チベンドレンジはボイスにおける設定（→156ページ）と共通
になります。

Mst（マスター）コントロール
カーソルが“VOL”、“EF1～3 Send”、“TUN”、“SFT”

にあるとき、LCDディスプレイの右下に“Mst”が表示されま

す。ファンクションキー*を押すと、それぞれ“Mstr Vol”

（マスターボリューム）、“EF1～3 Retn”（システムエフェク

ト1～3リターン）、“Mstr Tune”（マスターチューン）、

“Mstr NSft”（マスターノートシフト）が選択できます。

“Mstr Vol”、“Mstr Tune”、“Mstr NSft”はすべてのソング

に共通の設定に、また“EF1～3 Retn”はソングごとの設定にな

ります。

ヒント
(を押しながらマルチの設定を変更すると、ト

ラック¡～flの値を同時に変更することができます。

テンキーを使用した場合は、すべてのトラックの設定値が同じ値

になり、I D、ジョグダイアルを使用した場合は、すべて

のトラックの設定値が同じように増減します。

また、LCDディスプレイの右下に“Dir”が表示されます。
【操作】
1 ソングプレイモードから!(Mlt)を押して、マルチ画面

に入ります。

2 ミキサーの設定したいパラメーター位置にカーソルを移
動し、ID（または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で値を変更します。それぞれのパラメーター値
はLCDディスプレイの右上に表示されます。また、LCD
ディスプレイのフェーダーやダイアル表示も、パラメー
ター値に伴って変化します。

* マルチでPANを左右に振った際、音量や音質が変わる場合が

あります。PANを振る場合は、ボイスエディットでPanをセ

ンター（0）に設定しておくことをおすすめします。

* インサーションエフェクトがオフの場合、鍵盤を押さえたま

まパンの設定を変更してもパンポジションは変わりません。

次のキーオフから有効となります。
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■ システムエフェクト1～3タイプ　System Effect 1~3 Type
s→!(Mlt)（カーソルをEF1/2/3上に置いて）→%(Type)

● EF 1～3 Type（エフェクト1～3タイプ）
エフェクト1～3を設定します。Effect 1はリバーブ系、Effect 2
はコーラス系、Effect 3はディレイ系のエフェクトが選択でき
ます。詳細は別冊リストブックの「エフェクトパラメーター
リスト」をご参照ください。

● EF 1～3 Return Level（エフェクト1～3リターンレベル）
エフェクト1～3の出力レベル（通常のミキサーのエフェクト
リターンレベル）を設定します。

【操作】
1 マルチ画面（→80ページ）でカーソルをEF1/2/3上に置い

て%(Type)を押し、システムエフェクト1～3タイプの設
定画面に入ります。

2 設定したいエフェクトタイプ／リターンレベル位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。

【設定値】
● EF 1 Type：01～15

● EF 2 Type：01～09

● EF 3 Type：01～16

● EF 1～3 Return Level：0～127

【解説】
システムエフェクトはソングごとに3種類設定できます。
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■ システムエフェクト1～3パラメーター　System Effect 1~3 Parameter
s→!(Mlt)（カーソルをEF1/2/3上に置いて）→^(Param)

【設定値】
エフェクトによりパラメーターの数／設定値が異なります。

設定できるパラメーターの種類やレンジについては別冊リス

トブックの「エフェクトパラメーターリスト」をご参照くだ

さい。

【解説】
システムエフェクトタイプで選択したシステムエフェクトの
パラメーターの設定値を変更します。

【操作】
1 マルチ画面（→80ページ）でカーソルをEF1/2/3上に置い

て^(Param)を押し、システムエフェクトパラメーター
の設定画面に入ります。タイプ選択画面で選ばれていた
システムエフェクトのパラメーターが表示されます。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I
D（または、ジョグダイアル）で値を設定します。
パラメーターが4種類以上ある場合は、カーソルの移動に
よって表示が上下にスクロールします。この時ポップ
アップウインドウ左端に上下の矢印（▼, ▲）が表示さ
れ、パラメーターが上下にあることを示します。
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* エフェクトの中の“Aural Exciter®”はAphex Systems, Ltd.の登録商標であり、同社のライセンスのもとに製造されております。
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【設定値】
インストの設定値はマルチの設定値と共通です。マルチの設
定値をご参照ください。

【解説】
ミキサー画面の1チャンネル分のデータを、一つの画面で数値
表示／設定します。ミキサー画面のように画面をスクロール
することなく、チャンネル単位の設定を行うことができま
す。
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【操作】
1 マルチ画面（→80ページ）で(+!（“Inst”）を

押し、インストパラメーターの設定画面に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I
D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

マルチ画面に戻る場合は、( を押しながら!
（“Mixer”）を押します。また、)を押してインスト画
面から抜けることもできます。

■ インストパラメーター　Inst Parameter
s→(+!(Inst)
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s→@(Seq)Sequencer Play

シーケンサープレイ
u Click Level（クリックレベル）
クリック音の音量を設定します。

i Loc 1, 2（Location 1, 2：ロケーション1, 2）
呼び出したい小節ナンバーを設定し、%（ロケーション
1）、^（ロケーション2）を押して呼び出します。（再生
中も可能）

【操作】
1 マルチ画面（→80ページ）で@(Seq)を押し、シーケン

サーの設定画面に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I
D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
呼び出したい小節ナンバー（位置）で(+%を押す
と、ロケーション1が設定され、%（Loc1）を押して設
定した小節（ロケーション）を呼び出すことができま
す。また、(+^を押すと、ロケーション2が設定
され、^（Loc2）を押して設定した小節（ロケーショ
ン）を呼び出すことができます。

3 Rを押すと演奏がスタートします。

4 tを押すと演奏がストップします。

5 Rを押すとストップした位置から再スタートします。

6 tを押してストップした後、もう一度t
を押すとソングの最初の位置に戻ります。
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
q Song：01～16

w Meas：1～999

e q：30～250

r Time：1/4～8/4, 1/8～16/8, 1/16～16/16

t Click Beat：1/4, 1/8, 1/16

y Mode：off, rec, play, always

u Level：0～31

i Loc 1, 2

【解説】
q Song（ソングナンバー）
シーケンサーで録音／再生するソングナンバーを設定しま
す。（演奏中は選択できません。）

w Meas（Measures：小節）
シーケンサーの現在の小節ナンバーと拍数を表示／設定しま
す。（表示は3桁までですが、999を越えると、000, 001, 002
……のように表示されます。シーケンスデータが無い場合
は、小節ナンバーを変更できません。）
* シャトルダイアルを使って早送り（≥ ）／巻戻し（≤ ）
することができます。（再生中も可能）

e q（テンポ）
シーケンサーのテンポを設定します。

r Time（拍子）
ソングプレイモードでは設定することはできません。（ソン
グレコーディングモードで設定します→93ページ）

t Click Beat（クリックビート）
演奏／録音するときに便利なクリック音の拍を設定します。

y Click Mode（クリックモード）
クリック音を鳴らすモード（“off”=鳴らさない、“rec”=
録音時のみ鳴らす、“play”=再生／録音時に鳴らす、
“always”=常に鳴らす）を設定します。

* “always”であらかじめクリック音のレベル／テンポを確認
し、レベル／テンポを調節することができます。

q1

w
e
r

yi tu

ソ
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ヒント
ソングエディット、ソングジョブ、ユーティリティ、

ディスク、ソングセットアップの各モードではシーケ

ンサーは使用できません。また、シーケンサーの使用中は、上記

の各モードに入れません。

ヒント
再生中は、演奏されている（データのある）トラック

のトラックボタンとマルチ画面の中のボイスカテゴ

リー名がキーオンのタイミングで点滅します。

ソロ（SOLO）再生
聴きたいトラックだけをソロ再生することができます。

oを押すと、ボタンが赤く点灯すると同時に、データがあ

るトラックボタン¡～flが緑色に点灯します。それぞれのト

ラックボタンは押すたびに「赤く点灯（ソロオン）」「緑に点

灯（ソロオフ）」を繰り返します。赤く点灯したトラックの音

だけが演奏されます。

ソロオンの場合はそのトラックのデータを音源部に送ります（鳴

ります）が、ソロオフの場合は、音源部に送りません（鳴りま

せん）。

lを押すと、通常の再生に戻ります。
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■ ソングネーム　Song Name
s→@(Seq)→&(Name)

【操作】
1 シーケンサー画面（→80ページ）で&(Name)を押し、

ソングネームの設定に入ります。LCDディスプレイの[　
　]内に、現在のソングネームが表示されます。

2 $ %を押して↓カーソルを動かして、変更する文字
の入力位置を選びます。

3 カーソルでディスプレイのキャラクターリストの中から
使用したい文字を選択します。

4 2と3の操作を繰り返してソングネームを完成させます。

* スペースを入力する場合は#（[SPC]）を押します。

【設定値】
● キャラクター（文字）

【解説】
ソングネームを設定します。10文字まで使用することができ
ます。

■ ソングディレクトリー　Song Directory
s→@(Seq)→*(Dir)

【解説】
ファンクションキー*(Dir)を押すと、ソング一覧（ソング
ディレクトリー）が表示されます。
カーソルを移動して録音／再生したいソングを選択できま
す。（)を押すとシーケンサー画面に戻ります。）
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（スペース）
↓
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s→#(Setup)→^(T. Ch)

s→#(Setup)→%(Filter)Filter

MIDIフィルター
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Track Transmit Channel

トラックトランスミットチャンネ
ル
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SONG SETUP（ソングセットアップ）

【解説】
シーケンサーのRecord（録音）／Playback（再生）時の環境
（MIDIデータの送受信）に関する設定を行います。
* Recordで“rec”（record）を選択すると、録音中にW5/
W7の内部シーケンサーがアフタータッチ、コントロール
チェンジ、システムエクスクルーシブメッセージを受信
します。“ignore”を選択すると、W5/W7はそのメッセー
ジを録音しなくなります。

* Playbackで“play”を選択すると、再生中にW5/W7の内部
シーケンサーがバンクセレクト、プログラムチェンジ、
コントロールチェンジメッセージを送信します。
“ignore”を選択すると、W5/W7はそのメッセージを再生
しなくなります。

【操作】
1 セットアップ画面（→81ページ）で%(Filter)を押し、

MIDIフィルターの設定画面に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
ID（または、ジョグダイアル）で値を設定しま
す。

【設定値】
Record

● A Touch（アフタータッチ）：rec, ignore

● Ctrl Chg（コントロールチェンジ）：rec, ignore

● Sys Excl（システムエクスクルーシブ）：rec, ignore

Playback

● Bank Sel（バンクセレクト）：play, ignore

● Pgm Chg（プログラムチェンジ）：play, ignore

● Ctrl Chg（コントロールチェンジ）：play, ignore

【設定値】

● ext：off, on

● int：off, on

● Tch：1～16

【解説】
● ext（external：エクスターナル）
各トラックのデータを、MIDI OUTから外部機器に出力する
かどうかを設定します。 ＝on（出力する）、 ＝off（出力
しない）

● int（internal：インターナル）
各トラックのデータを、W5/W7の内部音源に出力するどうか
を設定します。 ＝on（出力する）、 ＝off（出力しない）

● Tch （Transmit Chnnel：トランスミットチャンネル）
各トラックのデータを、どのMIDIトランスミットチャンネル
で送信するかを設定します。

【操作】
1 セットアップ画面（→81ページ）で^(T.Ch)を押し、ト

ラックトランスミットチャンネルの設定画面に入りま
す。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I
D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

ヒント
トラックトランスミットチャンネルを変更すると、ソ

ングプレイモードのマルチ画面に影響します。たとえ

ば、トラック4のトランスミットチャンネルをMIDIチャンネル1

に変更した後、ソングプレイモードでトラックボタン¢を押し

てトラック4を選択すると、マルチ画面では、カーソルがチャン

ネル1に移動します。　

ソ
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プ
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s→#(Setup)→&(Kbd)Keyboard Setup

キーボードセットアップ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

● split Upper, Lower（スプリットアッパー、ロワー）
スプリットモード時のアッパー（高音鍵域）用トラッ
クと、ロワー（低音鍵域）用トラックを選択します。

レイヤー キーボード全体で2つのトラックを重ねて演
奏します。

【設定値】
● Mode：norm, split, layer, 4zone

split

● split Point：C-2～G8

● split Upper, Lower：Tr1～Tr16

layer

● layer Upper, Lower：Tr1～Tr16

4zone

● Zone 1～4 Track：1～16

● Zone 1～4 Low Limit～High Limit：C-2～G8

● Zone 1～4 oct：-3～+3

● Zone 1～4 with AT, PB, MW, Sus, FV, FC：

- -/AT, - -/PB, - -/MW, - -/Sus, - -/FV, - -/FC (off/on)

【解説】
● Mode（モード）
キーボードのモード（ノーマル／スプリット／レイヤー／4
ゾーン）を設定します。

ノーマル キーボード全体で1つのトラック（ボイス）
を 演奏します。

スプリット スプリットポイントを境にUpper側で1つの
トラックを、Lower側で1つのトラックを演
奏します。

● split Point（スプリットポイント）
スプリットモード時のスプリットポイントを設定しま
す。（スプリットポイントはUpper側に属します）
* スプリットポイントの位置にカーソルがあるときは、
ファンクションキー&（kbd）を押しながら、スプ
リッ トしたいキー（鍵盤）を押してスプリットポイ
ントを設定することができます。

● layer Upper, Lower（レイヤーアッパー、ロワー）
レイヤーモード時の重ねて演奏する2つのトラック
（アッパー、ロワー）を選択します。

4ゾーン キーボード全体で、4つのトラック（ボイ
ス）を任意のゾーン（鍵域）にアサインして
演奏します。

* LCDディスプレイの鍵盤イラストの“＋”マークはC3
の位置を表します。

● Zone 1～4 Track（ゾーン1～4トラック）, Low Limit
（ローリミット）, High Limit（ハイリミット）, oct
（Octave：オクターブ）
4ゾーンモード時に、各ゾーンのトラック、各ゾーンの
鍵域（下限：ローリミット～上限：ハイリミット）、各
ゾーンのオクターブを設定します。
* LCDディスプレイは、“Zone 1, 2”と“Zone 3, 4”を
分け て表示します。“Zone 1, 2”と“Zone 3, 4”の
表示は、カーソルの移動によって上下にスクロールし
ます。

* 各ゾーンの鍵域は、 LCDディスプレイの鍵盤イラス
トにグラフィックで表示されます。
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s→#(Setup)→*(Other)Other Setup

アザーセットアップ

【設定値】
● Next Song：off, loop, chain stop, chain play, chain cont

● MIDI ctrl：off, on

● Sync：internal, MIDI

● Transpose：-63～+63

【解説】
● Next Song（ネクストソング）
・off .....................選ばれているソングの演奏終了後ストップ

します。
・loop ...................選ばれているソングを繰り返し演奏しま

す。
・chain stop ..........選ばれているソングの演奏終了後、次のソ

ングを選択してストップします。
・chain play .........選ばれているソングの演奏終了後、次のソ

ングを演奏します。

・chain continue ..... 選ばれているソングの演奏終了後、次の
ソングを演奏します。ただし、マルチ画
面の設定は前の曲の設定を継続します。

● MIDI ctrl（MIDI Control：MIDIコントロール）
以下のMIDIデータを送受信するかどうかを設定します。
“on”の場合は以下のMIDIデータを送受信し、“off”の場合
は無視します。
・スタート／コンティニュー／ストップ信号の送受信
・MIDIクロックの送信
・ソングポジションポインターの受信

● Sync（Synchro：シンクロ）
・internal ....... シーケンサーは内部クロックで演奏します。
・MIDI .......... シーケンサーは外部機器（MIDI）のクロック

で演奏します。

● Transpose（トランスポーズ）
シーケンサーの再生時のノートナンバーを移調します。

【操作】
1 セットアップ画面（→5ページ）で*(Other)を押し、ア

ザーセットアップの設定画面に入ります。

2 モードを選択した後、設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。
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（ループ）

（チェーンストッ

プ）

（チェーンプレイ）

（チェーンコンティニュー）
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● キーボードセッティングの詳細は39ページをご
参照ください。

Zone 1～4 with AT（After Touch：アフタータッチ）, PB
（Pitch Bend：ピッチベンド）, MW（Modulation
Wheel：モジュレーションホイール）, Sus（Sustain：サ
ステイン）, FV（Foot Volume：フットボリューム）, FC
（Foot Controller：フットコントローラー）
4ゾーンモード時に、各ゾーンの音をそれぞれのコント
ローラー（アフタータッチ、ピッチベンドなど）でコン
トロールするかどうかを設定します。
* LCDディスプレイは、“Zone 1, 2”と“Zone 3, 4”の
パラメーターを横一列に表示します。パラメーター表
示は、カーソルの移動によって左右にスクロールしま
す。（画面右端、または左端に左右の矢印（←、→）
が表示されます。）

【操作】
1 セットアップ画面（→81ページ）で&(Kbd)を押し、

キーボードセットアップの設定画面に入ります。

2 IDを押してモードを選択します。

3 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
ID（または、ジョグダイアル、鍵盤、テンキー
+E）で値を設定します。
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SONG REC（ソングレコーディング）

4. トラック1を再生しながら、トラック2を録音します。同様に他のトラック

もすべて録音します。

2. ソングレコーディングモードに入り、録音設定を行います。（→17ペー

ジ）

5. ディスクにセーブ（保存）します。（→181ページ）

6. ディスクからロードします。（→183ページ）

7. ソングをエディット（編集）します。（→98ページ）

8. ディスクにセーブ（保存）します。

・・・

W5/W7の録音方法にはリアルタイムレコーディングとステップレコーディングの2種類がありま
す。

●リアルタイムレコーディングは、マルチトラックレコーダーに録音するように、実際に演奏しながら録音
します。実際に演奏するため、演奏のフィーリングやニュアンスをそのまま表現することができます。

●ステップレコーディングは、五線譜に音符を書くように、演奏を1音1音プログラムしていきます。小節内
の各ビートを正確に演奏するドラムやベースの音符入力に適しています。

3. リアルタイムレコーディング（→95ページ）、またはステップレコーディ

ング（→96ページ）で、トラック1を録音します。

■ 録音作業の流れ

1. 録音したいソングナンバーを選択し、マルチの設定を行います。録音

に使用するトラックすべてを設定します。
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Song Recording

ソングレコーディング
s→r
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【設定値】
● Track：トラックボタン¡～flを押して一つのみ選択

q Mode：Step, Over, Rplc, Pnch

w Meas：001～999

e q：30～250

r Time：1/4～8/4, 1/8～16/8, 1/16～16/16

t Quantize：off, 1/32～1/2

y Click Beat：1/4, 1/8, 1/16

u Click Mode：off, rec, play, always

i Click Level：0～31

● From（パンチイン時のみ）：001～999

● To（パンチイン時のみ）：001～999

【解説】
ソングレコーディングモードでは、録音に関する各種設定を行
います。

● Track（トラック）
トラック1～16の中で、すでにデータがあるトラックは、ト
ラックボタン¡～flが緑に点灯します。現在選択しているト
ラック（録音対象になるトラック）は、トラックボタンが赤
に点灯します。

q Mode（モード）
Step（ステップ）、Over（Overdub：オーバーダビング）、
Rplc（Replace：リプレース）、Pnch（Punch-in：パンチイ
ン）の中からレコーディングモードを選択します。リアルタ
イムレコーディングの時は、Rplc（または、Over）を選択し
ます。
リアルタイムレコーディング時（Over、Rplc、またはPnchが
選択されているとき）、“Step”の左に“AllTr”が表示され
ます。
$(AllTr)を押すと、AllTrの表示が反転して、全トラックが
レコーディングの対象になります。（現在選択されているト
ラックはW5/W7の演奏を録音し、他のトラックは外部機器の
演奏を録音することができます。）

w Measure（メジャー）
レコーディングを開始する小節を指定します。

e q（テンポ）
ソングのテンポを設定します。
* シンクロ(Sync)の設定（→91ページ）が“MIDI”の場合は
“q=ext（external：エクスターナル）”を表示し、設定でき
ないことを表します。

r Time（タイム）

ソングの拍子を設定します。（現在選択されているソングに
シーケンスデータがない場合だけ設定することができま
す。）

e e e e e e e e

e e e e e e e e
�でクオンタイズ

ヒント
曲の途中で拍子を変えたい場合は、ソングジョブのク

リエートメジャー機能を使用します。（→114ページ）

t Quantize（クオンタイズ）

ヒント
クオンタイズはすべてのデータ（コントローラーパラ

メーター、ピッチベンドデータなどを含む）をクオン

タイズします。リズムの入力などにご使用ください。ノートデー

タだけをクオンタイズしたい場合は、ソングジョブのクオンタイ

ズ機能を使用してください。（→120ページ）

演奏の音のばらつきを自動的に補正します。通常は入力した
い音符の最小単位を設定します。
“off”の場合は、シーケンサーの分解能（q=96）で録音しま
す。

y Click Beat（クリックビート）
クリック音（メトロノームの役割）の拍子を設定します。

u Click Mode（クリックモード）
クリック音を鳴らすモード（“off”=鳴らさない、“rec”=録

w
e
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音時のみ鳴らす、“p l a y”=再生／録音時に鳴らす、
“always”=常に鳴らす）を設定します。

i Click Level（クリックレベル）
クリック音の音量を設定します。

● From（フロム）（パンチイン時のみ）
レコーディングモードがパンチインの場合、パンチインポイ
ント（録音開始小節）を設定します。（パンチインの時のみ
選択可能）

● To（トゥー）（パンチイン時のみ）
レコーディングモードがパンチインの場合、パンチアウトポ
イント（録音終了小節）を設定します。（パンチインの時の
み選択可能）

【操作】
1 ソングプレイモード、またはボイスプレイモードで
rを押すと、rランプ、sランプが点
灯し、シーケンサー画面に入ります。（ボイスプレイ

モード時はvランプ消灯）

2 上記の録音設定を行った後、リアルタイムレ
コーディング（→95ページ）、またはステップレコー
ディング（→96ページ）を行います。

ヒント ソングエディット、ソングジョブ、ユーティリティ、

ディスクの各モードからは、ソングレコードモードに

入れません。また、ソングレコードモード時はソングセットアッ

プを選択できません。
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@

電源を切るとシーケンスデータは消えますが、マルチの

設定やセットアップデータは残ります。

再び電源をオンにすると、ソングネーム欄に電源を切る前に存

在していたソングのソング名が表示されます。

これはソングネームの設定が残ったものであり、シーケンス

データが残っているわけではありません。ご注意ください。

endo-yk
注意
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s→r→^、または&、*→RRealtime Recording

リアルタイムレコーディング
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8 ^, &, *のいずれかを押してリアルタイムレコー
ディングの種類（オーバーダビング／リプレース／パン
チイン）を選択します。選ばれたものはLCDディスプレ
イに反転表示されます。

* $ (AllTr)を押すと、AllTrの表示が反転して、全トラッ
クがレコーディングの対象になります。（現在選択され
ているトラックはW5/W7の演奏を録音し、他のトラック
は外部機器からの演奏を録音することができます。）

* パンチインを選択した場合は、パンチインポイントとパン
チアウトポイントを設定してください。

9　R押すと、レコーディングが始まります。鍵盤を演奏
してレコーディングしてください。レコーディングが始
まると、設定した拍子に合わせてRランプが点滅しま
す。1拍目は赤く点灯、その他の拍は緑色に点灯します。

* すでに他のトラックにデータがある場合は、そのトラック
データのキーオンのタイミングで、トラックボタンとマ
ルチ画面のカテゴリー表示が点滅します。

* 録音を開始するとカーソルは自動的にq（テンポ）に移動
します。

* 録音が始まる小節の前に2小節のカウントが鳴ります（カ
ウントイン）。このとき“Meas”は録音開始までマイナ
ス表示（-2～0）されます。カウントが-2～0の間に録音さ
れたデータはトラックの先頭のタイミングに録音されま
す。

* パンチインの場合は、パンチインポイントまでは通常の再
生が行われ、パンチインポイントからパンチアウトポイ
ントまでのデータは書き替えられます。（元のデータは
消去されます。）パンチアウトポイントで録音は終了し
ますが、その後にデータがある場合は再生を続けます。

*Rを押してレコーディングを始めると、Quantize表示
は消えます。

10tを押して、録音をストップします。

ヒント
ソングエディット（→98ページ）やソングジョブ（→

104ページ）を使えば、録音後にミスタッチを修正した

り、削除したり、演奏タイミングを揃えたり、ソングデータを編

集することができます。

● リアルタイムレコーディングの手順の詳細は42
ページをご参照ください。

@
電源を切るとシーケンスデータは消えてしまいます。大

切なシーケンスデータは、マルチ画面の設定と一緒にフ

ロッピーディスクにセーブ（保存）することをこころがけま

しょう。（→181ページ）

ソ
ン
グ
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デ
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リアルタイムレコーディングは、マルチトラックレコーダー
に録音するように、実際に演奏しながら録音します。リアル
タイムレコーディングは、オーバーダビング、リプレース、
またはパンチインの3種類があります。

【解説】
● Over（Overdub：オーバーダビング）…^
すでに録音されているトラック（データ）に重ねて録音しま
す。
たとえば、最初に右手の演奏を録音して、その後で左手の演
奏を録音する場合などに使用します。

● Rplc（Replace：リプレース）…&
すでに録音されているデータを、小節単位で消しながら（置
き換えながら）、新たに録音します。

● Pnch（Punch-in：パンチイン）…*
指定されたパンチインポイントからパンチアウトポイントま
でをリプレース録音します。

【操作】
1 シーケンサー（Seq）画面で、“SONG”にカーソルを移

動し、録音したいソングナンバーを選択します。

2 !を押してマルチ（Mlt）画面を表示させ、マルチ
（Mlt）画面の設定（使用したいボイスの選択など）を行
います。

3 rを押して録音待機状態に入ります。LCDディス
プレイにはレコーディング（シーケンサー）画面が表示
されます。

4 “Time”にカーソルを移動し、録音する拍子を設定しま
す。（→93ページ：すでに録音済みのデータがある場合
は、その時に設定された値になります。）

5 テンポ、クリック音などソングレコーディング（→93
ページ）の設定を行います。

6　“Meas”にカーソルを移動し、ID（または、シャ
トルダイアル、ジョグダイアル、テンキー+E）で、
録音を開始したい小節ナンバーを設定します。

7 トラックボタン¡～flを押して、録音するトラックを選
択します。

endo-yk
注意
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s→r→%→R　Step Recording

ステップレコーディング
● ゲートタイム
音符を設定する前に(+!～#を押して入力する音符
の長さを設定します。選ばれたものはLCDディスプレイに反
転表示されます。

ノーマル＝90%
スタッカート＝50%
スラー＝99%

● ノート
入力するノートを設定します。

・↓カーソルの移動にはジョグダイアル, シャトルダイアル,
,, .を使用します。

・鍵盤表示のスクロールには!, @を使用します。
・バックデリート（入力した音符を削除しながら戻る）には
* (BDEL)を使用します。

・デリート（↓カーソルがある音符を削除する）には
(+* (DEL)を使用します。

【操作】
1 シーケンサー（Seq）画面で、“SONG”にカーソルを移

動し、録音したいソングナンバーを選択します。

2 !を押してマルチ（Mlt）画面を表示させ、マルチ
（Mlt）画面の設定（使用したいボイスの選択など）を行
います。

3 rを押して録音待機状態に入ります。LCDディス
プレイにはレコーディング（シーケンサー）画面が表示
されます。

4 “Time”にカーソルを移動し、録音する拍子を設定しま
す。（→93ページ：すでに録音済みのデータがある場合
は、その時に設定された値になります。）

5 “Meas”にカーソルを移動し、ID（または、シャ
トルダイアル、ジョグダイアル、テンキー+E）で、
録音を開始したい小節ナンバーを設定します。

6 トラックボタン¡～flを押して、録音するトラックを選
択します。

7 %を押してステップレコーディングモードに入ります。
LCDディスプレイにはステップレコーディングの画面が
表示されます。

8 Rを押すと、Rランプが緑色に点灯し、LCDディス
プレイには、ステップレコーディングの画面が表示され
ます。

この画面で中心になるのが、次のようなビートグラフで
す。
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▲(を押した場合の画面

ステップレコーディングは、演奏（音符の長さ、音程、鍵盤
を弾く強さ）を1音1音プログラムしていきます。

【設定値】
● 音符、休符、タイ

・REST, 全音符, 2分音符, 4分音符, 8分音符, 16分音符, 32

分音符, 8分3連, 16分3連, 付点, TIE

（0～ª, -, &で入力）

● ベロシティ

・p（ピアノ）, mf（メゾフォルテ）, f（フォルテ）, kbd

（キーボード）

（# (p), $ (mf), % (f), ^ (kbd)で入力）

● ゲートタイム

・Norm（ノーマル）、Stac（スタッカート）、slur（ス

ラー）

（(+!～#で入力）

● ノート

・C-2～G8

（鍵盤、または外部機器で入力）

【解説】
● 音符、休符、タイ
ステップレコーディングで入力する音符を設定します。&
を押すと音符の長さが倍になります。

● ベロシティ
#～^を押して入力する音符の強さを設定します。選ば
れたベロシティ（p, mf, f, kbdのいずれか）はLCDディスプレ
イに反転表示されます。
ベロシティ値……p＝56、mf＝88、f＝120、kbd＝キーボード
で実際に入力する値
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 タイの入力
タイは、同じ音階の音符を2つ以上つなげて入力しま
す。たとえば、4分音符と8分音符をつなげる場合は、8
分音符（基本になる音符）を入力し2回タイを入力しま
す。テンキー1～8を押して、基本になる音符の長
さを設定します。鍵盤を押さえて音符（音階）を入力
した後、つなげる回数分-(TIE)を押します。

 スタッカート、スラーの入力
ゲートタイム（実際に音が鳴っている長さ）を設定し
ます。(+!（Norm：ノーマル）、(+@
（Stac：スタッカート）、( +#（Slur：ス
ラー）を押して、ゲートタイムを選択した後、鍵盤を
押さえて音符（音階）を入力します。

 休符の入力
テンキー1～8を押して、休符の長さを設定した後
0(REST)を押すと、休符が入力されます。

 音符のデリート（削除）
音符のデリートには、バックデリートとデリートの2つ
の方法があります。バックデリート“BDEL”は、*
を押して、直前に入力した音符を、1ステップ戻りなが
ら削除します。デリート“DEL”は、(+*を押
して、現在↓カーソルがある位置の音符を削除します。
いずれの場合も和音の場合は、すべてを削除します。

 鍵盤イラストのスクロール
↓カーソルの位置に音符がある場合は、その音を再生
する（鳴らす）と同時に、その音符（音階）を鍵盤イラ
ストに表示します。音符の位置が見つからない場合は、
[＋]マーク（C3：固定）を目安に、!@“<-Key-
>”を押して鍵盤イラストを左右にスクロールしてくだ
さい。

10 9の操作を繰り返して、ソングを完成させます。

11 tを押して、録音をストップします。

このビートグラフで、1個の「－」（または＋）は、32分
音符の長さを示します。したがって、8個の「－」で4分
音符の長さ、32個の「－」で全音符の長さとなります。
（4/4拍子のときは、32個の「－」で1小節になります）
設定された拍子に従って、Rを押したあとの画面が異
なります。

1小節目の2つ目の画面

1小節目の1つ目の画面

例1 .... 5/4の場合

例2....... 3/4の場合

9 入力したい音符の長さ・ベロシティを設定して、鍵盤で
音符を入力します。（↓カーソルが入力した音符の長さ
分だけ、自動的に進みます。）

 音符の入力
音符表示のあるテンキー1～8を押して、音符の長
さを設定します（音符イラスト参照）。設定した音符
の長さはLCDディスプレイ右下に表示されます（音
符、または数値（最大996クロック）で表示）。&を
押して、現在設定している音符の長さを変更すること
もできます。
音符の長さを設定した後、鍵盤を押さえて音符（音
階）を入力します。
* 付点音符を入力する場合は、基本になる音符（符点4

分音符の場合は4分音符）を入力した後、テンキー
9を押します。複付点音符を入力する場合は、基本
になる音符を入力した後、テンキー9を2回押しま
す。

* 和音を入力する場合は、複数の鍵盤を同時に押さえま
す。また、すでに音符がある位置に音を重ねて入力
することもできます。

ヒント
ソングエディット（→98ページ）やソングジョブ（→

104ページ）を使えば、録音後にデータを修正したり、

削除したり、ソングデータを編集することができます。

● ステップレコーディングの手順の詳細は48
ページをご参照ください。

@
電源を切るとシーケンスデータは消えてしまいます。

大切なシーケンスデータは、マルチ画面の設定と一緒

にフロッピーディスクにセーブ（保存）することをこころがけ

ましょう。（→181ページ）

ソ
ン
グ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

endo-yk
注意
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SONG EDIT（ソングエディット）

ソングエディットモードでは、リアルタイムレコーディングやステップレコーディングで録音
した曲を、イベント単位でエディット（編集）することができます。

●シーケンストラックの場合、イベントデータをインサートするIns（Insert：インサート）、イベント
データをエディットするChang（Change：チェンジ）、グラフィックで表示し、カーソル位置のデータ
をデリートすることができるGrph（Graphic：グラフィック）の中からエディットの種類を選択します。

●テンポトラックの場合、Ins（Insert：インサート）、Chang（Change：チェンジ）の中からエディット
の種類を選択します。

s→e→!(Seq)→$(Ins)Insert (Sequence Track)

インサート（シーケンストラッ
ク）

▲(を押した場合の画面
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● Note（ノート）……(+!
ノートデータ（ノート、ゲートタイム、ベロシティを設定）
をインサートし、演奏データに1音追加します。

【設定値】
● Note

・Note……C-2～G8 (0～127)

・Gate……00-01～99-95

・Vel……1～127

● PC

・Bank MSB……***（オフ、または無し）, 0～127

・Bank LSB……***（オフ、または無し）, 0～127

・Num……1～128

● PB

・Value……-8192～8191

● Ctrl

・Control……1～31, 33～122, 124～127

・Value……0～127

● AT

・Note……Ch, C-2～G8 (0～127)

・Value……0～127

● EX

・Type……00～7F（16進数）、（0～127（10進数））

【解説】
ソングデータの任意の位置にイベントデータをインサート
（挿入）します。インサートできるイベントデータは次のと
おりです。

Vel（Velocity：ベロシティ）

拍（1～
16）

小 節 （ 1 ～
999）

クロック（0～95）

ノートの位置にカーソルがある場合、$ (Ins)を押し

ながら任意のキー（鍵盤）を押すと、簡単にノートを

入力することができます。

q g

N o t e （ノー
ト）

インサートする位置

● PC（Program Change：プログラムチェンジ）
……(+@

プログラムチェンジデータ（バンクMSB、バンクLSB、ナン
バーを設定）をインサートし、演奏データの途中でボイスを
変更します。

B a n k  M S B（バンク
MSB）
……***（なし）, 0～127

B a n k  L S B（バンク
LSB）
……***（なし）, 0～
127

Num（Number：ナンバー）
……1～128

インサートする位置

Gate（Gate Time：ゲートタイム）
……00-01～99-95
（拍-クロック）
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● EX（System Exclusive：システムエクスクルーシブ）
……(+^

演奏データにシステムエクスクルーシブデータ（スタート／
ストップなど：タイプを設定）をインサートします。
“F0”と“F7”の間にデータを追加する場合は、&(INS)を
押してください。また、*(DEL)を押すとそのバイトを削
除することができます。入力は10進数で行いますが、カーソ
ル位置のバイトは16進数で表示されます。
LCDディスプレイにバイトの列が表示しきれなくなると、
“←”“→”が表示され、カーソルキーで画面が左右にスク
ロールできることを表します。
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*W5/W7のGMボイスは「バンクMSB=0、バンクLSB=0」＋
ボイスナンバーで、プリセットボイスは「バンクMSB=1、
バンクLSB=0」＋ボイスナンバーで選択できます。

● PB（Pitch Bend ：ピッチベンド）……(+#
ピッチベンドデータ（バリューを設定）をインサートし、演
奏データの1音にピッチベンド効果を付け加えます。

● Ctrl（Control Change：コントロールチェンジ）
……(+$

演奏データにさまざまなコントロールチェンジデータ（モ
ジュレーションホイール、ブレスコントローラー、フットコ
ントローラーなどを制御するデータ）をインサートします。

● AT（After Touch：アフタータッチ）……(+%
アフタータッチデータ（鍵盤を押さえた後に、さらに強く鍵
盤を押さえたというデータ：ノート、バリューを設定）をイ
ンサートし、演奏データの1音のアフタータッチを変更しま
す。

Value（バリュー）……-8192～
8191

インサートする位置

V a l u e （ バ
リュー）
……0～127

Control（コントロール）
……1～31, 33～122, 124～127

インサートする位置

Note（ノート）……
Ch, C-2～G8 (0～127)

Value（バリュー）……0～
127

インサートする位置

* コントロールチェンジデータに関しては、別冊リストブッ
クの「MIDIデータフォーマット」ご参照ください。

Type……00～7F（16進
数） Type……0～127（10進

数）

インサートする位置

を変更して「GM on」のデータを完成します。
* システムエクスクルーシブデータに関しては、別冊リスト
ブックの「MIDIデータフォーマット」をご参照ください。

たとえば、「GM on（F0 - 126 (7E) - 127 (7F) - 9 (09) - 1 (01) -
F7）」というエクスクルーシブデータをインサートします。
“F0”と“F7”の間に4つのデータがあるので、まず、&
(INS)を押して4つの「00」を用意します。そして「00」の値

ソ
ン
グ
エ
デ
ィ
ッ
ト
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【操作】
1 エディットしたいソングを選択した後、eを押してソ

ングエディットモードに入ります。

2 トラックボタン¡～flを押して、エディットしたいト
ラックを選択します。（データのあるトラックボタンは
緑に点灯、選択しているトラックは赤く点灯）

3 !(Seq)を押してシーケンスを選択した後、$(Ins)を
押して、インサートモードに入ります。

4 パラメーターの行の左端にカーソルを移動して、イン
サートするクロック位置を入力します。

5 (+!～^を押して、インサートするイベントを
選択します。
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6 パラメーター値にカーソルを移動して、インサートする
イベントの各パラメーターを設定します。

7 Eを押して、イベントのインサートを実行します。

s→e→!(Seq)→%(Chng)Change (Sequence Track)

チェンジ（シーケンストラッ
ク） 1
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【解説】
シーケンサーに記録されているイベントデータ（クロック位
置や各種パラメーター値）のチェンジ（変更）を行います。
チェンジできるイベントデータは下記のとおりです。

● Note（ノート）
ノートデータ（ノート、ゲートタイム、ベロシティ）をチェ
ンジします。

Change (Sequence Track)

チェンジ（シーケンストラッ
ク）

ヒント
ソングエディットで拍子を変更することはできませ

ん。曲の途中で拍子を変えたい場合などは、ソング

ジョブのクリエートメジャー機能を使用してください。（→114

ページ）

ヒント
トラックボタン¡～flを押してトラックを変更する

と、自動的にチェンジ画面に移ります。

@
インサート画面では、@(Tempo)を押して直接イン

サート（テンポ）トラックに移ることができません。

@を押すとテンポトラックのチェンジ画面に移動します。

【設定値】
● Note

・Note……C-2～G8 (0～127)

・Gate……00-01～99-95

・Vel……1～127

● PC

・Bank MSB……***（オフ、または無し）, 0～127

・Bank LSB……***（オフ、または無し）, 0～127

・Num……1～128

● PB

・Value……-8192～8191

● Ctrl

・Control……1～31, 33～122, 124～127

・Value……0～127

● AT

・Note……Ch, C-2～G8 (0～127)

・Value……0～127

● Ex

・Type……00～7F（16進数）、（0～127（10進数））

ゲートタイムの後には、目安として音符が表示されます。こ
れは実際の音符の長さを越えない範囲で、最も近い音符が表
示されます。

ヒント
ノートの位置にカーソルがある場合、% (Chg)を押し

ながら、任意のキー（鍵盤）を押すと、簡単にノート

を変更することができます。

拍（1～
16）

小 節 （ 1 ～
999）

クロック（0～95）

Note（ノート）……C-2～
G8

Ve l（Ve l o c i t y：ベロシ
ティ）
……1～127

チェンジするイベントの位置 Gate（Gate Time：ゲートタイ
ム）
……00-01～99-95（拍-クロック）

endo-yk
注意
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● Ex（System Exclusive：システムエクスクルーシブ）
システムエクスクルーシブデータ（タイプ）をチェンジしま
す。
“F0”と“F7”の間にバイト（16進数）を挿入する場合は、
&(INS)を押してください。また、*(DEL)を押すとその
バイトを削除することができます。LCDディスプレイにバイ
トの列が表示しきれなくなると、“←”“→”が表示され、
カーソルキーで画面が左右にスクロールできることを表しま
す。

● PC（Program Change：プログラムチェンジ）
プログラムチェンジデータ（バンクMSB、バンクLSB、ナン
バー）をチェンジします。

Num（Number：ナンバー）……1～128

Bank LSB（バンクLSB）……***（なし）, 0～127

Bank MSB（バンクMSB）……***（なし）, 0～127

* システムエクスクルーシブデータに関しては、別冊リスト
ブックの「MIDIデータフォーマット」をご参照ください。

【操作】
1 エディットしたいソングを選択した後、eを押してソ

ングエディットモードに入ります。

2 トラックボタン¡～flを押して、エディットしたいト
ラックを選択します。（データのあるトラックボタンは
緑に点灯、選択しているトラックは赤く点灯）

3 ! (Seq )を押してシーケンサーを選択した後、%
(Chng)を押して、チェンジ画面に入ります。（エディット
モードに入ったときは、チェンジ画面が自動的に選択さ
れています。）

4 チェンジしたいイベントのある位置まで、カーソルキー
やシャトルダイアルでカーソルを移動し、チェンジする
パラメーターを選択します。

5 ID （または、ジョグダイアル、テンキー＋
E）でチェンジするパラメーター値を設定します。

6 Eを押して、イベントのチェンジを実行します。

Type……00～7F（16進
数）

Type……0～127（10進
数）

● PB（Pitch Bend ：ピッチベンド）
ピッチベンドデータ（バリュー）をチェンジします。

Va lue（バリュー）……-8192～
8191

● Ctrl（Control Change：コントロールチェンジ）
コントロールチェンジデータ（コントロールナンバー、バ
リュー）をチェンジします。

Control（コントロール）
……
1～31, 33～122, 124～127

Value（バリュー）……0～127

* コントロールチェンジデータに関しては、別冊リストブック
の「MIDIデータフォーマット」をご参照ください。

● AT（After Touch：アフタータッチ）
アフタータッチデータ（ノート、バリュー）をチェンジしま
す。

Value（バリュー）……0～
127

Note（ノート）……Ch, C-2～G8 (0～
127)

チェンジするイベントの位置

チェンジするイベントの位置

チェンジするイベントの位置

チェンジするイベントの位置

チェンジするイベントの位置

ソ
ン
グ
エ
デ
ィ
ッ
ト

ヒント
* (DEL)を押すと、現在選ばれているイベントが削

除されます。

ヒント
Cを押してボタンを点灯させれば、ジョグ

ダイアルで素早くカーソルを移動することができます。

ヒント
各イベントのクロック位置（小節、拍、クロック）を

変更すると、イベントの位置が自動的に移動します。
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s→e→!(Seq)→^(Grph)Graphic (Sequence Track)

グラフィック（シーケンストラッ
ク）

【解説】
ノートイベントのグラフィック表示を行います。和音やリズ
ムを確認するのに便利なモードです。また、↓カーソルがあ
る位置のノートイベントの削除も行えます。

【操作】
1 エディットしたいソングを選択した後、eを押してソ

ングエディットモードに入ります。

2 トラックボタン¡～flを押して、エディットしたいト
ラックを選択します。（データのあるトラックボタンは
緑に点灯、選択しているトラックは赤く点灯）

3 !(Seq)を押してシーケンサーを選択した後、^(Grph)
を押して、グラフィック画面に入ります。

4 データを見たい位置に↓カーソルを移動します。カーソ
ルキー>,.で↓カーソルを進めることができ、カーソ
ルキー<,,で戻すことができます。また、ジョグダイ
アル、シャトルダイアルでも↓カーソルを進めたり、戻
したりすることができます。
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* データの位置（音階）が鍵盤イラストに見つからない場
合 は、[＋]マーク（C3：固定）を目安に、(+!,
(+@で鍵盤イラストを左右にスクロールしてくだ
さい。

5 ノートイベントをデリートする場合は、↓カーソルをデ
リートしたいポイントの上に置いて* (DEL)を押してく
ださい。和音の場合はまとめてデリートされます。

▲(を押した場合の画面
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s→e→@(Tempo)→%(Chng)

s→e→@(Tempo)→$(Ins)Insert (Tempo Track)

インサート（テンポトラッ
ク） 1
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Change (Tempo Track)

チェンジ（テンポトラック）

【設定値】
● Tempo：30～250

【解説】
「テンポ変更データ」を、テンポトラックの任意のクロック
位置にインサートします。「テンポ変更データ」をインサー
トすることにより、曲の途中でテンポを変更することができ
ます。
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【設定値】
● Tempo：30～250

【解説】
「テンポ変更データ」のテンポ値をチェンジ（変更）しま
す。

【操作】
1 エディットしたいソングを選択した後、eを押してソ

ングエディットモードに入ります。

2 @(Tempo)を押してテンポトラックを選択した後、$
(Ins)を押して、テンポトラックのインサート画面に入り
ます。

3 パラメーターの行の左端にカーソルを移動して、テンポ
変更データをインサートするクロック位置を入力しま
す。このとき、クロックの移動に合わせてLCDディスプ
レイ上段の↓カーソルが移動します。

4 パラメーターの行の右端にカーソルを移動して、テンポ
値を入力します。

5 Eを押して、テンポ変更データのインサートを実行
します。

【操作】
1 エディットしたいソングを選択した後、eを押してソ

ングエディットモードに入ります。

2 @(Tempo)を押してテンポトラックを選択した後、%
(Chng)を押して、テンポトラックのチェンジ画面に入り
ます。

3 カーソルでクロック位置を移動して、テンポ値をチェン
ジしたいテンポ変更データを選択します。

4 ID （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）でテンポ値をチェンジします。

* クロック位置を変更することで、テンポ変更データの位
置を変更（移動）することができます。

5 Eを押して、テンポ変更データのチェンジを実行し
ます。

*(DEL)を押すと、現在選ばれているテンポ変更デー

タが削除されます。
ヒント

テンポトラックはソングに1つです。トラックごとに設

定することはできません。
ヒント

ソ
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SONG EDIT

ソングジョブモードでは、ソング／トラックデータをコピー、クリアしたり、小節ごとにクリ
エート、デリートしたり、演奏データをまとめて変更したり、さまざまな編集作業が行えます。

ソングデータに対するジョブを、メニュー画面“Job1～3”の中から選択します。

SONG JOB（ソングジョブ）
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▲(を押した場合の画面

・ Copy Measure（コピーメジャー）……選択したト
ラックの、任意の小節の演奏データを他の小節にコ
ピーします。→112ページ

・ Erase Measure（イレースメジャー）……選択した
トラックの、任意の小節の演奏データをすべてイ
レース（消去）します。→113ページ

・ Create Measure（クリエートメジャー）……全ト
ラックに新たに（空白の）小節を挿入します。→114
ページ

・ Delete Measure（デリートメジャー）……全トラッ
ク同時に、任意の小節をすべてデリート（削除）し
ます。→115ページ

・ Insert Measure（インサートメジャー）……全ト
ラック同時に、任意の小節の演奏データを他の小節
にインサート（挿入）します。→116ページ

・ Thin Out（シンアウト）……選択したトラックの演
奏データから、任意のイベントデータを間引きしま
す。→117ページ

・ Extract（エクストラクト）……選択したトラックの
演奏データから、任意のイベントデータを別のト
ラックに取り出します。→118ページ

・ Chord Sort（コードソート）……選択したトラック
の演奏データ中の和音を、音程の高低順に並べ替え
ます。→119ページ

▲(を押した場合の画面

・ Copy Song（コピーソング）……ソングデータを他
のソングナンバーにコピーします。→106ページ

・ Append Song（アペンドソング）……2つのソング
を接続します。→107ページ

・ Clear Song（クリアソング）……ソングデータをす
べてクリア（消去）します。→108ページ

・ Copy Track（コピートラック）……ソングのトラッ
クデータを他のソングにコピーします。→109ペー
ジ

・ Clear Track（クリアトラック）……トラックデータ
をすべてクリア（消去）します。→110ページ

・ Mix Track（ミックストラック）……あるトラックの
データを他のトラックの同じ位置にミックスしま
す。→111ページ

■ Job2（ジョブ2）
1つのソング／トラックに対して小節単位で実行するジョブの
グループです。

■ Job1（ジョブ1）
ソングやトラックに関するジョブのグループです。
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■ Job3（ジョブ3）
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▲(を押した場合の画面

ソングのイベントをまとめて変更するジョブのグループで
す。
・ Quantize（クオンタイズ）……小節単位で演奏デー

タのばらつきを揃えます。→120ページ
・ Move Clock（ムーブクロック）……選択したトラッ

クの任意の小節の演奏データ位置をクロック単位で
移動します。→121ページ

1. ソングジョブを実行した後、(＋&を押しま
す。LCDディスプレイに下の画面が表示されます。

2.Eを押すとアンドゥーが実行されます。)を
押すとアンドゥーがキャンセルされます。

3.アンドゥーを実行するとLCDディスプレイの UNDO が
REDO に変わります。Eを押すとリドゥーが実

行されます。)を押すとリドゥーがキャンセルさ
れます。

●  アンドゥー／リドゥー操作

直前に行ったソングジョブの操作をアンドゥーして（取り消して）、操作する前の状態に戻すことができます。
また、アンドゥーを取り消してリドゥー（再実行）することもできます。

s→j→&アンドゥー／リドゥー（UNDO/REDO）につ
いて

ジョブには、全トラックに実行されるもの（“Execute all
tracks !!”を表示）と、複数のトラックを選択できるもの
（“Select Tracks !!”を表示）、一つしか選択できないものの
3種類があります。

● ジョブ画面への入り方

1 jを押してソングジョブモードに入ります。

2　@～$を押して、JOB1～3の中からジョブのグループ
を選択します。

3　カーソルを移動し、Eを押してジョブ画面を選択し
ます。または、(+!～*を押してジョブ画面を
選択します。

ヒント
ジョブ画面で(を押すと、LCDディスプレイ下段

!～*に同じグループのジョブが割り当てられま

す。(+!～*で同じグループ内のジョブ画面に移動で

きます。
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・ Modify GateTime（モディファイゲートタイム）

……選択したトラックの演奏データのゲートタイム
を小節単位でモディファイ（変更）します。→122
ページ

・ Modify Velocity（モディファイベロシティ）……選
択したトラックの演奏データのベロシティを小節単
位でモディファイ（変更）します。→123ページ

・ Transpose（トランスポーズ）……選択したトラッ
クの演奏データを小節単位でトランスポーズ（移
調）します。→124ページ

・ Shift Note（シフトノート）……選択したトラックの
演奏データの中で、任意の小節の任意の音程をシフ
ト（変更）します。→125ページ

・ Crescendo（クレッシェンド）……選択したトラッ
クの演奏データのベロシティを段階的に変化させま
す。→126ページ

ソ
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s→j→@→(+!Song Job1 : Copy Song

コピーソング
4 カーソルを“Src Song”に移動し、コピー元のソングを選

択します。

5 カーソルを“Dst Song”に移動し、コピー先のソングを選
択します。

6 Eを押してコピーソングを実行します。
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Src Song：01～16

● Dst Song：01～16

【解説】
ソング単位のコピーを行います。

●  Src Song （Source Song：ソースソング）
コピー元のソングを選択します。

●  Dst Song （Destination Song：デスティネイションソング）
コピー先のソングを選択します。

【操作】
1 jを押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+!(CpyS)を押してコピーソング画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Copy Song”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

カーソルを“Dst Song”に移動すると、現在選ばれて

いるコピー先のソングのデータの有無が、トラックボ

タン¡～flのランプで確認できます。

ヒント

ヒント メモリーがいっぱいの状態でコピーソングを実行する

と、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メモ

リーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソング

データなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント “Src Song”と“Dst Song”に同じソングナンバーを

選択してコピーソングを実行すると、LCDディスプレ

イに“Illegal data!”（不当なデータ）が表示されます。異なる

ソングナンバーを選択して、もう一度実行してください。

ヒント ソングボイスだけをソング間でコピーしたい場合は、

ユーティリティのMemory（→192ページ）機能を使用

します。
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s→j→@→(+@Song Job1 : Append Song

アペンドソング
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【操作】
1 jを押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+@(Apend)を押してアペンドソング画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Append Song”まで移動
し、Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“Src Song”に移動し、接続元のソングを選択
します。

5 カーソルを“Dst Song”に移動し、接続先のソングを選択
します。

6 カーソルを“Measure”に移動し、接続する小節数を選択
します。

7 Eを押してアペンドソングを実行します。

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Src Song：01～16

● Dst Song：01～16

● Measure：001～999

【解説】
2つのソングを接続します。
・ 接続元の拍子データはコピーされますが、マルチの
データやボイスデータはコピーされません。

・テンポやセットアップパラメーターは接続先のソングデー
タが有効になります。

ヒント

ヒント

カーソルを“Src Song”または“Dst Song”に移動す

ると、現在選ばれているソングのデータの有無が、ト

ラックボタン¡～flのランプで確認できます。

メモリーがいっぱいの状態でアペンドソングを実行す

ると、LCDディスプレイに“Song memory full!”が表

示されます。このような場合は、不要なソングデータなどを削

除して、もう一度実行してください。

ヒント “Src Song”と“Dst Song”に同じソングナンバーを

選択してアペンドソングを実行すると、LCDディスプ

レイに“Illegal data!”が表示されます。異なるソングナンバー

を選択して、もう一度実行してください。

ヒント “Src Song”にデータがない場合は、LCDディスプレ

イに“Data empty!”が表示されます。この場合、アペ

ンドソングは実行できません。

● Src Song （Source Song：ソースソング）
接続元のソングを選択します。（このソングはアペンドソン
グを実行しても何も変化しません。）

● Dst Song （Destination Song：デスティネイションソング）
接続先のソングを選択します。（このソングの後ろにSource
Songのデータが加えられます。）

● Measure （メジャー）
接続先のソングの何小節目に接続元のソングを接続するかを
指定します。（接続先の指定した小節以降にあるデータは消
去されます）

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

a b c d e f g h

A B C D E F G Ha b c d

ソ
ン
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Src Song : Song1

Dst Song : Song2

Dst Song

Measure : 5小節に指定する
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s→j→@→(+#Song Job1 : Clear Song

クリアソング
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【操作】
1 jを押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+#(ClrS)を押してクリアソング画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Clear Song”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 クリアするソングを選択します。

5 Eを押してクリアソングを実行します。

現在選ばれているソングのデータの有無が、トラック

ボタン¡～flのランプで確認できます。
ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Clr Song：01～16

【解説】
指定したソングのデータをすべてクリア（消去）します。
（マルチ画面の設定も含む）

● Clr Song （Clear Song：クリアソング）
クリアするソングを選択します。 ヒント 演奏データだけをクリアしたい場合はクリアトラック

（→110ページ）を行ってください。
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s→j→@→(+$Song Job1 : Copy Track

コピートラック

【操作】
1 jを押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+$(CpyT)を押してコピートラック画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Copy Track”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“Src Song”に移動し、コピー元のソングを選
択します。

5 トラックボタン¡～flを押して、コピー元のトラックを
選択します。選択されたトラックキーは赤く点灯しま
す。（複数選択可）

6 カーソルを“Dst Song”に移動し、コピー先のソングを選
択します。

7 カーソルを“Copy with Tempo Tr”に移動し、テンポト
ラックをコピーするかどうかを設定します。（yes=コピー
する、no=コピーしない）

8 Eを押してコピートラックを実行します。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● ソーストラック：1～16（複数選択可）

● Src Song：01～16

● Dst Song：01～16

● Copy with Tempo Tr：yes, no

【解説】
あるソングのトラックの演奏データを、別のソングにコピー
します。（マルチ、拍子データはコピーされません。）

カーソルを“Src Song”または“Dst Song”に移動す

ると、現在選ばれているソングのデータの有無が、ト

ラックボタン¡～flのランプで確認できます。

ヒント

ヒントg メモリーがいっぱいの状態でコピートラックを実行す

ると、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メ

モリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソン

グデータなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒントg “Src Song”と“Dst Song”に同じソングナンバーを

選択してコピートラックを実行すると、LCDディスプ

レイに“Illegal data!”（不当なデータ）が表示されます。異な

るソングナンバーを選択して、もう一度実行してください。
● ソーストラック
コピー元のトラックを選択します。（複数選択可）

● Src Song （Source Song：ソースソング）
コピー元のトラックが記録されているソングを選択します。

● Dst Song （Destination Song：デスティネイションソング）
コピー先のソングを選択します。

● Copy with Tempo Tr（Copy with Tempo Track：テンポトラッ
ク）

テンポトラックをコピーするかどうかを設定します。

Src Song : Song1 Track1

Track 2を
コピーする

Track2

Track3

Dst Song : Song2 Track1

Track2

Track3

Dst Song : Song2 Track1

Track2

Track3

ソ
ン
グ
ジ
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ブ

A

B

C

D

E

F

D

F

B
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→@→(+%Song Job1 : Clear Track

クリアトラック

【操作】
1 クリアトラックを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+%(ClrT)を押してクリアトラック画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Clear Track”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、クリアするトラックを
選択します。選択されたトラックボタンは赤く点灯しま
す。（複数選択可）

5 “Clear with Tempo Tr”で、テンポトラックをクリアする
かどうかを設定します。（yes=クリアする、no=クリアし
ない）

6 Eを押してクリアトラックを実行します。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

全トラックをクリアしてもマルチ、セットアップパラ

メーター、ネームはクリアされません。すべてをクリ

アしたい場合は、クリアソング（→108ページ）を実行します。

ヒント

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Clear with Tempo Tr：yes, no

【解説】
指定したトラックの演奏データをクリア（消去）します。

● トラック
クリアするトラックを選択します。

● Clear with Tempo Tr（Clear with Tempo Track：テンポトラッ
ク）

テンポトラックをクリアするかどうかを設定します。

▲(を押した場合の画面
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SO
NG

s→j→@→(+^Song Job1 : Mix Track

ミックストラック

【操作】
1 ミックストラックを実行したいソングを選択した後、
jを押してソングジョブモードに入ります。

2 @を押してJob1グループを選択します。

3 (+^(Mix)を押してミックストラック画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Mix Track”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“Src Track”に移動し、ID（または、
ジョグダイアル、テンキー+E）を押して、ミックス
するトラックを一つ選択します。

5 カーソルを“Dst.Track”に移動し、ID（または、
ジョグダイアル、テンキー+E）を押して、ミックス
先のトラックを選択します。

6 Eを押してミックストラックを実行します。
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【設定値】
● Src Track：1～16（一つのみ選択可）

● Dst Track：1～16

【解説】
あるトラックの演奏データを別のトラックの同じ位置にミッ
クスします。

▲(を押した場合の画面

メモリーがいっぱいの状態でミックストラックを実行

すると、LCDディスプレイに“Song memory full!”

（メモリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソ

ングデータなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント

ヒント “Src Track”と“Dst Track”に同じトラックナンバー

を選択してミックストラックを実行すると、LCDディ

スプレイに“Illegal data!”（不当なデータ）が表示されます。

異なるトラックナンバーを選択して、もう一度実行してくださ

い。

ヒントg “Src Track”にデータがない場合は、LCDディスプレ

イに“Data empty!”（データがありません）が表示さ

れます。この場合、ミックストラックは実行できません。

● Src Track （Source Track：ソーストラック）
ミックスするトラックを一つ選択します。

● Dst Track （Destination Track：デスティネイショントラッ
ク）

ミックス先のトラックを選択します。

Src. Track : Track1

Dst Track : Track2

Dst Track

ソ
ン
グ
ジ
ョ
ブ
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→#→(+!Song Job2 : Copy Measure

コピーメジャー

【操作】
1 コピーメジャーを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+!(Copy)を押してコピーメジャー画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Copy Measure”まで移動
し、Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、小節をコピーするト
ラックを選択します。選択されたトラックボタンは赤く
点灯します。

5 カーソルを“Src Meas”に移動し、コピー元の小節範囲
（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を設定
します。

6 カーソルを“Dst Meas”に移動し、コピー先の、コピーを
開始する小節（ナンバー）を設定します。

7 カーソルを“Time”に移動し、コピーを繰り返す回数を
設定します。

8 カーソルを“Copy with Tempo Tr”に移動し、テンポト
ラックをコピーするかどうかを設定します。（yes=コピー
する、no=コピーしない）

9 Eを押してコピーメジャーを実行します。
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メモリーがいっぱいの状態でコピーメジャーを実行す

ると、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メ

モリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソング

データなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Src Meas：001～999

● Dst Meas：001～999

● Time：1～99

● Copy with Tempo Tr：yes, no

【解説】
選択したトラックの、任意の小節の演奏データを、他の小節
にコピーします。（拍子データはコピーされません）

設定したコピー元の小節範囲にデータがない場合にコ

ピーメジャーを実行すると、LCDディスプレイに

“Data empty!”（データがありません）が表示されます。この

場合、コピーメジャーは実行できません。

ヒント

● トラック
コピーメジャーを行うトラックを選択します。

● Src Meas （Source Measure：ソースメジャー）
コピー元の小節範囲（小節ナンバー）を選択します。（始め
の小節～終りの小節）

● Dst Meas
（Destination Measure：デスティネイションメジャー）

コピー先の、コピーを開始する小節ナンバーを選択します。
（始めの小節）

● Times （タイム）
コピー元の小節を何回繰り返してコピーするかを設定しま
す。

● Copy with Tempo Tr （Copy with Tempo Track：テンポトラッ
ク）

テンポトラックをコピーするかどうかを設定します。

トラック : 1

Src Meas : 3-4

Dest Meas :
7小節

Time : 2回 K LA B E FC D C D C D

1 2 3 4 5 6 7 8

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

9 10 11 12

K LI J
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s→j→#→(+@Song Job2 : Erase Measure

イレースメジャー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

設定したイレースの小節範囲にデータがない場合にイ

レースメジャーを実行すると、LCDディスプレイに

“Data empty!”（データがありません）が表示されます。この

場合、イレースメジャーは実行できません。

ヒント

【操作】
1 イレースメジャーを実行したいソングを選択した後、
jを押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+@(Eras)を押してイレースメジャー画面を選択
します。または、カーソルを“> Erase Measure”まで移動
し、Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、イレースメジャーする
トラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く
点灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、イレースする小節範囲
の始めの小節と終りの小節を設定します。

6 カーソルを“Erase with Tempo Tr”に移動し、テンポト
ラックをイレースするかどうかを設定します。（yes=イ
レースする、no=イレースしない）

7 Eを押してイレースメジャーを実行します。

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Erase with Tempo Tr：yes, no

【解説】
選択したトラックの中で、指定した小節範囲のノート、イベ
ントデータをすべてイレース（消去）します。ただし、ノー
トデータはすべて休符に置き換わり、小節は残ります。

● トラック
イレースメジャーを行うトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
イレースする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終りの小
節（ナンバー）を設定します。

● Erase with Tempo Tr
（Erase with Tempo Track：テンポトラック）

テンポトラックをイレースするかどうかを設定します。

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8

A B G H

1 2 3 4 5 6 7 8

トラック : 1

Measures : 3-6

ソ
ン
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→#→(+#Song Job2 : Create Measure

クリエートメジャー
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【操作】
1 クリエートメジャーを実行したいソングを選択した後、
jを押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+#(Creat)を押してクリエートメジャー画面を選
択します。または、カーソルを“> Create Measure”まで
移動し、Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“Measure”に移動し、空白の小節を挿入する
位置（小節ナンバー）を設定します。

5 カーソルを“Size”に移動し、挿入する小節数を設定しま
す。

6 カーソルを“Time”に移動し、挿入する小節の拍子を設
定します。

7 Eを押してクリエートメジャーを実行します。

▲(を押した場合の画面

● Measure（メジャー）
空白の小節を挿入する位置（小節ナンバー）を設定します。

● Size（サイズ）
挿入する小節数を設定します。

● Time（タイム：拍子）
挿入する小節の拍子を設定します。

Measure :
5小節

Size : 4小節

Time : 5/4拍子

4/4 拍子

4/4 拍子 5/4 拍子 4/4 拍子

【設定値】
● Measure：001～999

● Size：01～99

● Time：1/16～16/16, 1/8～16/8, 1/4～8/4

【解説】
全トラックに新たに（空白の）小節を挿入します。

A B C D E F G H

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

メモリーがいっぱいの状態でクリエートメジャーを実

行すると、LCDディスプレイに“Song memory full!”

（メモリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソ

ングデータなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント
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s→j→#→(+$Song Job2 : Delete Measure

デリートメジャー
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【操作】
1 デリートメジャーを実行したいソングを選択した後、
jを押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+$(Del)を押してデリートメジャー画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Delete Measure”まで移動
し、Eを押して画面を選択します。

4 “Measures”で、デリートする小節範囲の始めの小節と終
りの小節を設定します。

5 Eを押してデリートメジャーを実行します。

指定した範囲にデータがない場合にデリートメジャー

を実行すると、LCDディスプレイに“Data empty!”

（データがありません）が表示されます。小節範囲を設定して、

もう一度実行してください。

ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Measures：001～999

【解説】
設定した小節範囲を、全トラック同時にデリート（削除）しま

す。

● Measures（メジャーズ）
デリートする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終りの小
節（ナンバー）を設定します。

Measures : 3-6 A B C D E F G H

A B G H

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4

ソ
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→#→(+%Song Job2 : Insert Measure

インサートメジャー
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ヒント

【操作】
1 インサートメジャーを実行したいソングを選択した後、
jを押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+%(Ins)を押してインサートメジャー画面を選択
します。または、カーソルを“> Insert Measure”まで移動
し、Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“FromMeas”に移動し、インサートする小節
範囲の始めの小節と終りの小節を設定します。

5 カーソルを“To Meas”に移動し、インサート先の小節を
設定します。

6 カーソルを“Times”に移動し、インサートを繰り返す回
数を設定します。

7 Eを押してインサートメジャーを実行します。

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● FromMeas：001～999

● To Meas：001～999

● Times：01～99

【解説】
全トラック同時に設定した小節範囲の演奏データを、他の小
節にインサート（挿入）します。拍子データ、テンポも同時
にインサートされます。

メモリーがいっぱいの状態でインサートメジャーを実

行すると、LCDディスプレイに“Song memory full!”

（メモリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソ

ングデータなどを削除して、もう一度実行してください。

インサートする小節範囲にデータがない場合は、LCD

ディスプレイに“Data empty!”（データがありませ

ん）が表示されます。この場合、インサートメジャーは実行でき

ません。

ヒント

From Meas : 3-4

To Meas : 7小節

Time : 2回

　 Track

● FromMeas （From Measures：フロムメジャーズ）
インサートする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終りの
小節（ナンバー）を設定します。

● To Meas （To measure：トゥーメジャー）
インサート先の小節（ナンバー）を設定します。

● Times （タイム）
同じ演奏データを何回繰り返してインサートするかを設定し
ます。

　 Track

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8

G HA B E FC D C D C D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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s→j→#→(+^Song Job2 : Thin Out

シンアウト
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【操作】
1 シンアウトを実行したいソングを選択した後、jを押

してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+^ (Thin)を押してシンアウト画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Thin Out”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、シンアウトするトラッ
クを選択します。選択されたトラックキーは赤く点灯し
ます。

5 カーソルを“Measures”に移動し、シンアウトする小節範
囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を設
定します。

6 カーソルを“Events”に移動し、シンアウトするイベント
を選択します。（コントロールチェンジの場合は、シン
アウトするコントロールチェンジナンバーを選択しま
す。）

7 Eを押してシンアウトを実行します。

▲(を押した場合の画面

【設定値】
●トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Events：Pitch Bend, Control Change (off, 001～127、ただ

し032, 123を除く), Ch After Touch, PolyAfterTouch

【解説】
選択しているトラックの演奏データから、アフタータッチ、
ピッチベンド、コントロールチェンジなどのデータをシンア
ウト（間引き）してデータ量を減らします。
たとえば、リアルタイムレコーディングなどで、あまりに多
くのピッチベンド、コントロールチェンジ、アフタータッチ
のデータが録音されていると、シーケンサーで扱うことがで
きるメモリー容量が足りなくなることがあります。このよう
な場合に、これらのデータを間引きし、全体のデータ量を減
らすことができます。

● トラック
シンアウトするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
シンアウトする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終りの
小節（ナンバー）を設定します。

● Events （イベント）
Pitch Bend（ピッチベンド）、Control Change（コントロールチェ
ンジ）、Ch After Touch（チャンネルアフタータッチ）、
PolyAfterTouch（ポリフォニックアフタータッチ）の中から、
シンアウトするイベントを選択します。

設定したシンアウトの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、シンアウトは実行できま

せん。

ヒント
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→#→(+&Song Job2 : Extract

エクストラクト
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【設定値】
● ソーストラック：1～16

● デスティネイショントラック：1～16, off

● Measures：001～999

●Events：Note (C-2～G8, all), Program Change, Pitch

Bend, Control Change (001～127、ただし032, 123を除く)

, Ch After Touch, PolyAfterTouch, Sys. Exclusive

【解説】
選択しているトラックの演奏データから、アフタータッチ、
ノート、ピッチベンドなどのデータを別のトラックにエクス
トラクトします（取り出します）。

・エクストラクト元のトラックには、エクストラクトされた
イベントは残りません。

・エクストラクト先にすでにデータがある場合は、エクスト
ラクト先のものとミックスされます。

たとえば、ドラムトラックのスネアのノートだけを他のト
ラックに取り出して、別のエフェクトをかけることができま
す。

● ソーストラック
エクストラクトする元トラックを選択します。

● デスティネイショントラック
エクストラクト先のトラックを選択します。エクストラクト
先に“off”を選ぶと、エクストラクトされたイベントは消去
されます。

● Measures （メジャーズ）
エクストラクトする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終
りの小節（ナンバー）を設定します。

● Events （イベント）
Note（ノート）、Program Change（プログラムチェンジ）、
Pitch Bend（ピッチベンド）、Control Change（コントロー
ルチェンジ）、Ch After  Touch（チャンネルアフタータッ
チ）、PolyAfterTouch（ポリフォニックアフタータッチ）、
Sys. Exclusive（システムエクスクルーシブ）の中から、エ
クストラクトするイベントを選択します。

▲(を押した場合の画面

【操作】
1 エクストラクトを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+&(Extr)を押してエクストラクト画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Extrac t”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 カーソルを“Track”に移動し、エクストラクト元のソー
ストラックとエクストラクト先のデスティネイショント
ラックを選択します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、エクストラクトする小
節範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）
を設定します。

6 カーソルを“Events”に移動し、エクストラクトするイベ
ントを選択します。（ノートの場合はノートナンバーを
指定します。また、コントロールチェンジの場合は、エ
クストラクトするコントロールチェンジナンバーを選択
します。）

7 Eを押してエクストラクトを実行します。

ヒント イベントにProgram Change（プログラムチェンジ）を

選択した場合は、バンクセレクトとプログラムチェン

ジが取り出されます。

ヒント メモリーがいっぱいの状態でエクストラクトを実行す

ると、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メ

モリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソン

グデータなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒントg 設定したエクストラクトの小節範囲にデータがない場

合は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データが

ありません）が表示されます。この場合、エクストラクトは実行

できません。
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s→j→#→(+*Song Job2 : Chord Sort

コードソート
【操作】
1 コードソートを実行したいソングを選択した後、jを

押してソングジョブモードに入ります。

2 #を押してJob2グループを選択します。

3 (+*(Chrd)を押してコードソート画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Chord Sort”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、コードソートするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、コードソートする小節
範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を
設定します。

6 カーソルを“Type”に移動し、コードソートの種類を選
択します。

7 Eを押してコードソートを実行します。
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設定したコードソートの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、コードソートは実行でき

ません。

ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Type：up order, down order

【解説】
選択したトラックの演奏データ中の和音を、音程の高低順に
ソートします（和音の構成を並べ替えます）。

● トラック
コードソートするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
コードソートする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終り
の小節（ナンバー）を設定します。

● Type （タイプ）
コードソートの種類（up order＝音程の低いものから並べる、
down order＝音程の高いものから並べる）を選択します。

ソ
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第１章  ソングモード リ フ ァ レ ン ス

s→j→$→(+!Song Job3 : Quantize

クオンタイズ
・66%～83% ..... Quntが4分3連音符、8分3連音符、16分3連音

符の場合
・50%～66% ..... Quntが8分音符+8分3連音符、16分音符+16

分3連音符の場合

● Vel （Velocity：ベロシティ）
クオンタイズバリューで設定した音符の裏の拍にあたるデー
タのベロシティを変更してスイング感を出します。ベロシ
ティのパーセントを設定します。

● Gate （Gate Time：ゲートタイム）
クオンタイズバリューで設定した音符の裏の拍にあたるデー
タのゲートタイムを変更してスイング感を出します。ゲート
タイムのパーセントを設定します。

【操作】
1 クオンタイズを実行したいソングを選択した後、jを

押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+!(Qunt)を押してクオンタイズ画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Quantize”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、クオンタイズするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、クオンタイズする小節
範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を
設定します。

6 カーソルを“Qunt”に移動し、クオンタイズのバリュー
を選択します。

7 カーソルを“Rate”に移動し、スイングレイトを設定しま
す。

8 カーソルを“Vel”に移動し、ベロシティのパーセントを
設定します。

9 カーソルを“Gate”に移動し、ゲートタイムのパーセント
を設定します。

10   Eを押してクオンタイズを実行します。
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▲(を押した場合の画面

ヒント 設定したクオンタイズの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、クオンタイズは実行で

きません。

● トラック
クオンタイズするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
クオンタイズする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終り
の小節（ナンバー）を設定します。

● Qunt （Quantize Value：クオンタイズバリュー）
揃える音符の最小単位（クオンタイズバリュー）を選択しま
す。

● Rate （Swing Rate：スイングレイト）
クオンタイズバリューで設定した音符の裏の拍にあたるデー
タの発音タイミングを後ろに少しずらしてリズムにスイング
感を与えます。タイミングをどれだけずらすかを設定しま
す。

・50%～75% ..... Quntが4分音符、8分音符、16分音符、32分
音符の場合

メモリーがいっぱいの状態でクオンタイズを実行する

と、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メモ

リーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソング

データなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント

元データ

クオンタイズ後のデータ

�

【設定値】
●トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Qunt：32分音符（　）、16分3連音符（　　）、16分音符

（　）、8分3連音符（　　）、8分音符（　）、4分3連音符

（　　）、4分音符（　）、16分音符+16分3連音符（　＋　

　）、8分音符+8分3連音符（　＋　　）

● Rate：50～75%, 66～83%, 50～66%

● Vel：1～100～200%

● Gate：1～100～200%

【解説】
リアルタイム録音などでタイミングがばらついた演奏データ
のタイミングを小節単位で揃えます。

3� �
3� � 3�� � 3�� 3�

�でクオンタイズ

e e e e e e e e

e e e e e e e e
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s→j→$→(+@Song Job3 : Move Clock

ムーブクロック

【操作】
1 ムーブクロックを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+@(Move)を押してムーブクロック画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Move Clock”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、ムーブクロックするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、ムーブクロックする小
節範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）
を設定します。

6 カーソルを“Move with Tempo Tr”に移動し、テンポト
ラックを移動するかどうかを設定します。（yes=移動す
る、no=移動しない）

7 Eを押してムーブクロックを実行します。
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メモリーがいっぱいの状態でムーブクロックを実行す

ると、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メ

モリーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソング

データなどを削除して、もう一度実行してください。

ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Clock：-999～+999

● Move with Tempo Tr：yes, no

【解説】
選択したトラックの演奏データのクロック位置を小節単位で
移動します。演奏データを少しずらすことで「つっこみ」や
「もたり」を表現することができます。

ヒント 設定したムーブクロックの小節範囲にデータがない場

合は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データが

ありません）が表示されます。この場合、ムーブクロックは実

行できません。

● トラック
ムーブクロックするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
ムーブクロックする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終
りの小節（ナンバー）を設定します。

● Clock （クロック）
移動するクロック数を設定します。

● Move with Tempo Tr （Move with Tempo Track：テンポトラッ
ク）

テンポトラックをムーブクロックするかどうかを設定しま
す。

Clock : +10

1拍96クロック +10  クロック

q q e q

q q q

e

e e
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ムーブクロックでは、設定した範囲の先頭より前や最

後より後にデータを移動することはできません。設定

範囲を越えたデータは、範囲の先頭または最後に集中します。

ヒント
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s→j→$→(+#Song Job3 : Modify Gate Time

モディファイゲートタイム
● トラック
モディファイするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
モディファイする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終り
の小節（ナンバー）を設定します。

● Rate （レイト）
元のデータにかけるレイト（割合：パーセント）を設定しま
す。

● Offset （オフセット）
元のデータにプラスするオフセット値を設定します。

【操作】
1 モディファイゲートタイムを実行したいソングを選択し

た後、jを押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+#(Gate)を押してモディファイゲートタイム画
面を選択します。または、カーソルを“>  Mod i f y
GateTime”まで移動し、Eを押して画面を選択しま
す。

4 トラックボタン¡～flを押して、モディファイするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、モディファイする小節
範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を
設定します。

6 カーソルを“Rate”に移動し、レイトを設定します。

7 カーソルを“Offset”に移動し、オフセット値を設定しま
す。

8 Eを押してモディファイを実行します。
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Rate：0～200%

● Offset：-99～+99

【解説】
選択したトラックの演奏データのゲートタイム（音の長さ）
を小節単位でモディファイ（変更）します。設定にはレイト
とオフセットの2種類があり、それらを組み合わせてモディ
ファイします。

［モディファイゲートタイムの計算式］
変更後のゲートタイム＝元のゲートタイム×レイト＋オフ
セット値

設定したモディファイの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、モディファイは実行でき

ません。

ヒント

メモリーがいっぱいの状態でモディファイを実行する

と、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メモ

リーフル）が表示されます。このような場合は、が表示されま

す。不要なソングデータなどを削除して、もう一度実行してくだ

さい。

ヒント

例1

例2

例3

1拍96クロック

1拍96クロック

1拍96クロック

150% レイト

50% レイト

+30 オフセット
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s→j→$→(+$Song Job3 : Modify Velocity

モディファイベロシティ
● トラック
モディファイするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
モディファイする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終り
の小節（ナンバー）を設定します。

● Rate （レイト）
元のデータにかけるレイト（割合：パーセンテージ）を設定
します。

● Offset （オフセット）
元のデータにプラスするオフセット値を設定します。

【操作】
1 モディファイベロシティを実行したいソングを選択した

後、jを押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+$を押してモディファイベロシティ画面を選択
します。または、カーソルを“> Modify Velocity”まで移
動し、Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、モディファイするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、モディファイする小節
範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を
設定します。

6 カーソルを“Rate”に移動し、レイトを設定します。

7 カーソルを“Offset”に移動し、オフセット値を設定しま
す。

8 Eを押してモディファイを実行します。
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Rate：0～200%

● Offset：-99～+99

【解説】
選択しているトラックの演奏データのベロシティ（鍵盤を弾
く強さ）を小節単位でモディファイ（変更）します。設定に
はレイトとオフセットの2種類があり、それらを組み合わせて
モディファイします。

［モディファイベロシティの計算式］
変更後のベロシティ＝元のベロシティ×レイト＋オフセット値

ヒント メモリーがいっぱいの状態でモディファイを実行する

と、LCDディスプレイに“Song memory full!”（メモ

リーフル）が表示されます。このような場合は、不要なソング

データなどを削除して、もう一度実行してください。

設定したモディファイの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、モディファイは実行でき

ません。

ヒント

例1

例2

例3

150% レイト

50% レイト

+30 オフセット

ソ
ン
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s→j→$→(+%Song Job3 : Transpose

トランスポーズ

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Interval：-99～+99

【解説】
選択したトラックの演奏データを小節単位でトランスポーズ
（移調）します。

● トラック
トランスポーズするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
トランスポーズする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終
りの小節（ナンバー）を設定します。

● Interval （インターバル）
トランスポーズ値（単位：半音）を設定します。“+12”で1
オクターブ上がり、“-12”で1オクターブ下がります。
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【操作】
1 トランスポーズを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+%(Trans)を押してトランスポーズ画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Transpose”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、モディファイするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、トランスポーズする小
節範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）
を設定します。

6 カーソルを“Interval”に移動し、トランスポーズ値を設
定します。

7 Eを押してトランスポーズを実行します。

設定したトランスポーズの小節範囲にデータがない場

合は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データが

ありません）が表示されます。この場合、トランスポーズは実行

できません。

ヒント

▲(を押した場合の画面
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s→j→$→(+^Song Job3 : Shift Note

シフトノート
【操作】
1 シフトノートを実行したいソングを選択した後、jを

押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+^(Shft)を押してシフトノート画面を選択しま
す。または、カーソルを“> Shift Note”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、シフトノートするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、シフトノートする小節
範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）を
設定します。

6 カーソルを“FromNote”に移動し、変更する元のノート
を設定します。

7 カーソルを“To Note”に移動し、変更後のノートを設定
します。

8 Eを押してシフトノートを実行します。
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設定したシフトノートの小節範囲にデータがない場合

は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データがあ

りません）が表示されます。この場合、シフトノートは実行でき

ません。

ヒント

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● FromNote：C-2～G8

● To Note：C-2～G8

【解説】
選択したトラックの演奏データの中で、指定した小節内の特
定のノート（音程）を別のノートにシフト（変更）します。
ドラムのアサインを変更する場合などに便利です。

● トラック
シフトノートするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
シフトノートする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終り
の小節（ナンバー）を設定します。

● FromNote （フロムノート）
変更する元のノートを設定します。

● To Note （トゥーノート）
変更後のノートを設定します。

ソ
ン
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s→j→$→(+&Song Job3 : Crescendo

クレッシェンド
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【操作】
1 クレッシェンドを実行したいソングを選択した後、j

を押してソングジョブモードに入ります。

2 $を押してJob3グループを選択します。

3 (+&(Cres)を押してクレッシェンド画面を選択し
ます。または、カーソルを“> Crescendo”まで移動し、
Eを押して画面を選択します。

4 トラックボタン¡～flを押して、クレッシェンドするト
ラックを選択します。選択されたトラックキーは赤く点
灯します。

5 カーソルを“Measures”に移動し、クレッシェンドする小
節範囲（「始めの小節」と「終りの小節」のナンバー）
を設定します。

6 カーソルを“Range”に移動し、クレッシェンドするレン
ジを設定します。

7 Eを押してクレッシェンドを実行します。

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● トラック：1～16（複数選択可）

● Measures：001～999

● Range：-99～+99

【解説】
選択したトラックの中で、指定した小節内の演奏データのベ
ロシティを段階的に変化させます。クレッシェンドは音を少
しずつ大きくする演奏方法のことです。（音を少しずつ小さ
くしていく演奏方法はデクレッシェンドと呼びます。W5/W7
ではRangeをマイナスに設定することにより、デクレッシェ
ンドの効果を付けることもできます。）

● トラック
クレッシェンドするトラックを選択します。

● Measures （メジャーズ）
クレッシェンドする小節範囲の始めの小節（ナンバー）と終
りの小節（ナンバー）を設定します。

● Range （レンジ）
クレッシェンド（デクレッシェンド）するレンジ（ベロシ
ティ値）を設定します。

設定したクレッシェンドの小節範囲にデータがない場

合は、LCDディスプレイに“Data empty!”（データが

ありません）が表示されます。この場合、クレッシェンドは実行

できません。

ヒント



VOICE
ボイスモード
ボイスモードでは、マルチの中のインストにアサインされ

たボイスを呼び出すことができます。

第２章
リ フ ァ レ ン ス

VO
ICE



vを押してボイスモードに入ります。
LCDディスプレイには、ボイスモードに入る前に選択されていたチャンネルのボイ
スが呼び出されます。
vのランプが点灯し、他のモードセレクトキーのランプは消灯します。

ボイスモードについて

・現在のチャンネル、呼び出されているボイスネームとバンク／ナンバー、イン
サーションエフェクトのエフェクトタイプが表示されます。

・選択されたチャンネルはソングモードの設定から、以下の設定に変わります。

パラメーター 設　　定

Volume（ボリューム） 100

Pan（パン） 0（センター）

Shift（ノートシフト） 0

Tune（チューン） 0

PB（ピッチベンドレンジ） vce（ボイスの設定値）

Ins.EF（インサーション 常にオン
エフェクトスイッチ）

Sys.EF1, 2, 3センドレベル vce（ボイスの設定値）
（システムエフェクト1, 2, 3）

システムエフェクトタイプ EF1=Reverb Hall1, EF2=Chorus
EF3=Delay L, C, R

システムエフェクト それぞれのデフォルト値
パラメーター

システムエフェクト EF1=72, EF2=109, EF3=127
リターンレベル

ヒント ボイスモードからソングモードに戻った場合、設定はボイスモードで変更され

たままになります。ソングを選択しなおせば、最初の設定に戻すことができま

す。
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ボイスモードについて

ボイスの選択と設定

ID（または、ジョグダイアル、テンキー+E）でボイスを選択します。
カーソルはボイスネームに固定されます。

ボイス
バンク

チャンネル／
トラック

ボイス
ナンバー

カテゴリー インサーション
エフェクトタイプ

^　 &　 *

・トラックボタン¡～flを押して、チャンネルを切り替えることができま
す。

・^&([▼-Bank-▲])を押してバンクを選択した後Eを押すと、ボイ
スバンクを切り替えることができます。
選択できるバンクの内容は、ソングモード（→83, 84ページ）をご参照くだ
さい。もちろんドラムボイスの選択・演奏もできます。

・*(Dir)を押して、ボイスディレクトリーをポップアップ表示することがで
きます。
ボイスディレクトリーでは、カーソル位置のボイスが演奏できます。
ID（またはジョグダイアル）でカーソルを移動するか、テンキー＋
Eでボイス番号を指定してボイスを変更することができます。

ヒント ボイスモードでは、シーケンサーの演奏（再生）をすることができますが、レ

コーディングすることはできません。rボタンを押すと、自動的にソン

グモード（シーケンスディスプレイ）に移ります。
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VOICE EDIT
ボイスエデイットモード
ボイスを構成するエレメントやパラメーターをエディット

することで、音色を自由に作り変えることができます。

第３章
リ フ ァ レ ン ス

VO
ICE

  E
DI

T
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第３章  ボイスエディットモード リ フ ァ レ ン ス

ボイスエディットモードには、ノーマルボイスエディットとドラムボイスエディッ
トの2つがあります。

ボイスエディットモードについて

■ ノーマルボイスエディット
ノーマルボイス（通常のボイス）をエディットします。

■ ドラムボイスエディット
ドラムボイス（ドラムやパーカッションの音を鍵盤一つ一つに割り当てた
ボイス）をエディットします。

ノーマルボイスとドラムボイスでは、選べるエディット画面やパラメーターが異な
ります。

音色によっては、パラメーターを変更しても変化がない場合があります。

ノーマルボイスを選択後、Vを押してノーマルボイスエディットモードに
入ります。LCDディスプレイには下の画面が表示されます。これは、ノーマルボイ
スの構造を簡単に表したものです。

ノーマルボイスエディットについて

ノーマルボイスは、最大4つのエレメントをベースにアンプリチュード、フィル
ター、ピッチ、LFO、コントローラー、エフェクトなどのパラメーターで構成され
ています。
これらのエレメントの組み合わせや各種パラメーターを自由に設定して、ボイスを
作ることがボイスエディットです。

ボイスエディットは、各インストのボイスに固有のものです。同じ番号ボイスを複数のイ

ンストで呼び出している場合、一方をエディットしても他のインストの音色（ボイス）に

は影響しません。同じ番号のボイスでも異なったエディットができます。
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ノーマルボイスエディットについて

ボイスエディットモードでの画面移動

・ボイスエディットモードで各機能を選択するには、以下の3通りの方法がありま
す。

・LCD下部に表示してある機能種類のファンクションキー!～*を押しま
す。

・LCD表示上の機能名にカーソルを移動し、Eを押します。
・機能に対応したトラックボタンª～flを押します。

・LCDディスプレイの下段左端に が表示されているときは、(を押しながら
!～*を押すと、他のボイスエディット機能に入ることができます。

・)を押すと、現在の操作を中断して一つ前の画面に戻ります。

・ボイスエディットモードから抜けるには、他のモードセレクトキーを押すか、
)を数回押します。

エレメントについて

・ボイスを構成するエレメントは、最大4つまで自由に組み合わせることができま
す。エレメントの割り当ては、エレメントアサイン（→139ページ）で行います。

・エレメントを選択／指定して設定するパラメーターの場合は、トラックボタン¡

～¢でエレメントを選択できます。

・エレメントがアサインされていない（“off”）場合は、“－－－”が表示され、
パラメーターの設定はできません。

エディットしたデータの保存

・ボイスをエディットすると、ボイスナンバーの左側にエディットマーク（ ）が
表示されます。これは、『このボイスはエディットされたが、ストアはされてい
ない』ことを示しています。この状態のままソングモードやボイスモードへ戻っ
ても、エディットした音色で演奏できますが、ボイスやソングを切り替えたり電
源をオフにした場合は、そのボイスのエディット内容は失われてしまいます。エ
ディットしたデータを保存しておきたい場合は、ストア操作（→136ページ）を
行ってください。エディットマークは、ストア完了すると消えます。
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ボイスエディットでの便利な機能

 ■ エレメントミュート機能
トラックボタン∞ ～•は、ボイスエディットモードでは、エレメント1～4のオン／
オフ（ミュート）スイッチになります。ボタンを押すとランプが消灯し、そのエレ
メントはミュートされます。ランプが点灯しているエレメントだけを聴くことがで
きます。

 ■ エディットコンペア機能
ボイスエディット中にVを押すと、エディット前の音を聴くことができま
す。このときVのランプは点滅し、ディスプレイ表示中のエディットマー
ク（ ）はコンペアマーク（ ）に変わります。コンペア中はデータのエディットが
できなくなり、ボイスエディット以外の画面には移動できません。
Vを押すたびに、エディットとコンペアが交互に切り替わります。

ヒント キーボードセットアップ（→90ページ）でスプリット、レイヤー、4ゾーンを

設定している場合は、モードをノーマルに戻してからボイスエディット操作を

行ってください。（ノーマル以外のモードでは、エディット中の音を鍵盤で確

認することができません。）

ヒント ボイスエディットモードでは、シーケンサーの録音はできません。

ノーマルボイスエディットについて
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ノーマルボイスエディットのツリー図

　 V

!またはトラックª……   Common（コモングループ）

^ Volume/Voice Category
& Voice Name
* Initialize

@またはトラックº……   Element（エレメントグループ）

% Element Assign
^ Pan
& Velocity Limit
* Note Limit

#またはトラック⁄……   Amplitude（アンプリチュードグループ）

& Level
* Envelope Generator

$またはトラック¤……   Filter（フィルターグループ）

& Tone
* Envelope Generator

%またはトラック‹……   Pitch（ピッチグループ）

$ Scale
% Tune
^ Note Shift
& Sensitivity
* Envelope Generator

^またはトラック›……   Effect（エフェクトグループ）

% System Effect Send
^ Insertion Effect Type
& Insertion Effect Parameter
* Insertion Effect Control

&またはトラックfi……   LFO（LFOグループ）

& LFO Parameters
* LFO Modulation

*またはトラックfl……   Controller（コントローラーグループ）

@ Sustain/Expression Low Limit
# Pitch Bend
$ After Touch
% Modulation Wheel
^ Foot Controller
& MIDI Control1
* MIDI Control2

ノーマルボイスエディットについて
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ボイスのストア

エディットしたボイスを任意のボイス番号に保存する操作を、ストアと呼びます。
ストアせずにボイスやソングを切り替えたり電源をオフにした場合は、そのボイス
のエディット内容は失われてしまいます。エディットを実行する前に、必ずこの操
作を覚えておいてください。

ストア操作の手順

1 Sを押します。

2 #(Voice)を押してストアボイスを選択します。
* この画面に入る前に選択されていたトラックのボイス（鍵盤で演奏できたボイ

ス）がストアの対象になります。

3 ストア先のボイス番号・ボイスネームをID（または、ジョグダイアル、
テンキー+E）で選択します。

4 Eを押します。

5 “Are you sure?”（実行してもよいですか？）と確認のポップアップウィンドウ
が表示されます。ストアを実行する場合はIを、キャンセルする場合はD

を押します。

ヒント プリセット、GM、インターナルボイスを選んでストアボイスへ入ると、スト

ア先はインターナルボイスバンクとなります。

ソングボイスを選んでストアボイスへ入ると、ストア先はソングボイスバンク

となります。

新しくソングボイスを作るには、ユーティリティモードの「メモリー」（→

192ページ）の操作を行ってください。

@
エディットしたボイスを保存しておきたい場合は、このストアボイスを行って

から、ボイスやソングの切り替えまたは電源のオフを行ってください。

@
ストア先のボイスにデータがある場合、ストアを実行するとそのデータは失わ

れます。ご注意ください。

endo-yk
注意

endo-yk
注意
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Volume/Voice Category

ボリューム／カテゴリー

【設定値】
● Category：－～Co（21種類）

● Volume：0～127

【解説】
● Category （カテゴリー）

ボイスモードではボイスネームの左側に、また、ソングモー
ドのミキシング画面では各チャンネルのVOLのグラフィック
表示の下に表示され、そのインストにアサインされているボ
イスの分類を表します。（右欄のカテゴリーリスト参照）

● Volume （ボリューム）

ボイス／エレメント共通のトータルボリュームを設定します。

V → !(Com) → ^(Vol)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

▲(を押した場合の画面

Common（コモングループ）

・カテゴリーリスト

LCD上の表示　ボイスの分類

－ No Assign （アサインなし）

Pf Piano （ピアノ）

Cp Chromatic Percussion

（クロマチックパーカッション）

Or Organ （オルガン）

Gt Guitar （ギター）

Ba Bass （ベース）

St Strings/Orchestra

（ストリングス／オーケストラ）

En Ensemble （アンサンブル）

Br Brass （ブラス）

Rd Reed （リード）

Pi Pipe （パイプ）

Ld Synth Lead （シンセリード）

Pd Synth Pad （シンセパッド）

Fx Synth Sound Effect

（シンセサウンドエフェク

ト）

Et Ethnic （エスニック）

Pc Percussive （パーカッシブ）

Se Sound Effect

（サウンドエフェクト）

Dr Drums （ドラムス）

Sc Synth Comping

（シンセコンピング）

Vo Voice （ボイス）

Co Combination

（コンビネーション）

1
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V → !(Com) → &(Name)Voice Name

ボイスネーム

【設定値】
● ボイスネーム

▲(を押した場合の画面

【解説】
ボイスネームを設定します。10文字まで使用することができ
ます。

【操作】
1 !(Com)を押した後、&(Name)を押してボイスネーム

の設定に入ります。LCDディスプレイの[　　]内に、現在
のボイスネームが表示されます。

2 $%を押して↓カーソルを動かして、変更する文字の
入力位置を選びます。

3 カーソルでディスプレイのキャラクターリストの中から
使用したい文字を選択します。

4 2と3の操作を繰り返してボイスネームを完成させます。

* スペースを入力する場合は#([SPC])を押します。

* ボイスバンクが“off”の場合はスペース表示になります（なにも表示

されません）。

【操作】
1 !(Com)を押した後、^(Vol)を押してボリューム／カ

テゴリーの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

コ
モ
ン
グ
ル
ー
プ
（
ノ
ー
マ
ル
ボ
イ
ス
）

（スペース）
↓
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V → !(Com) → *(Init)Initialize Voice

イニシャライズボイス
【操作】
1 !(Com)を押した後、*(Init)を押してイニシャライズ

の設定に入ります。LCDディスプレイに左の画面が表示
されます。

2 Iを押すとイニシャライズが実行されます。キャンセ
ルする場合はDを押します。

初期値は以下の通りです。
【解説】
ボイスデータをイニシャライズします。
イニシャライズを実行すると、すべてのパラメーターを初期
値に戻します。

■初期値一覧表

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Com Vol Category － : No Assign

Volume 127

Name ボイスネーム Init Voice

Elem 1～4

Assign エレメントバンク／ イニシャライズ実

ナンバー 行前と同じ

Pan Pan 0

VeiL Vel Limit 1～127

NtL NoteLimit C-2～G8

以下Type（テンプレートタイプ）はすべて00 [--------]

Amp Level Vel 0

Level 100

EG 全パラメーター 0

Filt Tone 全パラメーター 0

EG 全パラメーター 0

Pitch Scale Scale 0

Tune Random 0

Tune 0

Shift Fix off

Note/Shift C3/0

Sens Vel 0

EG +32 (100%)

EG 全パラメーター 0

Efct SysEF EF1 0

EF2 0

EF3 0

Type Type 01 : 3 Band EQ

EF Mode auto off

Param 全パラメーター エフェクトの初期値

Efct Ctrl Parameter 00 : off

Min 0%

Max 100%

LFO Param 全パラメーター 0

Mod 全パラメーター 0

Ctrl Sus Sustain on

ExpLLmt 0

PB PB on

PB Range 0

AT P.Bend 0

AT AT on

他パラメーター 0

MW MW on

他パラメーター 0

FC FC on

他パラメーター 0

MC1 MC1 on

By 000 : off

To 00 : off

Min 0%

Max 100%

MC2 MC2 on

By 000 : off

To 00 : off

Min 0%

Max 100%
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V → @(Elem) → %(Assign)Element Assign

エレメントアサイン

【設定値】
● エレメントバンク：off, P1（プリセット1）, P2（プリセッ

ト 2）, I（インターナル）, S（ソング）, E（エクスター

ナル）

● エレメントナンバー：P1=001～256

P2=001～245

【解説】
ボイスを構成するエレメントを選択します。1ボイスに4つま
でエレメントをアサイン（割り当て）することができます。
* エレメントが存在しないバンク（I, S, E）を選択すると、エ

レメントネームに＊マークが表示され、音は出ません。
* IやSは、外部ディスクから音色を供給する場合のメモリー

1
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1
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▲(を押した場合の画面

Element（エレメントグループ）

エリアになります。
* Eは、『拡張ウェーブ／ボイスボード』（別売）を装着し

ている場合だけ有効です。

【操作】
1 @(Elem)を押した後、@(Assign)を押してエレメント

アサインの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントナンバーを選び、ID（または、ジョグ
ダイアル、テンキー+E）でアサインするエレメント
のバンクとナンバーを設定します。設定の方法は各エレ
メント(1～4)共通です。

ここでアサインしたエレメントのみが、ボイスエ

ディットで選択・エディットできます。

アサインされていないエレメントは、パラメーター表示が

“－－－”となり、選択・エディットすることはできません。

V → @(Elem) → ^(Pan)Pan

パン

【設定値】
● Pan：L31～0～R31

【解説】
● Pan （パン）

エレメントのパン（ステレオのポジション）を設定します。
設定値は、0でセンター、Lがついた値で左側、Rがついた値で
右側になります。

【操作】
1 @(Elem)を押した後、^(Pan)を押してパンの設定に入

ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選び、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント(1～4)共通です。

設定左側の“ ”表示で、位置を確認することが

できます。

▲(を押した場合の画面
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ヒント

@
SNG（ソング）エレメントバンクは、電源をオフにす

るとデータが消えてしまいます。

ヒント

エ
レ
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注意
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V → @(Elem) → &(VelL)
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Velocity Limit

ベロシティリミット

【設定値】
● Vel Limit：下限 1～127、上限 1～127

【解説】
● Vel Limit （Velocity Limit：ベロシティリミット）

ボイスの各エレメント（1～4）のベロシティリミットを設定
します。
ベロシティリミットでは、鍵盤を弾いたときにどれくらいの
強さで押鍵情報を検出するか範囲を設定します。
ベロシティリミットの下限よりも弱く鍵盤を弾いた場合や、
上限よりも強く弾いた場合は、いずれも発音しません。
* “ ”のように下限を上限よりも大きな値に

設定した場合は、1～64と86～127の範囲で発音します。

▲(を押した場合の画面

・ と設定した場合

・ と設定した場合

V → @(Elem) → *(NtL)Note Limit

ノートリミット

▲(を押した場合の画面

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

・ と設定した場合

【設定値】
● Notelimit：下限 C-2～G8、上限 C-2～G8

【解説】
● NoteLimit （ノートリミット）

ボイスの各エレメント（1～4）のノートリミット（鍵盤上の
発音範囲）を設定します。

* “ ”のように下限を上限よりも大きな値
に設定した場合は、C-2～C4とC5～G8の範囲で発音しま
す。

1

この範囲のベロシティで発音します。�

1278565

1

この範囲のベロシティで発音します。�

1278565

C-2

この範囲で発音します。�

G8C5C4

・ と設定した場合

【操作】
1 @(Elem)を押し、*(NtL)を押してノートリミットの

設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（またはジョグダイアル）で
値を設定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で
す。

“ ”表示で、発音範囲を確認することができま

す。

ヒント

C-2

この範囲で発音します。�

G8C5C4

【操作】
1 @(Elem)を押した後、&(VelL)を押してベロシティリ

ミットの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント(1～4)共通です。

“ ”表示で、発音範囲を確認することができま

す。

ヒント
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V→#(Amp)→&(Level)
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▲(を押した場合の画面

Amp（アンプリチュードグループ）

● Vel（Velocity Sensitivity：ベロシティセンシティビティ）
鍵盤を弾く強さによって音量をコントロールする機能を設定
します。プラスの値を設定すると、強く弾いたときほど大き
な音量変化が得られます。マイナスの設定はその逆になりま
す。
* 設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラス設定

時）または減算（マイナス設定時）されます。

●  Level（レベル）
エレメントの音量を設定します。

【操作】
1　#(Amp)を押し、&(Level)を押してレベルの設定に入

ります。

2 トラックボタン¡～¢でエレメントを選びます。設定し
たいパラメーター位置にカーソルを移動し、ID

（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で値を設
定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で
す。

“ ”表示で、レベルを確認することができま

す。

【設定値】
● Type：00～39

● Vel：-14～+14

● Level：0～127

【解説】
アンプリチュードとは、鍵盤を弾いた瞬間から、鍵盤を離
し、音が消えるまでの音量変化をコントロールする機能で
す。
レベルでは、ボイスの各エレメント（1～4）の音量に関する
設定を行います。

● Type（テンプレートタイプ）
テンプレートタイプとは、アンプリチュードパラメーター設
定のセットのことです。タイプを選ぶだけで簡単にいろいろ
な目的に合ったパラメーターを設定することができます。自
分の欲しいエディット結果に近いテンプレートタイプを選び
出し、そこから細かくエディットすれば、手早く作業ができ
ます。
* テンプレートタイプを使用しない場合（Type=00）、各設

定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラス設定時）
または減算（マイナス設定時）されます。
テンプレートタイプを使用した場合、各設定値はテンプ
レートタイプの値に対して加算（プラス設定時）または減
算（マイナス設定時）されます。

* 加算／減算後のパラメーターの値が設定値の範囲を越える
場合は、範囲の上限または下限の値に設定されます。（別
冊リストブック「テンプレートタイプリスト」参照）

* テンプレートタイプはレベル、EG画面共通です。

Level

レベル

ヒント
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V→#(Amp)→*(EG)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

▲(を押した場合の画面

  Hold（ホールド）

鍵盤を弾いた瞬間からレベルL1（最大出力に固定）で発音
され、この“Hold”で設定した時間、そのままの出力レベ
ルを持続します。

【設定値】
● Type：00～39

● Attack/Hold：-63～+63

● Decay1：-63～+63

● Decay2：-63～+63

● Release：-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）の音量の時間変化に関する設
定を行います。
各パラメーターの値を変更するごとに音量カーブのグラ
フィック表示が変化します。
・#を押すと、グラフィックの表示スケールを変えること

ができます。スケールはx1, x2, x5, x10, x20, x50の6段階で、
EGカーブの全体を見ることができます。

・$を押すと、グラフィックの表示セクションを変えるこ
とができます。セクションはSeg1（セグメント1）, Seg2,
Seg3, Koff（キーオフ）, Rel（リリース）の5つです。

●  Type（テンプレートタイプ）
アンプリチュードのレベル（→141ページ）をご参照くださ
い。

●  Attack/Hold（アタック／ホールド）
エレメントの持つエンベロープのモード（種類）によって
“Attack”または“Hold”が表示されます。

  Attack（アタック）

鍵盤を弾いた瞬間から、レベルL1（最大出力に固定）に達す
るまでの変化の速さを設定します。数値が大きいほど変化が
速く行われます。
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EG

エンベロープ

Attack Decay1 Decay2 Release

L1
L2

L3

キーオン� キーオフ�

→時間�

↑�
出�
力�

● Decay1（ディケイ1）
レベルL1からレベルL2へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Decay2（ディケイ2）
レベルL2からレベルL3へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Release（リリース）
鍵盤を離した瞬間から音が消えるまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。マイナスの
値を設定すると、鍵盤から指を離した後も音が残ります。

* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ
ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

【操作】
1　#(Amp)を押した後、*(EG)を押してエンベロープの

設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢でエレメントを選びます。設定し
たいパラメーター位置にカーソルを移動し、ID

（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で値を設
定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で
す。

Hold Decay1 Decay2 Release

L1
L2

L3

キーオン� キーオフ�

→時間�

↑�
出�
力�
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V→$(Filt)→&(Tone)

▲(を押した場合の画面

Tone

トーン
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Filt（フィルターグループ）

  BPF（バンドパスフィルター）

特定の周波数帯域のみの信号だけを通過させます。

・BEF（バンドエリミネートフィルター）

バンドパスフィルターとは逆に、特定の周波数帯域のみの信
号だけをカットして、それ以外の周波数帯の信号を通過させ
ます。

【設定値】
● Type：00～59

● Cutoff：-127～+127

● Reso/Band：-99～+99

● Vel：-127～+127

● V.Band：-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）の音色に関する設定を行いま
す。
各パラメーターの値を変更するたびにフィルターのグラ
フィック表示が変化します。
フィルターには、以下の5タイプがあります。

  LPF（ローパスフィルター）

低域の信号はそのまま通過させ、高域の信号をカットしま
す。

Cutoff

周波数�

レベル�

カット�
される部分�

そのまま通過する部分�

カットされる�
部分�

Cutoff

周波数�

レベル�

そのまま�
通過する部分�

カットされる部分�

そのまま�
通過する部分�

  THRU（スルー）

フィルターを通さず、信号をそのまま通過させます。

● Type（テンプレートタイプ）
テンプレートタイプとは、フィルターパラメーター設定の
セットのことです。タイプを選ぶだけで簡単にいろいろな目
的に合ったパラメーターを設定することができます。自分の
欲しいエディット結果に近いテンプレートタイプを選び出
し、そこから細かくエディットすれば、手早く作業ができま
す。
* テンプレートタイプを使用しない場合（Type=00）、各設

定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラス設定時）
または減算（マイナス設定時）されます。
テンプレートタイプを使用した場合、各設定値はテンプ
レートタイプの値に対して加算（プラス設定時）または減
算（マイナス設定時）されます。

* 加算／減算後のパラメーターの値が設定値の範囲を越える
場合は、範囲の上限または下限の値に設定されます。（別
冊リストブック「テンプレートタイプリスト」参照）

* テンプレートタイプはトーン、EG画面共通です。

● Cutoff（Cutoff Frequency：カットオフフリケンシー）
フィルターのカットオフ周波数を設定します。

  HPF（ハイパスフィルター）

高域の信号はそのまま通過させ、低域の信号をカットします。

Cutoff

周波数�

レベル�

そのまま�
通過する部分�

カットされる部分�

Cutoff

周波数�

レベル�

そのまま�
通過する部分�

カット�
される部分�
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● Reso/Band（Resonance/Band：レゾナンス／バンド）
エレメントのフィルタータイプがLPFの場合は“Reso”、
BPFと BEFの場合は“Band”と表示されます。
Resoの場合は、カットオフ周波数付近の音量が持ち上がる効
果を設定します。
Bandの場合は、カットオフ周波数に対して、周波数帯をどの
くらいの幅に設定するかを決めます。

● Vel（Velocity Sensitivity：ベロシティセンシティビティ）
鍵盤を弾く強さによってカットオフ周波数をコントロールす
る機能を設定します。プラスの値を設定すると、強く弾いた
ときほどカットオフ周波数が高い方向へ移動し、大きな音色
変化が得られます。マイナスの設定はその逆になります。

● V.Band（Vel.Band.Sens：ベロシティバンドセンシティビ
ティ）

エレメントのフィルタータイプがBPFとBEFの場合だけ表示
されます。
鍵盤を弾く強さによって“Band”の幅をコントロールする機
能を設定します。プラスの値を設定すると、強く弾いたとき
ほどBandの幅が広くなり、弱く弾くと幅が狭くなります。マ
イ
ナスの設定はその逆になります。

* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ
ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

Cutoff 周波数�

レベル� Band

Cutoff 周波数�

レベル� Band

Cutoff 周波数�

レベル� Reso

Reso

・LPFの場合 ・BPFの場合 ・BEFの場合

【操作】
1　$(Filt)を押した後、&(Tone)を押してトーンの設定に

入ります。

2 トラックボタン¡～¢でエレメントを選びます。設定し
たいパラメーター位置にカーソルを移動し、ID

（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で値を設
定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で

す。

ヒント 選択されているエレメントによって、フィルターの効

果をEGでコントロールするものと、LFOでコントロー

ルするものがあります。フィルター名の右側にEGかLFOが表示

されます。

・LFOが割り当てられている場合は、153ページのLFOで設定さ

れているLFOにより、周期的にカットオフ周波数を変化させ

ます。

・EGが割り当てられている場合は、このエンベロープの設定に

より、周期的にカットオフ周波数を変化させます。また、

フィルターのベロシティセンシティビティが0でない場合に、

ベロシティのアタック部（Attack）に作用します。他の部分に

は作用しません。

この場合コントローラーでのカットオフ周波数の変化は、

キーオン時のコントローラーの状態で決定され、キーオンの

ままコントローラーを変化させてもカットオフ周波数は変化

しません。

キースケールでフィルターをコントロールすることはできませ

ん。
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V→$(Filt)→*(EG)
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Type：00～59

● Attack：-63～+63

● Decay1：-63～+63

● Decay2：-63～+63

● Release：-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のフィルターの効果を、時間
的に変化させるときの設定を行います。ここで使う「レベ
ル」とは、フィルターのトーン（→143ページ）での設定値に
対する変動の量をいいます。すなわち、レベル0のときのカッ
トオフ周波数は、トーンの“Cutoff”で設定した値となりま
す。

各パラメーターの値を変更するごとにフィルターエンベロー
プのグラフィック表示が変化します。
・#を押すと、グラフィックの表示スケールを変えること

ができます。スケールはx1, x2, x5, x10, x20, x50の6段階で、
エンベロープカーブの全体を見ることができます。

・$を押すと、グラフィックの表示セクションを変えるこ
とができます。セクションはSeg1（セグメント1）, Seg2,
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EG

エンベロープ
Seg3, Koff（キーオフ）, Rel（リリース）の5つです。

● Type（テンプレートタイプ）
フィルターのトーン（→143ページ）をご参照ください。

● Attack（アタック）
鍵盤を弾いた瞬間から、レベルL1に達するまでの変化の速さ
を設定します。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Decay1（ディケイ1）
レベルL1からレベルL2へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Decay2（ディケイ2）
レベルL2からレベルL3へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Release（リリース）
鍵盤を離した瞬間から音が消えるまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ
ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

【操作】
1　$(Filt)を押した後、*(EG)を押してエンベロープの

設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢でエレメントを選びます。設定し
たいパラメーター位置にカーソルを移動し、ID

（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で値を設
定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で
す。
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Attack Decay1 Decay2 Release

L1 L2

L3

キーオン� キーオフ�

→時間�

レベル�
↑�

0
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V→%(Pitch)→$(Scale)Scale

スケール

【設定値】
● Type ：00～40

● Scale：0～4

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のスケール（調律）を変更し
ます。

● Type（テンプレートタイプ）
テンプレートタイプとは、ピッチパラメーター設定のセット
のことです。タイプを選ぶだけで簡単にいろいろな目的に
合ったパラメーターを設定することができます。自分の欲し
いエディット結果に近いテンプレートタイプを選び出し、そ
こから細かくエディットすれば、手早く作業ができます。
* テンプレートタイプを使用しない場合（Type=00）、各設

定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラス設定時）
または減算（マイナス設定時）されます。
テンプレートタイプを使用した場合、各設定値はテンプ
レートタイプの値に対して加算（プラス設定時）または減
算（マイナス設定時）されます。

* 加算／減算後のパラメーターの値が設定値の範囲を越える
場合は、範囲の上限または下限の値に設定されます。（別
冊リストブック「テンプレートタイプリスト」参照）

* テンプレートタイプはスケール、チューン、ノートシフ
ト、センシティビティ、EG画面共通です。
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▲(を押した場合の画面

Pitch（ピッチグループ）

● Scale（スケール）
使用するスケールを、以下の5種類から選択します。
・0 (normal)：平均律に設定されます。12のすべて等しい半音

で構成されます。通常のシンセサイザーで使用されるス
ケールです。

・1(50cent/key)：C3を中心として、鍵盤1つ移動するごとに50
セントずつ音程が変わります。

・2(20cent/key)：C3を中心として、鍵盤1つ移動するごとに20
セントずつ音程が変わります。

・3(10cent/key)：C3を中心として、鍵盤1つ移動するごとに10
セントずつ音程が変わります。

・4(5cent/key)：C3を中心として、鍵盤1つ移動するごとに5セ
ントずつ音程が変わります。

【操作】
1 %(Pitch)を押した後、%(Scale)を押してスケールの設

定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。
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V→%(Pitch)→%(Tune)Tune

チューン

【設定値】
● Type：00～40

● Random：0～7

● Tune：-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）の音程の微調整を行います。

● Type（テンプレートタイプ）
ピッチのスケール（→146ページ）をご参照ください。

● Random（ランダム）
エレメントの音程をランダムにずらします。数値を上げるほ
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▲(を押した場合の画面

どずれが大きくなります。

● Tune（チューン）
エレメントの音程を微妙に上下します。プラスに設定すると
音程が上がり、マイナスの値では音程が下がります。

* Random, Tuneの設定値は、エレメントが持つ値に関係なく
設定されます。

【操作】
1 %(Pitch)を押した後、%(Tune)を押してチューンの設

定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。

“ ”表示で、ピッチのずれを確認することができ

ます。

V→%(Pitch)→^(Shift)Note Shift

ノートシフト

【設定値】
● Type：00～40

● Fix：off, on

● Note/Shift：C-2～G8/-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のノートシフトを設定しま
す。

● Type（テンプレートタイプ）
ピッチのスケール（→146ページ）をご参照ください。

● Fix（フィックス）
ノートシフトをするか、しないかを設定します。（off：ノー
トシフトする、on：ノートシフトしない）
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▲(を押した場合の画面

● Note/Shift（ノート／シフト）
Fixを“on”に設定した場合はNote（固定ノートナンバー）の
設定になります。エレメントの音程を1つに固定（どの鍵盤を
弾いても同じ音程）します。音程はNote（ノートナンバー）
で変更することができます。
Fixを“on”に設定するとスケール画面（→146ページ）には
“－”が表示され、スケール設定ができなくなったことを示
します。
Fixを“off”に設定した場合はShift（ノートシフト幅）の設定
になります。エレメントの音程を半音単位で上下します。プ
ラスに設定すると音程が上がり、マイナスに設定すると音程
が下がります。
* Note/Shiftの設定値は、エレメントが持つ値に関係なく設定

されます。

【操作】
1 %(Pitch)を押した後、^(Shift)を押してノートシフト

の設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。

“ ”表示で、ノートシフトの幅を確認することが

できます。

ヒント

ピ
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ヒント
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V→%(Pitch)→&(Sens)
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Sensitivity

センシティビティ

【設定値】
● Type：00～40

● Vel：-14～+14

● EG：-63 (-196%)～+63 (196%)

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）の音程に関するセンシティビ
ティの設定を行います。

● Type（テンプレートタイプ）
ピッチのスケール（→146ページ）をご参照ください。

● Vel（Velocity Sensitivity：ベロシティセンシティビティ）
鍵盤を弾く強さによって音程をコントロールする機能を設定
します。プラスの値を設定すると、強く弾いたときほど大き
な音程変化が得られます。マイナスの設定はその逆になりま
す。

● EG（EG Range：エンベロープレンジ）
上記ベロシティセンシティビティで設定した音程変化の量を
設定します。最も強く弾いたときにどれだけの音程変化があ
るか、元の音程に対する％で設定します。0に設定すると音程
変化はありません。

* EGの設定値は、エレメントが持つ値に関係なく設定されま
す。

【操作】
1 %(Pitch)を押した後、&(Sens)を押してセンシティビ

ティの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。

▲(を押した場合の画面
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V→%(Pitch)→*(EG)
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EG

エンベロープ

【設定値】
● Type：00～40

● Attack：-63～+63

● Decay1：-63～+63

● Decay2：-63～+63

● Release：-63～+63

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）の音程を、時間的に変化させ
るときの設定を行います。

各パラメーターの値を変更するごとにピッチエンベロープの
グラフィック表示が変化します。
・#を押すと、グラフィックの表示スケールを変えること

ができます。スケールはx1, x2, x5, x10, x20, x50の6段階で、
エンベロープカーブの全体を見ることができます。

・$を押すと、グラフィックの表示セクションを変えるこ
とができます。セクションはSeg1（セグメント1）, Seg2,
Seg3, Koff（キーオフ）, Rel（リリース）の5つです。

● Type（テンプレートタイプ）
ピッチのスケール（→146ページ）をご参照ください。

● Attack（アタック）
鍵盤を弾いた瞬間から、ピッチP1に達するまでの変化の速さ
を設定します。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Decay1（ディケイ1）
ピッチP1からピッチP2へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Decay2（ディケイ2）
ピッチP2からピッチP3へ変化するまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

● Release（リリース）
鍵盤を離した瞬間から音が消えるまでの変化の速さを設定し
ます。数値が大きいほど変化が速く行われます。

* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ
ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

【操作】
1 %(Pitch)を押した後、*(EG)を押してエンベロープの

設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢でエレメントを選びます。設定し
たいパラメーター位置にカーソルを移動し、ID

（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で値を設
定します。設定の方法は各エレメント（1～4）共通で
す。

▲(を押した場合の画面
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ル
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）

Attack Decay1 Decay2 Release

P1

P2 P3

キーオン� キーオフ�

→時間�

ピッチ�
(＋)↑�

正しい音程�

(－)↓�
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V→^(Efct)→%(SysEF)System Effect Send

システムエフェクトセンド

【設定値】
● EF1, EF2, EF3：0～127
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▲(を押した場合の画面

Effect（エフェクトグループ）

【解説】
ボイスのシステムエフェクトへのセンド（送り出し）レベル
を、システムエフェクト1, 2, 3それぞれについて設定します。

● EF1, EF2, EF3（Effect1, 2, 3：エフェクトセンドレベル1, 2,
3）

ここでの設定は、ボイスモードになったとき、および、マル
チでシステムエフェクトセンドがボイス“vce”に設定されて
いる場合（→84ページ）に有効になります。
* システムエフェクト1, 2, 3のタイプ（Rev Hall 1など）は、

ソングモード（→85ページ）で設定します。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、%(SysEF)を押してシステムエ

フェクトセンドの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で値を設定します。
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V→^(Efct)→^(Type)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Type：00～35

● エフェクトバランス：0～100%, 0～100：0～100

● EF Mode：auto off, auto on

【解説】
ボイスのインサーションエフェクトタイプを設定します。

●Type（エフェクトタイプ）
インサーションエフェクトのタイプを選択します。
タイプについては別冊リストブック「エフェクトパラメー
ターリスト」をご参照ください。

● エフェクトバランス
エフェクト音と原音の音量バランスを設定します。
エフェクトのタイプにより、パラメーター名・設定が異なり
ます。
・Wet：Dry=70%のような表示の場合（Wetの部分がCho,

Flg, Sym, Pha, Pitなどに変わる）

Wetの部分はエフェクト量を、Dryは原音（エフェクト
のかかっていない音）の量を表します。値が大きいほ
どエフェクトの音量が大きくなります。0%で原音の
み、100%でエフェクト最大となります。

・Wet：Dry=60：100のような表示の場合（Wetの部分がDst,

Dly, Rev, などに変わる）

Insertion Effect Type

インサーションエフェクトタイプ
ディストーション（Dst）、ディレイ（Dly）、リバー
ブ（Rev）を持つエフェクトでは、エフェクトの音量
と原音の音量を独立して設定することができます。そ
れぞれ値が大きいほど音量が大きくなります。0%で
音量0となります。

・Wah Mix, RSP Mixの場合

設定値（％）が大きいほど原音に加えるエフェクトの
音量が大きくなります。

● EF Mode（Effect Mode：エフェクトモード）
マルチでインサーションエフェクトを使用するかどうかを設
定します。“auto on”に設定すると、マルチでボイスを選んだ
とき、インサーションエフェクトが自動的にオンになりま
す。
ただし、マルチで同時に使用できるインサーションエフェク
トは3つまでなので、4つ目以降の“auto on”は無視されま
す。従って、通常は“auto off”に設定し、インサーションエ
フェクトを含めた音作りをしたい場合だけ“auto on”にする
ことをおすすめします。

【操作】
1　^(Efct)を押した後、^(Type)を押してインサーショ

ンエフェクトタイプの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で値を設定します。

●ボイスプレイモード：
・ボイスプレイモードではインサーションエフェクトは常

にオンになります。
・設定にかかわらず、選択されたトラックのボイスのイン

サーションエフェクトはオンになります。
またそれ以外のトラックのインサーションエフェクトは
オフになります。

・現在選択されているトラックでプログラムチェンジが受
信された場合、インサーションエフェクトはオンになり
ます。

・インサーションエフェクトスイッチパラメーターチェン
ジは無視されます。

●ソングプレイモード：
・マルチのインサーションエフェクトのオン／オフに従い

ます。
・マルチで3種類以内同時に使用（オン）できます。4つ目

以降は無効になります。

●ボイスエディットモード：
・マルチのインサーションエフェクトのオン／オフに従い

ます。

●ソングレコーディング：
・インサーションエフェクトのオン／オフは録音できませ

ん。

インサーションエフェクトについて

ヒント
インサーションエフェクト設定時に（“Type”、

“Param”または“Ctrl”が選ばれているときに）、@の位置

に“Bypass”が表示されます。@（Bypass）を押すと

Bypassが反転表示され、インサーションエフェクトがバイパス

（オフ）されます。

もう一度押すとインサーションエフェクトがオンに戻ります。こ

のバイパスの設定は、ボイスエディットモードを抜けると、自動

的に解除されます。
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* エフェクトの中の“Aural Exciter®”は、Aphex Systems, Ltd. の登録商標であり、同社のライセンスのもとに製造されております。
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 V→^(Efct)→&(Param)
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Insertion Effect Parameter

インサーションエフェクトパラメーター

【設定値】
エフェクトによりパラメーターの数／設定値が異なります。
別冊リストブック「エフェクトパラメーターリスト」をご参
照ください。

【解説】
前ページのインサーションエフェクトタイプで選択したイン
サーションエフェクトの細かい設定をします。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、&(Param)を押してインサーショ

ンエフェクトパラメーターの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
ID（またはジョグダイアル）で値を設定します。
パラメーターが4種類以上ある場合は、カーソル移動に
よって表示が上下にスクロールします。このときポップ
アップウィンドウ左端に上下の矢印（▲, ▼）が表示さ
れ、パラメーターが上下にあることを示します。また、
パラメーターがコントローラーで変化できる設定になっ
ている場合（次のコントロールでパラメーターが選択さ
れている場合）は、そのパラメーターの右端に“c”の
マークが表示されます。

▲(を押した場合の画面

 V→^(Efct)→*(Ctrl)Insertion Effect Control

インサーションエフェクトコントロール

【設定値】
● Parameter：off, 1～12

● Min：0～100%

● Max：0～100%

【解説】
ボイスのインサーションエフェクトパラメーターを、MIDIコ
ントロール1または2（→160ページ）でコントロールする場合
の設定を行います。

● Parameter（パラメーター）
MIDIコントロールするインサーションエフェクトのパラメー
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▲(を押した場合の画面

ターを選択します。アサイン可能なパラメーターは、エフェ
クトのモードやタイプによってそれぞれ異なります。アサイ
ンできないパラメーターは表示されません。

● Min（最小値）
● Max（最大値）
MIDIメッセージを受信したときに、パラメーター値の変化幅
をいくつからいくつの範囲で対応させるかを、この“Min”
と“Max”とで設定します。つまり、各メッセージの最小値
を受信したときと最大値を受信したときの対応値を設定しま
す。Maxの値がMinの値より小さい場合は、効果が逆に変化
します。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、*(Ctrl)を押してインサーション

エフェクトコントロールの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、
I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で値を設定します。
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V→&(LFO)→&(Param)
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Type：00～33

● Speed：-99～+99

● Delay：-99～+99

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のLFO（Low Frequency
O s c i l l a t o r ）
に関する設定を行います。LFOは、音量や音程、フィルター
などに周期的なゆれを与える装置です。

● Type（テンプレートタイプ）
テンプレートタイプとは、LFO設定のセットのことです。タ
イプを選ぶだけで簡単にいろいろな目的に合ったパラメー
ターを設定することができます。自分の欲しいエディット結
果に近いテンプレートタイプを選び出し、そこから細かくエ
ディットすれば、手早く作業ができます。
* テンプレートタイプを使用しない場合（Type=00）、各設

定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラス設定時）
または減算（マイナス設定時）されます。
テンプレートタイプを使用した場合、各設定値はテンプ
レートタイプの値に対して加算（プラス設定時）または減
算（マイナス設定時）されます。

* 加算／減算後のパラメーターの値が設定値の範囲を越える
場合は、範囲の上限または下限の値に設定されます。（別
冊リストブック「テンプレートタイプリスト」参照）

* テンプレートタイプはパラメーター、モジュレーション画

LFO Parameters

LFOパラメーター

LFO（LFOグループ）

面共通です。

● Speed（スピード）
エレメントの持つLFOウェーブ（波形）の、変化の速さを設

・Speed = 小さい値 ・Speed = 大きい値

時間�

変化�

時間�

変化�

定します。数値を上げるほどスピードが上がります。
● Delay（ディレイ）
鍵盤を弾いてから、LFOの効果が始まるまでの時間を設定し
ます。数値が大きいほどLFO効果が始まるまでの時間が長く

・Delay = 小さい値

時間�

変化�

すぐに効果が深くなる�

キーオン�

時間�

変化�

ゆっくり効果が深くなる�

キーオン�

Delay

・Delay = 大きい値

なり、ゆっくりと変化が大きくなっていきます。
* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ

ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

【操作】
1　&(LFO)を押した後、&(Param)を押してLFOパラメー

ターの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。
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LFO（LFOグループ）V→&(LFO)→*(Mod)
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▲(を押した場合の画面

● AMD（Amplitude Modulation Depth：アンプリチュードモ
ジュレーションデプス）

LFOで音量を周期的に変化させる設定です。数値が大きいほ
ど音量の変化幅が広くなります。マイナスの値に設定すると
LFOの位相が逆転します。

● FMD（Filter Modulation Depth：フィルターモジュレーショ
ンデプス）

LFOでフィルターのカットオフ周波数を周期的に変化させる
設定です。数値が大きいほどカットオフ周波数の変化幅が広
くなります。マイナスの値に設定するとLFOの位相が逆転し
ます。

● PMD（Pitch Modulation Depth：ピッチモジュレーションデプ
ス）

LFOで音程を周期的に変化させる設定です。数値が大きいほ
ど音程の変化幅が広くなります。マイナスの値に設定すると
LFOの位相が逆転します。

* すべての設定値はエレメントが持つ値に対して加算（プラ
ス設定時）または減算（マイナス設定時）されます。

【操作】
1　&(LFO)を押した後、*(Mod)を押してLFOモジュ

レーションの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。

【設定値】
● Type：00～33

● AMD：-99～+99

● FMD：-99～+99

● PMD：-99～+99

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のLFOに関する設定を行いま
す。LFOは、音量や音程、フィルターなどに周期的なゆれを
与える装置です。

● Type（テンプレートタイプ）
LFOのパラメーター（→153ページ）をご参照ください。

LFO Modulation

LFOモジュレーション
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V→*(Ctrl)→@(Sus)
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▲(を押した場合の画面

【設定値】
● Sustain：off, on

● ExpLLmt：0～127

【解説】
ボイスの各エレメント（1～4）のサステインおよびボリュー
ムのローリミットを設定します。

● Sustain（サステイン）
本体リアパネルのSUSTAIN端子に接続したフットスイッチの
効果のオン／オフを設定します。
“on”に設定してフットスイッチを踏むと、サステインが効
きます。

● ExpLLmt（Expression Low Limit：エクスプレッションロー
リミット）

本体リアパネルのFOOT VOLUME端子に接続したフットコン
トローラー（ボリュームペダル）を戻したとき（音量最小位
置）の音量を設定します。
“0”に設定すると、フットボリュームペダルを戻したとき、
音量が0になります。

【操作】
1　*(Ctrl)を押した後、@(Sus)を押してサスティン／エ

クスプレッションローリミットの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。設定の方法は
各エレメント（1～4）共通です。

Sustain/Expression Low Limit

サステイン／エクスプレッションローリミット

Controller（コントローラーグループ）
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ヒント
エクスプレッションローリミットの設定を有効にする

ためには、ユーティリティ／コントローラーズの中の

フットボリュームアサインでExpressを選択する必要がありま

す。
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 V→*(Ctrl)→#(PB)Pitch Bend

ピッチベンド

【設定値】
● PB：off, on（ エレメント1～4それぞれに設定します。）

● PB Range：0～12

● AT P.Bend：-12～+12

【解説】
ピッチベンドに関する設定を行います。

● PB（Pitch Bend Switch：ピッチベンドスイッチ）
エレメントごとのピッチベンドホイール効果のオン／オフを
設定します。
“on”に設定したエレメントは、ピッチベンドホイールを回
すと音程が変化します。音程の変化量は次の“PB Range”で
設定します。

● PB Range（Pitch Bend Range：ピッチベンドレンジ）
ピッチベンドホイールを回したときに、どれだけ音程が変化
するかを設定します。設定は半音単位で、12に設定したとき
は上下1オクターブのコントロールができます。
このパラメーターの設定は、“PB=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。
ここでの設定は、ボイスモードになったとき、および、マル
チでピッチベンドがボイス“vce”に設定されている場合（→
84ページ）に有効になります。

● AT P.Bend（After Touch Pitch Bend Range：アフタータッチ
ピッチベンドレンジ）

鍵盤を弾いた後、さらにその鍵盤を強く押さえたときに、ど
れだけ音程が変化するかを設定します。設定は半音単位で、
12に設定したときは上下1オクターブのコントロールができま
す。
アフタータッチで音程を変化させるためには、次ページの
「アフタータッチ」で“AT=on”に設定する必要がありま
す。

【操作】
1 *(Ctrl)を押した後、#(PB)を押してピッチベンドの

設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。
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▲(を押した場合の画面
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V→*(Ctrl)→$(AT)After Touch

アフタータッチ

【設定値】
● AT：off, on（ エレメント1～4それぞれに設定します。）

● EG Bias：-127～+127

● Cutoff：-127～+127

● AMD：0～127

● PMD：0～127

● FMD：0～127

【解説】
アフタータッチに関する設定を行います。

● AT（After Touch Switch：アフタータッチスイッチ）
エレメントごとのアフタータッチ効果のオン／オフを設定し
ます。“on”に設定したエレメントは、鍵盤を弾いた後、さ
らにその鍵盤を強く押さえたときに、音程や音量などを変化
させることができます。

● EG Bias（エンベロープバイアス）
アフタータッチで音量をコントロールする設定です。プラス
の値を設定すると、アフタータッチで音量が大きくなりま
す。マイナスはその逆です。
このパラメーターの設定は、“AT=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● Cutoff（Cut Off Frequency：カットオフフリーケンシー）
アフタータッチでフィルターのカットオフ周波数をコント
ロールする設定です。プラスの値を設定すると、鍵盤を強く
押さえるほどカットオフ周波数が高くなります。マイナスは
その逆です。
このパラメーターの設定は、“AT=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● AMD（Amplitude Modulation Depth：アンプリチュードモ
ジュレーションデプス）

アフタータッチで、周期的に音量を変化させる設定です。数
値を高く設定すると、鍵盤を強く押さえるほどLFOを使った
周期的な音量変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“AT=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● PMD（Pitch Modulation Depth：ピッチモジュレーションデプ
ス）

アフタータッチで、周期的に音程を変化させる設定です。数
値を高く設定すると、鍵盤を強く押さえるほどLFOを使った
周期的な音程変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“AT=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● FMD（Filter Modulation Depth：フィルターモジュレーショ
ンデプス）

アフタータッチで、周期的にフィルターのカットオフ周波数
を変化させる設定です。数値を高く設定すると、鍵盤を強く
押さえるほどLFOを使った周期的なフィルター変化の幅が広
くなります。
このパラメーターの設定は、“AT=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

【操作】
1 *(Ctrl)を押した後、$(AT)を押してアフタータッチ

の設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

▲(を押した場合の画面

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
（
ノ
ー
マ
ル
ボ
イ
ス
）



158

第３章  ボイスエディットモード リ フ ァ レ ン ス

V→*(Ctrl)→%(MW)Modulation Wheel

モジュレーションホイール

【設定値】
● MW：off, on（ エレメント1～4それぞれに設定します。）

● EG Bias：-127～+127

● Cutoff：-127～+127

● AMD：0～127

● PMD：0～127

● FMD：0～127

【解説】
モジュレーションホイールに関する設定を行います。

● MW（Modulation Wheel Switch：モジュレーションホイー
ルスイッチ）

エレメントごとのモジュレーションホイール効果のオン／オ
フを設定します。
“on”に設定したエレメントは、モジュレーションホイール
を回したときに、音程や音量などを変化させることができま
す。

● EG Bias（エンベロープバイアス）
モジュレーションホイールで音量をコントロールする設定で
す。プラスの値を設定すると、モジュレーションホイールを
奥に回すにしたがって音量が大きくなります。マイナスはそ
の逆です。
このパラメーターの設定は、“MW=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

▲(を押した場合の画面

● Cutoff（Cut Off Frequency：カットオフフリーケンシー）
モジュレーションホイールでフィルターのカットオフ周波数
をコントロールする設定です。プラスの値を設定すると、モ
ジュレーションホイールを奥に回すほどカットオフ周波数が
高くなります。マイナスはその逆です。
このパラメーターの設定は、“MW=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● AMD（Amplitude Modulation Depth：アンプリチュードモ
ジュレーションデプス）

モジュレーションホイールで、周期的に音量を変化させる設
定です。数値を高く設定すると、モジュレーションホイール
を奥に回すほどLFOを使った周期的な音量変化の幅が広くな
ります。
このパラメーターの設定は、“MW=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● PMD（Pitch Modulation Depth：ピッチモジュレーションデプ
ス）

モジュレーションホイールで、周期的に音程を変化させる設
定です。数値を高く設定すると、モジュレーションホイール
を奥に回すほどLFOを使った周期的な音程変化の幅が広くな
ります。
このパラメーターの設定は、“MW=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● FMD（Filter Modulation Depth：フィルターモジュレーショ
ンデプス）

モジュレーションホイールで、周期的にフィルターのカット
オフ周波数を変化させる設定です。数値を高く設定すると、
モジュレーションホイールを奥に回すほどLFOを使った周期
的なフィルター変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“MW=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

【操作】
1 *(Ctrl)を押した後、%(MW)を押してモジュレーショ

ンホイールの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。
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V→*(Ctrl)→^(FC)Foot Controller

フットコントローラー

【設定値】
● FC：off, on（ エレメント1～4それぞれに設定します。）

● EG Bias：-127～+127

● Cutoff：-127～+127

● AMD：0～127

● PMD：0～127

● FMD：0～127

【解説】
フットコントローラーに関する設定を行います。

● FC（Foot Controller Switch：フットコントローラースイッ
チ）

リアパネルのFOOT CONTROLLER端子に接続したフットコ
ントローラーの効果のオン／オフを設定します。
“on”に設定したエレメントは、フットコントローラーを踏
み込んだときに、音程や音量などを変化させることができま
す。

● EG Bias（エンベロープバイアス）
フットコントローラーで音量をコントロールする設定です。
プラスの値を設定すると、フットコントローラーを踏み込む
にしたがって音量が大きくなります。マイナスはその逆で
す。
このパラメーターの設定は、“FC=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● Cutoff（Cut Off Frequency：カットオフフリーケンシー）
フットコントローラーでフィルターのカットオフ周波数をコ
ントロールする設定です。プラスの値を設定すると、フット
コントローラーを踏み込むほどカットオフ周波数が高くなり
ます。マイナスはその逆です。
このパラメーターの設定は、“FC=on”に設定したエレメン
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▲(を押した場合の画面

トすべてに共通です。

● AMD（Amplitude Modulation Depth：アンプリチュードモ
ジュレーションデプス）

フットコントローラーで、周期的に音量を変化させる設定で
す。数値を高く設定すると、フットコントローラーを踏み込
むほどLFOを使った周期的な音量変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“FC=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● PMD（Pitch Modulation Depth：ピッチモジュレーションデプ
ス）

フットコントローラーで、周期的に音程を変化させる設定で
す。数値を高く設定すると、フットコントローラーを踏み込
むほどLFOを使った周期的な音程変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“FC=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

● FMD（Filter Modulation Depth：フィルターモジュレーショ
ンデプス）

フットコントローラーで、周期的にフィルターのカットオフ
周波数を変化させる設定です。数値を高く設定すると、フッ
トコントローラーを踏み込むほどLFOを使った周期的なフィ
ルター変化の幅が広くなります。
このパラメーターの設定は、“FC=on”に設定したエレメン
トすべてに共通です。

【操作】
1 * (Ctrl)を押した後、^ (FC)を押してフットコント

ローラーの設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。
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V→*(Ctrl)→&(MC1)/*(MC2)MIDI Control1/2

MIDIコントロール1/2

【設定値】
● MC1/2：off, on（ エレメント1～4それぞれに設定しま

す。）

● By：off, 1～119 (32を除く)

● To：0～29

● Min：0～100%

● Max：0～100%

【解説】
MIDIコントロールの設定を行います。
MIDIコントロールチェンジメッセージをW5/W7へ送ること
で、W5/W7のボイスの任意のパラメーター値を変更させるこ
とができます。MIDIコントロール1と2は同じ機能です。つま
り2つのパラメーターを同時にMIDIコントロールできるわけ
です。

● MC1/2（MIDI Controller 1/2 Switch：MIDIコントローラー1/
2スイッチ）

MC1/2の画面で設定したMIDIパラメーターコントロールの機
能で、このエレメントを変化させるか（on）させないか
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▲(を押した場合の画面

（off）を設定します。
● By（コントローラーデバイス）
パラメーターコントロールを、どのコントローラー（MIDI
メッセージ）で行うかを設定します。設定値の番号表示は、
MIDI信号のコントロールチェンジ番号です。“off”に設定す
ると、どのコントロールチェンジメッセージを受けても変化
しません。
このパラメーターの設定は、“MC1/2=on”に設定したエレメ
ントすべてに共通です。

● To（パラメーターアサイン）
パラメーターコントロールで、どのパラメーターの値をコン
トロールするかを設定します。（下表参照）
このパラメーターの設定は、“MC1/2=on”に設定したエレメ
ントすべてに共通です。

● Min（最小値）
● Max（最大値）
MIDIメッセージを受信したときに、パラメーター値の変化幅
をいくつからいくつの範囲で対応させるかを、この“Min”
と“Max”とで設定します。つまり、各メッセージの最小値
を受信したときと最大値を受信したときの対応値を設定しま
す。
このパラメーターの設定は、“MC1/2=on”に設定したエレメ
ントすべてに共通です。

【操作】
1 *(Ctrl)を押した後、&(MC1)を押してMIDIコント

ロール1（または*(MC2)を押してMIDIコントロール
2）の設定に入ります。

2 トラックボタン¡～¢（またはカーソル><キー）で
エレメントを選びます。設定したいパラメーター位置に
カーソルを移動し、ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で値を設定します。

* MIDIコントロール1と2は同じ機能です。

0 off

1 Ins.EF *1 *3

2 Sys.EF1 Send *3

3 Sys.EF2 Send *3

4 Sys.EF3 Send *3

5 Amp Level

6 Amp Vel Sens

7 AEG Attack

8 AEG Decay *2

9 AEG Release

10 Filter Cutoff

11 Filter Resonance

12 Filter Band

13 Filter Vel Sens

14 FEG Attack

15 FEG Decay *2

16 FEG Release

17 PEG Vel Sens

18 PEG Attack

19 PEG Decay *2

20 PEG Release

21 Elem Random

22 Elem Tune

23 Elem Pan

24 Elem Exp Low Lmt

25 LFO Speed

26 LFO Delay

27 LFO PMD

28 LFO AMD

29 LFO FMD

● To（パラメーターアサイン）

*1 ボイスエディットのインサーションエフェクトコントロール（→152ペー

ジ）で設定したエフェクトパラメーター。

*2 ディケイ1の変化とは異なる場合があります。

*3 “To”に1～4を選んだ場合、MC1/2を“off”にしても効果がかかります。
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ドラムボイスを選択後、Vを押してドラムボイスエディットモードに入り
ます。LCDディスプレイには下の画面が表示されます。これは、ドラムボイスの構
造を簡単に表したものです。

ドラムボイスエディットについて

ドラムボイスは、各鍵盤（C0～C6）に割り当てる複数のエレメントと、エフェク
ト、コントローラーなどから構成されています。個々のエレメントに対して、
チューニングやゲートタイムを変更したりリバースをかけたりすることができま
す。各鍵盤へのエレメントの割り当てや各種パラメーターを自由に設定して、ドラ
ムボイスを設定することがドラムボイスエディットです。

ドラムボイスエディットは、基本的にはノーマルボイスエディットと同じです。こ
こでは、ノーマルボイスエディットと異なる点だけを説明します。（→「ノーマル
ボイスエディット」132ページ）

・ドラムボイスは、鍵盤一つに1個のエレメントを割り当てます。
W5/W7ではC0～C6の鍵盤で、エレメントをアサインできます。
各鍵盤へのエレメントのアサインは、Key（キーグループ）のどの画面でも設定で
きます。

・トラックボタンの機能について
ドラムボイスエディットモードでは、トラックボタンªº›flを押して以下の
機能画面を直接呼び出すことができます。

・ª.........Common（コモングループ）
・º.........Key（キーグループ）
・›.........Efct（エフェクトグループ）
・fl.........Ctrl（コントロールグループ）

・LCDディスプレイの下段左端に が表示されているときは、(を押しながら
!@^*を押すと、他のボイスエディット機能を表示します。

ヒント ドラムボイスエディットモードでは、シーケンサーの録音はできません。

（
ド
ラ
ム
ボ
イ
ス
）
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ドラムボイスエディットのツリー図

ドラムボイスエディットについて

　 V

!またはトラックª……   Common（コモングループ）

^ Volume/Voice Category
& Voice Name
* Initialize

@またはトラックº……   Key（キーグループ）

% Element Assign
^ Tune
& Output
* System Effect Send (Key)

^またはトラック›……   Effect（エフェクトグループ）

% System Effect Send (Voice)
^ Insertion Effect Type
& Insertion Effect Parameter
* Insertion Effect Control

*またはトラックfl……   Controller（コントローラーグループ）

^ Expression Low Limit
& MIDI Control1
* MIDI Control2
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V→!(Com)→&(Name)

V→!(Com)→^(Vol)Volume/Voice Category

ボリューム／カテゴリー

【設定値】
● Category：－～Co（21種類）

● Volume：0～127
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Voice Name

ボイスネーム

【設定値】
●ボイスネーム
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▲(を押した場合の画面

▲(を押した場合の画面

Common（コモングループ）

【解説】
ボイスのCategory（カテゴリー）とVolume（ボリューム）を
設定します。
→詳しくはノーマルボイスエディットの「ボリューム／カテ
ゴリー」（137ページ）をご参照ください。

【操作】
1 !(Com)を押した後、^(Vol)を押してボリューム／カ

テゴリーの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

【操作】
1 !(Com)を押した後、&(Name)を押してボイスネーム

の設定に入ります。LCDディスプレイの[　　]内に、現在
のボイスネームが表示されます。

2 $%を押して↓カーソルを動かして、変更する文字の
入力位置を選びます。

3 カーソルでディスプレイのキャラクターリストの中から
使用したい文字を選択します。

4 2と3の操作を繰り返してボイスネームを完成させます。

* スペースを入力する場合は#([SPC])を押します。

【解説】
ボイスネームを設定します。10文字まで使用することができ
ます。

コ
モ
ン
グ
ル
ー
プ
（
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ラ
ム
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）

（スペース）
↓
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V→!(Com)→*(Init)Initialize Drum Voice

イニシャライズドラムボイス
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▲(を押した場合の画面

【解説】
インターナルドラムボイスデータをイニシャライズします。
イニシャライズを実行すると、すべてのパラメーターを初期
値に戻します。

【操作】
1 !(Com)を押した後、*(Init)を押してイニシャライズ

の設定に入ります。LCDディスプレイに左の画面が表示
されます。

2 Iを押すとイニシャライズが実行されます。キャンセ
ルする場合はDを押します。

初期値は、GMドラムボイス1になります。（→別冊リスト
ブック「ドラムセットキーアサイン一覧表」）
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Key（キーグループ）

V→@(Key)→%(Assign)

▲(を押した場合の画面

【設定値】
● 鍵盤：C0～C6

● エレメントバンク：off, P1（プリセット1）, P2（プリセッ

ト2）, I（インターナル）, S（ソング）, E（エクスターナ

ル）

● エレメントナンバー：P1=001～256

P2=001～245

● Alt Group：off, 1～8

● Gate Time：key off, 200, 400, 650, 1000, 1400, 2000, 2600

(msec)

● Decay：0～31

【解説】
各鍵盤に割り当てるエレメントの選択と、ゲートタイム、オ
ルタネートグループの設定などを行います。
* 使用したい鍵盤（C0～C6）一つ一つについて設定します。

● エレメントバンク
● エレメントナンバー
鍵盤に割り当てるエレメントを選択します。
（別冊リストブック「ドラムセットキーアサイン一覧表」を
ご参照ください。）
* ボイスが存在しないバンク（I, S, E）を選択すると、エレメ

ントネームに＊マークが表示され、音は出ません。
* IやSは、外部ディスクから音色を供給する場合のメモリー

エリアになります。
* Eは、『拡張ウェーブ／ボイスボード』（別売）を装着し

ている場合だけ有効です。

Element Assign

エレメントアサイン
● Alt Group（Alternate Group：オルタネートグループ）
同時に発音すると不自然なボイスを、同時に発音させないた
めの設定です。たとえばハイハットオープンとハイハットク
ローズなど、本来の楽器では同時に発音するはずのないもの
に対して、同じグループ番号を設定しておきます。グループ
は1～8の8種類があります。

● Gate Time（ゲートタイム）
設定したエレメントを発音する時間を設定します。持続音を
持つエレメントに対して効果的です。

● Decay（ディケイ）
設定したエレメントの減衰の時間を設定します。数値を大き
く設定するほど減衰が速くなり短くなります。

【操作】
1　@(Key)を押した後、%(Assign)を押してエレメントア

サインの設定に入ります。

2 まず、エレメント（楽器音）をアサインする鍵盤を、実
際に押して選択します。選択した鍵盤のキー名は、画面
右上部に表示されます。
* キー名表示部にカーソルを移動して、IDまたは

ジョグダイアルで鍵盤を選択することもできます。

3 I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で、アサインするエレメントのバンクとナン
バーを設定します。

4 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

5 使用したい鍵盤一つ一つについて上記2～4の操作を行い
ます。

ここでエレメントをアサインした鍵盤のみが、ドラム

ボイスエディットで選択・エディットできます。
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ヒント

エレメントの割り当ては、“Key”（キーグループ）の

すべての画面（Assign, Tune, Out, SysEF）で設定でき

ます。

SNG（ソング）エレメントバンクは、電源をオフにす

るとデータが消えてしまいます。

ヒント

@
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V→@(Key)→^(Tune)Tune

チューン

【設定値】
● 鍵盤：C0～C6

● エレメントバンク／エレメントナンバー

キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● Reverse：off, on

● Tune：-63～+63

● Note Shift：-63～+63

【解説】
各鍵盤に割り当てるエレメントの選択と、リバースのオン／
オフ、チューニング、ノートシフトの設定を行います。
* 使用したい鍵盤（C0～C6）一つ一つについて設定します。

● エレメントバンク
● エレメントナンバー
キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● Reverse（リバース）
エレメント（ウェーブ）の発音を逆転させる機能です。
“on”に設定すると、テープの逆回転のように発音します。
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▲(を押した場合の画面

● Tune（チューニング）
エレメントの音程を微妙に上下します。プラスに設定すると
音程が上がり、マイナスの値にすると音程が下がります。

● Note Shift（ノートシフト）
エレメントの音程を半音単位で上下します。プラスに設定す
ると音程が上がり、マイナスに設定すると音程が下がりま
す。

【操作】
1 @(Key)を押した後、^(Tune)を押してチューンの設

定に入ります。

2 パラメーターを設定する鍵盤を、実際に押して選択しま
す。選択した鍵盤のキー名は、画面右上部に表示されま
す。
* キー名表示部にカーソルを移動して、IDまたは

ジョグダイアルで鍵盤を選択することもできます。

3 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
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V→@(Key)→&(Out)Output

アウトプット

【設定値】
● 鍵盤：C0～C6

● エレメントバンク／エレメントナンバー

キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● Volume：0～127

● Pan：L31～0～R31

【解説】
各鍵盤に割り当てるエレメントの選択と、エレメントの出力
に関する設定を行います。
* 使用したい鍵盤（C0～C6）一つ一つについて設定します。
● エレメントバンク
● エレメントナンバー
キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● Volume（ボリューム）
エレメントの音量を設定します。“0”に設定すると音が出ま
せん。

● Pan（パン）
エレメントの音をパン（ステレオポジション）を設定しま
す。設定値“0”でセンター、Lがついた値で左側、Rがつい
た値で右側になります。
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▲(を押した場合の画面

【操作】
1 @(Key)を押した後、&(Out)を押してアウトプットの

設定に入ります。

2 パラメーターを設定する鍵盤を、実際に押して選択しま
す。選択した鍵盤のキー名は、画面右上部に表示されま
す。
* キー名表示部にカーソルを移動して、IDまたは

ジョグダイアルで鍵盤を選択することもできます。

3 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

ヒント
パン設定左側の“ ”表示で、位置を確認するこ

とができます。

ヒント
ボリューム設定左側の“ ”表示で、レベルを確

認することができます。
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V→@(Key)→*(SysEF)System Effect Send (Key)

システムエフェクトセンド（キー）

【設定値】
● 鍵盤：C0～C6

● エレメントバンク／エレメントナンバー

キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● EF1, EF2, EF3：0～127

【解説】
ドラムエレメントをアサインしたキーのみの、システムエ
フェクトのセンドレベルを設定します。
* 使用したい鍵盤（C0～C6）一つ一つについて設定します。

▲(を押した場合の画面

● エレメントバンク
● エレメントナンバー
キーのエレメントアサイン（→89ページ）をご参照くださ
い。

● EF1, EF2, EF3（Effect1, 2, 3：エフェクトセンドレベル1, 2,
3）

ボイスのシステムエフェクトへのセンド（送り出し）レベル
を、システムエフェクト1, 2, 3それぞれについて設定します。
ここでの設定値はマルチまたはボイスエフェクトセンドとか
け合わされます。
* システムエフェクト1, 2, 3のタイプ（Rev Hall 1など）は、

ソングモード（→85ページ）で設定します。

【操作】
1 @(Key)を押した後、*(SysEF)を押してシステムエ

フェクトセンドの設定に入ります。

2 パラメーターを設定する鍵盤を、実際に押して選択しま
す。選択した鍵盤のキー名は、画面右上部に表示されま
す。
* キー名表示部にカーソルを移動して、IDまたは

ジョグダイアルで鍵盤を選択することもできます。

3 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
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@
インサーションエフェクトがオンの場合は、各キーのシ

ステムエフェクトセンドレベルは最大になり、この画面

でのシステムエフェクトセンドレベルの設定は無視されます。

endo-yk
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Effect（エフェクトグループ）

V→^(Efct)→%(SysEF)
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▲(を押した場合の画面

System Effect Send (Voice)

システムエフェクトセンド（ボイス）

【設定値】
● EF1, EF2, EF3：0～127

【解説】
ドラムボイス全体のシステムエフェクトのセンドレベルを設
定します。

● EF1, EF2, EF3（Effect1, 2, 3：エフェクトセンドレベル1, 2,
3）

ボイスモードでのシステムエフェクトセンドレベル、または
マルチでシステムエフェクトセンドがボイスになっていると
きのシステムエフェクトセンドレベルを設定します。
* システムエフェクト1, 2, 3のタイプ（Rev Hall 1など）は、

ソングモード（→85ページ）で設定します。

【操作】
1　^(Efct)を押した後、%(SysEF)を押してシステムエ

フェクトセンドの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

V→^(Efct)→^(Type)Insertion Effect Type

インサーションエフェクトタイプ

【設定値】
● Type：00～35

● エフェクトバランス：0～100%, 0～100：0～100

● EF Mode：auto off, auto on

【解説】
ドラムボイスのインサーションエフェクトタイプを設定しま
す。

● Type（エフェクトタイプ）
● エフェクトバランス
● EF Mode（Effect Mode：エフェクトモード）
詳しくはノーマルボイスエディットの「インサーションエ
フェクトタイプ」（151ページ）をご参照ください。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、^(Type)を押してインサーショ

ンエフェクトタイプの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
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▲(を押した場合の画面

* エフェクトの中の“Aural Exciter®”は、Aphex Systems, Ltd. の登

録商標であり、同社のライセンスのもとに製造されております。

ヒント
インサーションエフェクト設定時に（“Type”、

“Param”または“Ctrl”が選ばれているときに）、

@の位置に“Bypass”が表示されます。@（Bypass）を押

すとBypassが反転表示され、インサーションエフェクトがバイ

パス（オフ）されます。

もう一度押すとインサーションエフェクトがオンに戻ります。こ

のバイパスの設定は、ボイスエディットモードを抜けると、自動

的に解除されます。

エ
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Insertion Effect Control

インサーションエフェクトコントロール

Insertion Effect Parameter

インサーションエフェクトパラメーター
V→^(Efct)→&(Param)
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【設定値】
エフェクトによりパラメーターの数／設定値が異なります。
別冊リストブック「エフェクトパラメーターリスト」をご覧
ください。

【解説】
前ページのインサーションエフェクトタイプで選択したイン
サーションエフェクトの細かい設定をします。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、&(Param)を押してインサーショ

ンエフェクトパラメーターの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（またはジョグダイアル）で値を設定します。
パラメーターが4種類以上ある場合は、カーソル移動に
よって表示が上下にスクロールします。このときポップ
アップウィンドウ左端に上下の矢印（▲, ▼）が表示さ
れ、パラメーターが上下にあることを示します。また、
パラメーターがコントローラーで変化できる設定になっ
ている場合（次のコントロールでパラメーターが選択さ
れている場合）は、そのパラメーターの右端に“c”の
マークが表示されます。

▲(を押した場合の画面

V→^(Efct)→*(Ctrl)

【設定値】
● Parameter：off, 1～12

● Min：0～100%

● Max：0～100%
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▲(を押した場合の画面

【解説】
ドラムボイスのインサーションエフェクトパラメーターを、
MIDIコントロール1または2（→171ページ）でコントロール
する場合の設定を行います。

● Parameter（パラメーター）
● Min（最小値）
● Max（最大値）
詳しくはノーマルボイスエディットの「インサーションエ
フェクトコントロール」（152ページ）をご参照ください。

【操作】
1 ^(Efct)を押した後、*(Ctrl)を押してインサーション

エフェクトコントロールの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
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V→*(Ctrl)→^(Limit)
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▲(を押した場合の画面

Expression Low Limit

エクスプレッションローリミット

【設定値】
● Exp Low Limit：0～127

【解説】
● Exp Low Limit（Expression Low Limit：エクスプレッション

ローリミット）
本体リアパネルのFOOT VOLUME端子に接続したフットコン
トローラー（ボリュームペダル）を戻したとき（音量最小位
置）の音量を設定します。
“0”に設定すると、フットボリュームペダルを戻したとき、
音量が0になります。

【操作】
1　*(Ctrl)を押した後、^(Limit)を押してエクスプレッ

ションローリミットの設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。

V→*(Ctrl)→&(MC1)/*(MC2)MIDI Control1/2

MIDIコントロール1/2

【設定値】
● By：off, 1～119 (32を除く)

● To：0～4

● Min：0～100%

● Max：0～100%

【解説】
MIDIコントロールの設定を行います。
MIDIコントロールチェンジメッセージやノートオンメッセー
ジをW5/W7へ送ることで、W5/W7のドラムボイスの任意のパ
ラメーター値を変更させることができます。MIDIコントロー

ル1と2は同じ機能です。つまり2つのパラメーターを同時に
MIDIコントロールできるわけです。
* 以下の設定は、すべてのキーに共通で影響します。

● By（コントローラーデバイス）
● To（パラメーターアサイン）
● Min（最小値）
● Max（最大値）
詳しくはノーマルボイスエディットの「MIDIコントロール1/
2」（160ページ）をご参照ください。（ノーマルボイスエ
ディットとの違いは、パラメーターアサインが、インサー
ションエフェクトとシステムエフェクト1, 2, 3の4種類だけに
なることです。）

【操作】
1 * (Ctrl)を押した後、&(MC1)を押してMIDIコント

ロール1（または*(MC2)を押してMIDIコントロール
2）の設定に入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
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▲(を押した場合の画面

Controller（コントローラーグループ）

* MIDIコントロール1と2は同じ機能です。
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ヒント
エクスプレッションローリミットの設定を有効にする

ためには、ユーティリティ／コントローラーズの中の

フットボリュームアサインでExpressを選択する必要がありま

す。





DISK
ディスクモード

第４章
リ フ ァ レ ン ス

ディスクモードには、フロッピーディスクとのデータのや

りとり（セーブ／ロード）と、フロッピーディスクの管理

のための機能が用意されています。

DI
SK
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ディスク操作の前に

ディスク操作をするには、3.5インチ2DDタイプのフロッピーディスクが必要です。

新品または別のフォーマットのフロッピーディスクは、まず最初にフォーマット

（→187ページ）の操作を行ってください。

@
シーケンサーのデータは、電源を切ると消えてしまいますので、ソングデータ

は必ずフロッピーディスクにセーブすることをおすすめします。

フロッピーディスクドライブ（FDD）の取り扱いについ
て ディスク機能をご愛用いただくために、ご使用時には以下のことをお守りくださ

い。

フロッピーディスクの取り出し

・フロッピーディスクをディスク挿入口から取り出すときのご注意

・ディスクドライブが実行中でないことを確認
した後、イジェクトボタンをしっかりと正確
に押し、フロッピーディスクが完全に出たこ
とを確認してから取り出してください。

・イジェクトボタンを中途半端に押したり、あわてて押すと、取り出し機構が
正常に作動せず、フロッピーディスクが途中で引っかかり取り出せなくなる
場合があります。この場合、無理にフロッピーディスクを取り出そうとする
と、ディスクがこわれたり、FDDが故障したりする原因になります。この
ような場合は、もう一度イジェクトボタンを押しなおすか、またはフロッ
ピーディスクをディスク挿入口に完全に押し込んで、もう一度イジェクトボ
タンをしっかりと正確に押しなおして取り出してください。

・ディスクドライブ実行中は絶対にフロッピーディスクを取り出さないでくださ

い。ディスクのデータがこわれるだけでなく、FDDの故障の原因になります。

・電源を切るときは、フロッピーディスクはあらかじめFDDから取り出してくださ

い。電源を切った後、フロッピーディスクを入れたまま長時間放置すると、ディ

スクが汚れ、データの読み書きにエラーが生じる原因になります。

endo-yk
注意
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磁気ヘッドの定期的なクリーニング

・FDDは高精度の磁気ヘッドを使用しています。FDDを長時間使用していく
うちに、磁気ヘッドはフロッピーディスクの磁性粉で汚れてきます。磁気
ヘッドが汚れてくると、データの書き込みや読み取りにエラーが生じること
があります。

・FDDを良い状態でお使いいただくために、磁気ヘッドを定期的に（1カ月に
1回程度）クリーニングしていただくことをお勧めします。

・磁気ヘッドのクリーニングには、市販の「乾式ヘッドクリーニングディス
ク」をご使用ください。なお、巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠点で、
ヤマハ推奨の「乾式ヘッドクリーニングディスク」をお求めいただくことも
できます。

フロッピーディスクドライブ（FDD）の取り扱いについて

フロッピーディスクについて

フロッピーディスクの種類

・W5/W7で使用できるフロッピーディスクは3.5インチ2DDタイプのもので
す。

・未使用のフロッピーディスクをご使用になる場合は、まずフォーマット（→
187ページ）を行ってください。W5/W7では、3.5インチ2DDのフロッピー
ディスクを9セクター2DD (720KB)にフォーマットします。このフォーマッ
トは、多くのヤマハ製品やコンピューターなどど共通の規格ですので、後で
説明するシーケンスデータのファイル型式（SMF型式、ESEQ型式）に互換
性があれば、フロッピーディスクを使ってさまざまな機器とのシーケンス
データのやりとりができます。
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フロッピーディスクについて

フロッピーディスクについてのご注意

フロッピーディスクの取り扱いと保管
フロッピーディスクの中にはデータを記録する磁性体が入っています。磁性体を

保護し、さらにFDDの磁気ヘッドを防護するために、以下の点にご注意くださ

い：

・（持ち運ぶ場合も含めて）必ず市販のケースに入れて保管し、落としたり、
物を乗せたり、折り曲げたりしないでください。また、ディスク内部に水や
ほこりなどが入らないようにしてください。

・ディスクのシャッターを開けて、内部の磁性体にふれないでください。
・磁気を帯びたもの（テレビやスピーカーなど）には近づけないでください。
・直射日光の当たる場所や、過度に高温／低温の場所、多湿な場所などに置か

ないでください。
・シャッターやディスク本体が変形しているようなフロッピーディスクは絶対

に使用しないでください。
・フロッピーディスクにはラベル以外のもの（メモなど）を貼らないでくださ

い。また、ラベルは所定の位置にはがれないようにしっかりと貼ってくださ
い。

誤消去防止
フロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまうことがないようにライト

プロテクトタブが付いています。大切なデータの入っているディスクは、ライト

プロテクトタブをオン（タブの窓が開いた状態）にして書き込みができないよう

にしてください。

ライトプロテクトタブ
ライトプロテクトON
（書き込み不可）

ライトプロテクトOFF
（書き込み可）

データのバックアップ
フロッピーディスクの万一の事故に備えて、大切なデータは、バックアップとし

て予備のディスクに保存しておかれることをお勧めします。

市販フロッピーディスクの中には粗悪品もございます。メーカー名をお確かめの上、お求

めください。
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dを押してディスクモードに入ります。
LCDディスプレイには、下のような画面が表示されます。
dのランプは点灯し、他のモードセレクトキーのランプは消灯します。

ディスクモードについて

ディスクモードには、以下の6つの機能があります。

● Disk Status（ディスクステータス）

フロッピーディスクに保存されているファイル数や空き容量などを表示しま
す。

● Save To Disk（セーブトゥーディスク）

フロッピーディスクにデータをセーブ（保存）します。

● Load From Disk（ロードフロムディスク）

フロッピーディスクに保存されているデータをロード（読み込み）します。

● Rename File（リネームファイル）

フロッピーディスクに保存されているファイルのファイルネームを変更しま
す。

● Delete File（デリートファイル）

フロッピーディスクに保存されているファイルを削除します。

● Format Disk（フォーマットディスク）

フロッピーディスクをフォーマット（初期化）します。
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ディスクモードでの画面移動

・ディスクモードで各機能を選択するには、以下の2通りの方法があります。
・LCD下部に表示してある機能種類のファンクションキー@～&を押しま

す。
・機能名にカーソルを移動し、Eを押します。

・LCDディスプレイの下段左端に が表示されているときは、(を押しながら
@～&を押すと、他のディスク機能が選択できます。

・)を押すと、現在の操作を中断して一つ前の画面に戻ります。

・ディスクモードから抜けるには、他のモードセレクトキーを押すか、)を数回
押します。

ヒントg ディスクモードでは、シーケンサーの録音／再生はできません。

ディスクモードについて

W5/W7では、次の5種類のファイルを扱うことができます。

1. All Data（オールデータ）

ソング、マルチ、システムデータやインターナルボイスを含む本体内の全
データです。

2. 1 Song（1ソング）

1ソングを再生するのに必要なシーケンスデータです。ただし、ボイスデー
タは含まれません。

3. 1 Song+Voice（1ソング+ボイス）

1ソングを再生するのに必要な全データです。ソングデータはミキシング、
セットアップデータを含みます。ボイスデータ（1～128）はソングボイス使用
時はソングボイスを、ソングボイス未使用時はインターナルボイスを含みま
す。

4. SMF / ESEQ（スタンダードMIDIファイル／イーシーク）

・SMF : スタンダードMIDIファイル形式の1ソング分のデータです。
セーブは、フォーマット0でソングデータのみ可能です。ロードはフォー
マット0とフォーマット1に対応しています。

・ESEQ : イーシーク形式の1ソング分のデータです。セーブはできません。
ロードのみが可能です。

5. Voice（ボイス）

1バンク分（1～128）のボイスデータとドラムボイス1, 2を含みます。セー
ブはインターナルボイスのみとなります。ロードは１ボイス単位で行うこと
もできます。

W5/W7で扱えるファイル
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W5/W7でセーブした場合の、上記それぞれのファイルの拡張子（ファイルの種類を
表す3文字の名前）は以下の通りです。

1. All Data ............ ".A1A"
2. 1 Song ............... ".A1Q"
3. 1 Song+Voice ... ".A1S"
4. SMF .................. ".MID"
5. Voice ................ ".A1V"

W5/W7で扱えるファイル

SMF（スタンダードMIDIファイル）とは？
楽器メーカー、コンピューターソフトメーカーなど、メーカーを越えたシーケンスデータ

の共通ファイルフォーマットです。スタンダードMIDIファイルに対応している機器であれ

ば、メーカーの異なるシーケンサー間でも、簡単にデータのやりとりができます。

W5/W7で扱うことのできるスタンダードMIDIファイルは、次の2種類です。

・フォーマット0：トラック数は1つで、その中に複数のMIDIチャンネルの
データが混在する形式です。

・フォーマット1：複数のトラックがあり、その各トラックに複数のMIDI
チャンネルのデータが混在する形式です。
データのロードは、フォーマット0、フォーマット1いずれのデータでも可
能です。
データのセーブは、フォーマット0にのみ対応します。

ESEQ（イーシーク）とは？
ヤマハのシーケンスファイルフォーマットです。SY77/99、ピアノプレーヤやクラビノー

バなどで作成したデータ（ピアノプレーヤ、クラビノーバ用に市販されているディスクを

除く）をロード／再生することができます。
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u→@(Status)Disk Status

ディスクステータス

【操作】
1 フロッピーディスクを挿入した後、@(Status)を押しま

す。
“Executing...”（実行中）としばらく表示した後、ディス
クステータスの画面が表示されます。

* この画面ではフロッピーディスクのメモリー状況を表
示するだけで、カーソルは出ません。

フロッピーディスクが挿入されていない場合はエラーに

なり、LCDディスプレイには“Disk not ready !”（ディ

スクがセットされていません）が表示されます。
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【解説】
フロッピーディスクのメモリー状況を表示します。

● Total（トータル）
全ファイルの数

● Used（ユーズド）
現在使用している容量

● Free（フリー）
空き容量

● All Data（オールデータ）
All Dataでセーブしたファイル数

● 1 Song（1ソング）
1 Songでセーブしたファイルの数

● 1 Song+Voice（1ソング+ボイス）
1 Song+Voiceでセーブしたファイルの数

● Voice（ボイス）
Voiceでセーブしたファイルの数

@

endo-yk
注意
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d→#(Save)Save To Disk

セーブトゥーディスク
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▲(を押した場合の画面

【解説】
ソングデータをフロッピーディスクにセーブします。
セーブするデータの種類を以下の5種類から選ぶことができま
す。

ファイル形式 画面表示 設定項目
All Data（オールデータ）：@(All)

W5/W7内の全データをフロッピーディスクに
セーブします。
ここでいう全データとは、W5/W7で作成した
データすべて（ソング1～16まで）を指しま
す。SMFでのセーブは1曲ごとに行います。
→%(SMF)

1 Song（1ソング）：#(1Song)

W5/W7内の1ソング分のデータをフロッピー
ディスクにセーブします。

1 Song＋Voice（1ソング＋ボイス）：$(1S

＋V)

W5/W7内の1ソング分のシーケンスデータと
1バンク分（1～128）のボイスデータおよび
ドラムボイスデータ（1, 2）をフロッピー
ディスクにセーブします。

SMF（スタンダードMIDIファイル）：%

(SMF)

W5/W7内の1ソング分のデータをSMF（スタ
ンダードMIDIファイル）形式でフロッピー
ディスクにセーブします。セーブできるのは
ソングデータのみで、フォーマット0でセー
ブされます。

Voice（ボイス）：^(Voice)

W5/W7内のインターナルボイス（1～128）
とインターナルドラム（1, 2）のボイスデー
タをフロッピーディスクにセーブします。

1. 保存ファイル名の設定

1. セーブするソングの選択

2. 保存ファイル名の設定

1. セーブするソングの選択

2. 保存ファイル名の設定

1. セーブするソングの選択

2. 保存ファイル名の設定

1. 保存ファイル名の設定
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1ソング＋ボイス形式でセーブする際

選択したソングにソングボイスが存在していれば、そのソングボ

イスをセーブします。ソングボイスが存在していなければ、自動

的にインターナルボイスをソングボイスにコピーし、（さらにバ

ンクもインターナルから自動的にソングに変更されて）セーブが

行われます。

ヒント スタンダードMIDIファイル形式でセーブする際

データのセーブは、フォーマット0にのみ対応します。

ヒント
セーブの各画面において*(Dir)を押すと、ディスク

内の同じ種類のファイルがアルファベット順で一覧表

示されます。1画面に8ファイル表示し、カーソルでスクロール

します。一覧表上で上書きしたいファイルを選択後、Eを

押すとセーブを実行します。ここでEを押さずに)を押

すと、選択したファイルネームを記憶し、元の画面に戻ります。

【操作】
1　#(Save)を押してセーブトゥーディスクに入ります。

2 セーブするデータの種類を選択します。選択には以下の2
通りの方法があります。
・データの種類のファンクションキー@～^を押しま

す。
・データ名にカーソルを移動し、Eを押します。

3　1 Song、1 Song+VoiceまたはSMF形式でセーブする場合
は、I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）でセーブするソングを選択します。

4　セーブするファイルの名前を設定します。&(Name)を
押してファイルネームの設定画面に入ります。

* セーブするファイルの名前は、直前のファイルセーブ
またはロード時のファイル名となっているので、その
ままEで実行すると上書きされます。

5　$%を押して↓カーソルを動かして、文字の入力位
置を選びます。

6 カーソルでディスプレイのキャラクターリストの中から
使用したい文字を選択します。
* 英文小文字は入力できません。
* #（［SPC］）を押すとスペースを入力することがで

きます。

7　5と6の操作を繰り返してファイルネームを完成させま
す。（)を押してファイルネーム設定画面から抜けま
す。）

8　Eを押してセーブを実行します。

@
誤ってディスクの中の大切なデータを消してしまわない

よう、ご注意ください。

@
ソングメモリーの残量が足りない場合、“S o n g

memory full !”（ソングメモリーがいっぱいです）と

メッセージが表示されます。不要なデータを削除するなどしてか

らもう一度セーブをやりなおしてください。

ヒント
すでにあるファイルネームでファイルをセーブしよう

とした場合、その古いファイルを消して新しい内容に

書き替えてもよいか、確認のメッセージ“Overwrite? Are you

sure?”（上書きしてもよいですか？）が表示されます。

書き替える場合はIを、セーブを中止する場合はDを押し

ます。
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d→$(Load)Load From Disk

ロードフロムディスク
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【解説】
フロッピーディスクからソングファイルをW5/W7本体にに
ロードします。
ロードするデータの種類を以下の5種類から選ぶことができま
す。

▲(を押した場合の画面

ファイル形式 画面表示 設定項目

All Data（オールデータ）：@(All)

W5/W7のAll Data形式でセーブされ
ているファイルをフロッピーディス
クからW5/W7本体へロードします。

1 Song（1ソング）：#(1Song)

W5/W7内の1ソング分（1Song形式で
セーブされているファイル）のデー
タをフロッピーディスクからW5/W7
本体へロードします。

1 Song＋Voice（1ソング＋ボイ

ス）：$(1S＋V)

W5/W7内の1ソング分のシーケンス
データと1バンク分（1～128）のボイ
スデータおよびドラムデータ（1, 2）
をフロッピーディスクから本体へ
ロ ー ド し ま す 。 つ ま り 、
1Song+Voice形式でセーブされてい
るファイルをロードします。

ESEQ/SMF（イーシーク／スタン

ダードMIDIファイル）：%(SMF)

W5/W7内の1ソング分のESEQ形式ま
たはSMF（スタンダードMIDI）形式
のシーケンスデータをフロッピー
ディスクから本体へロードします。

Voice（ボイス）：^(Voice)

Voice形式でフロッピーディスクに
セーブされているファイルから、ボ
イスデータを本体へロードします。

1. ロードするファイルの選択

1. ロードするファイルの選択

2. ロード先ソングナンバーの選択

1. ロードするファイルの選択

2. ロード先ソングナンバーの選択

1. ロードするファイルの選択

2. ロード先ソングナンバーの選択

1. ロードするファイルの選択

2. ロードするボイスナンバーの選択

3. ロード先バンクの選択

4. ロード先ボイスナンバーの選択
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【操作】
■ All Data、1 Song、1 Song+Voice、ESEQ/SMF形式の

ファイルをロードする場合

1　$(Load)を押してロードフロムディスクに入ります。

2 ロードするデータの種類を選択します。選択には以下の2
通りの方法があります。
・データ種類のファンクションキー@～^を押しま

す。
・データ名にカーソルを移動し、Eを押します。

3 ロードするファイルを選択します。ID（または、
ジョグダイアル、テンキー+E）で選択します。
* *(Dir)を押してディスク上のファイルを一覧表示さ

せ、ロードするファイルを選択することもできます。

4　1 Song、1 Song+Voice、ESEQ/SMF形式のファイルをロー
ドする場合は、カーソルを“TO=SONG”に移動し、
I D （または、ジョグダイアル、テンキー
+E）でロード先のソングナンバーを選択します。

5　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

6　Iを押してロードを実行します。キャンセルする場合
はDを押します（前の画面に戻ります）。

■ Voice形式のファイルをロードする場合

1　$(Load)を押してロードフロムディスクに入ります。

2　ロードするデータの種類を選択します。選択には以下の2
通りの方法があります。
・データ種類のファンクションキー^（Voice）を押し

ます。
・データ名にカーソルを移動し、Eを押します。

3　“From = FILE”行にカーソルを移動し、ロードするファ
イルを選択します。ID（または、ジョグダイア
ル、テンキー+E）で選択します。
* *(Dir)を押してディスク上のファイルを一覧表示さ

せ、ロードするファイルを選択することもできます。

4　下の行（“all voice”）にカーソルを移動し、ロードする
ボイスの番号を選択します。ID（または、ジョグ
ダイアル、テンキー+E）で選択します。

　すべてのボイスをロードする

・“From = FILE”をall voiceに設定した場合は、1バンク
分のボイス（1～128）とドラムボイス（1, 2）がすべて
ロードされます。このとき、“To Voice”のボイスナン
バー設定値は表示されません。

　1ボイスだけをロードする

・カーソルが“all voice”にあるときにIを押すと、任
意のボイスを選ぶことができ、指定ファイルから1ボイ
スだけがロードされます（ドラムボイスは選択できませ
ん）。

5　“To = BANK”行にカーソルを移動し、ロード先のバン
ク（インターナルボイスの場合は“INTERNAL”、ソン
グの場合は“SONG”を選んだ後カーソルキーを右に移動
してソングナンバー／ネーム）をID（または、
ジョグダイアル、テンキー+E）で設定します。

6　手順4で“From”行で任意の1ボイスを指定している場合
は、下の行にカーソルを移動し、ロード先のボイスナン
バーをID（または、ジョグダイアル、テンキー
+E）で設定します。

7　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

8　Iを押してロードを実行します。キャンセルする場合
はDを押します（前の画面に戻ります）。

@
“All Data”でロードを実行すると、W5/W7本体の全

データが書き替えられます。

@
“1Song”でロードを実行すると、ロード先のソングに

あるソングボイスは消えてしまいます。

1Song+Voice形式のファイルからボイスデータだけを

ロードすることはできません。1Song+Voice形式のボ

イスデータはソングボイスバンクにロードされます。

ヒント

ヒント
ESEQ/SMF形式のファイルをロードする場合

ロードファイル選択時に*（Dir）を押すと、拡張子

によらずフロッピーディスク上の（W5/W7で作成したファイル

以外の）すべてのファイルが一覧表示されます。

ロードファイルにESEQ、SMF以外の形式のファイルを指定した

場合、自動判別して“Illegal file !”（不適当なファイルです）と

エラーメッセージを表示します。)を押して前の画面に戻

り、ESEQまたはSMF形式のファイルを指定しなおしてくださ

い。

endo-yk
注意

endo-yk
注意
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ヒント
Voice形式のファイルをソングボイスにロードする場合

・ “From = FILE”をall voiceに設定してロードする

と、ロード先のソングにソングボイスが存在しなくても、必

要なメモリーが確保されてからロードが実行されます。すで

にソングボイスが存在している場合も削除されてからロード

が実行されます。

・“From = FILE”をall voice以外に設定して1ボイスをロード

する際、ロード先のソングにソングボイスバンクが存在しな

い（メモリーが確保されていない）と、ロードができませ

ん。あらかじめユーティリティモードのメモリー（→192ペー

ジ）でソングボイスバンクを用意してからロードしてくださ

い。

ヒント
ロードの各画面において*(Dir)を押すと、ディスク

内のファイルがアルファベット順で一覧表示されま

す。1画面に8ファイル表示し、カーソルでスクロールします。

一覧表上でファイルを選択後、Eを押すとロードを実行し

ます。ここでEを押さずに)を押すと、選択したファイ

ルネームを記憶し、元の画面に戻ります。

@
すでにソングにデータがある場合は、ロードしたソング

データに書き替えられ（上書きされ）ます。残しておき

たいデータがある場合は、あらかじめセーブすることをおすすめ

します。

@
ソングメモリーの残量が足りない場合、“S o n g

memory full !”（ソングメモリーがいっぱいです）と

メッセージが表示されます。不要なデータを削除するなどしてか

らもう一度ロードをやりなおしてください。

@
選択した種類のファイルがディスクに存在しない場合に

ロードを実行すると、“Fill not found!”（ファイルが見

つかりません）が表示されます。

endo-yk
注意

endo-yk
注意

endo-yk
注意
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d→%(Rnam)
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▲(を押した場合の画面

【解説】
フロッピーディスクの中のファイルネームを変更します。

【操作】
1　%(Rnam)を押し、リネームファイルに入ります。

2　名前を変更するファイルの種類を選択します。選択には
以下の2通りの方法があります。
・ファイルの種類のファンクションキー@～^を押し

ます。
・ファイルの種類名にカーソルを移動し、Eを押し

ます。
LCDディスプレイには上記の画面が表示されます。
（ファイルの種類によって表示は異なります。）

Rename File

リネームファイル
3　名前を変更するファイル（From= FILE）をID（ま

たは、ジョグダイアル、テンキー+E）で選択しま
す。（ディスクにファイルが存在しない場合は選択する
ことはできません。）
* * (Dir)を押してフロッピーディスク上のファイルを

一覧表示させ、名前を変更するファイルを選択するこ
ともできます。

4　& (Name)を押して、新しいファイルネームを入力しま
す。
入力方法は「セーブトゥーディスク」の【操作】の手順5
～7（→182ページ）をご覧ください。
（) を押してファイルネーム設定画面から抜けま
す。）

5　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

6　Iを押してリネームを実行します。キャンセルする場
合はDを押します（前の画面に戻ります）。

d→^(Del)Delete File

デリートファイル

【解説】
フロッピーディスク上のファイルを削除します。

【操作】
1　^(Del)を押し、デリートファイルに入ります。

2　削除するファイルの種類を選択します。選択には以下の2
通りの方法があります。
・ファイルの種類のファンクションキー@～^を押し

ます。
・ファイルの種類名にカーソルを移動し、Eを押し

ます。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

LCDディスプレイには左記の画面が表示されます。
（ファイルの種類によって表示は異なります。）

3　削除するファイル（From= FILE）をID（または、
ジョグダイアル、テンキー+E）で選択します。
（ディスクにファイルが存在しない場合は選択すること
はできません。）
* * (Dir)を押してフロッピーディスク上のファイルを

一覧表示させ、削除するファイルを選択することもで
きます。

4　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

5　Iを押してデリートを実行します。キャンセルする場
合はDを押します（前の画面に戻ります）。

▲(を押した場合の画面
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d→&(Format)Format Disk

フォーマットディスク

【解説】
フロッピーディスクをフォーマット（初期化）します。
* フォーマットされていないフロッピーディスクを入れて

ディスクを使用しようとすると、LCDディスプレイに
“Disk unformatted !”（フォーマットされていません）と
表示されます。

【操作】
1　&(Format)を押し、フォーマットディスクに入ります。

LCDディスプレイには上記の画面が表示されます。

2　ドライブに3.5インチ2DDフロッピーディスクを挿入し、
Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。（下図）

3　Iを押してフォーマットを実行します。キャンセルす
る場合はDを押します（前の画面に戻ります）。

4 フォーマット中は“Executing...”（実行中）と表示されま
す。

5 フォーマットが完了すると、“Completed !”（完了しま
した）と表示され、前の画面に戻ります。

@
フォーマットを実行すると、ディスクの内容はすべて消

えてしまいます。重要なディスクを間違ってフォーマッ

トしてしまわないようにご注意ください。

@
W5/W7で使用できるフロッピーディスクは3.5インチ

2DDタイプのものです。

W5/W7のフォーマット形式は9セクター2DD (720KB)です。
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endo-yk
注意

endo-yk
注意





UTILITY
ユーティリティモード
ユーティリティモードでは、ソングへのボイスのコピー、

インターナルボイスのイニシャライズ、MIDIバルクダン

プ、システムセットアップ、コントローラー、MIDIなど

W5/W7全体に関する設定を行います。

第５章
リ フ ァ レ ン ス
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uを押してユーティリティモードに入ります。
LCDディスプレイには、下のような画面が表示されます。
uのランプは点灯し、他のモードセレクトキーのランプは消灯します。

ユーティリティモードについて

ユーティリティは、以下の8つのグループに分類されています。

● Memory（メモリー）

現在選択されているソングのソングボイスバンクに、他のボイスバンクから
1バンク単位でコピーします。

● Initialize（イニシャライズ）

インターナルボイスバンクをイニシャライズします。

● Voice Bulk Dump（ボイスバルクダンプ）

W5/W7のインターナルボイスデータのバルクダンプを行います。

● Synthsizer Setup（シンセサイザーセットアップ）

システムに関する設定を行います。

● Controllers（コントローラーズ）

コントローラーに関する設定を行います。

● MIDI Setup（MIDセットアップ）

MIDIに関する設定を行います。

● Other Setup（アザーセットアップ）

LCDコントラスト調整とエディットコンファーム（Are you sure?）のオン／
オフを設定します。

● Greeting Message（グリーティングメッセージ）

電源オン時に表示されるメッセージを設定します。
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ユーティリティモードでの画面移動

・ユーティリティモードで各機能を選択するには、以下の2通りの方法があります。
・LCD下部に表示してある機能種類のファンクションキー!～*を押しま

す。
・機能名にカーソルを移動し、Eを押します。

・)を押すと、1つ前の画面へ戻ります。

・ユーティリティモードから抜けるには、他のモードセレクトキーを押すか、)

を数回押します。

ヒント ユーティリティモードでは、シーケンサーの録音／再生はできません。

ユーティリティモードについて
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u→!(Mem)Memory

メモリー

u→@(Init)Initialize

イニシャライズ
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【操作】
1　ユーティリティモードで@(Init)を押し、イニシャライ

ズに入ります。

2　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

3　Iを押してイニシャライズを実行します。キャンセル
する場合はDを押します（前の画面に戻ります）。

【操作】
1　あらかじめコピー先のソングナンバーを選択します。

2　ユーティリティモードで!(Mem)を押し、メモリーに入
ります。

3　ID（またはジョグダイアル）で、どのボイスバン
クからコピーしてくるか（コピー元）を指定します。
（SONGの場合はソングナンバーも選択します。）

4　Eを押します。“Are you sure?”（実行してもよい
ですか？）と確認を求める表示が現れます。

5　Iを押してコピーを実行します。キャンセルする場合
はDを押します（前の画面に戻ります）。

コピー先のソングにソングボイスが存在しない場合

は、必要なメモリーが確保されてからコピーが実行さ

れます。すでに存在している場合もすべて削除されてからコピー

が実行されます。

【設定値】
● コピー元：INTERNAL（インターナル）, SONG（ソン

グ） 01～16, GM, PRESET（プリセット）, EXTERNAL（エ

クスターナル）*

* EXTERNALは、『拡張ウェーブ／ボイスボード』（別売）
を装着している場合だけ選択できます。

【解説】
現在選択されているソングのソングボイスバンクに、他のボ
イスバンクから1バンク単位でコピーをします。

【解説】
インターナルボイスバンクをイニシャライズ（初期化）しま
す。
イニシャライズを実行すると、インターナルボイスバンクの
内容はすべて以下のように初期化（消去）されます。
・インターナルエレメント：消去されます。
・インターナルノーマルボイス：エレメントはNo.1だけが、

サイン波を発生するエレメント“InitElm”にアサインされ
ます。エレメントNo.2～4は“off”に設定されます。
その他のデータはボイスエディットのイニシャライズ（→
138ページ）実行時と同じになります。

・インターナルドラムボイス：GMドラムボイス1, 2をコピー
します。
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ヒント

ヒント
インターナルボイスバンクを工場出荷時の状態に戻し

たい場合は、付属の“Factory Set & Demonstration”

ディスクを使って、インターナルボイスをロードし直してくださ

い。（→32ページ）
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u→#(Bulk)
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Voice Bulk Dump

ボイスバルクダンプ

【操作】
1　ユーティリティモードで#(Bulk)を押し、ボイスバルク

ダンプに入ります。

2　Eを押して送信します。

3　送信実行中は、1から130まで（ボイス数を）カウント表
示します。

バルクデータの受信
録音中およびソング／ボイスエディット中を除いて、いつでも自

動的に受信します。

【解説】
W5/W7のインターナルボイスデータを、MIDI OUT端子を通
じて外部MIDI機器に送信します。バンク内のインターナルボ
イス（1～128）、エレメント、エレメントマップと、イン
ターナルドラムボイス（1, 2）をまとめて出力します。
バルクデータを送信する際は、以下の設定が必要です。
・W5/W7のMIDI OUT端子と受信側機器のMIDI IN端子とを

MIDIケーブルで接続する。
・W5/W7と受信側、両方の機器のデバイスナンバーを一致さ

せておく。
・受信側の機器にメモリープロテクト等の機能がある場合

は、プロテクトを解除しておく。
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u→$(Synth)Synthesizer Setup

シンセサイザーセットアップ
鍵盤を弾く強さとベロシティが比例します。
1 : soft-1 （ソフト1）

全体に音が出やすいベロシティカーブです。

【設定値】
● Master Tune：-63～+63

● Velocity：off, 1～127

● Curve：0:normal, 1:soft-1, 2:soft-2, 3:easy, 4:wide, 5:hard,

6:cross-1, 7:cross-2

● Controller：hold, reset

【解説】
システムに関する共通の設定を行います。

● Master Tune（マスターチューン）
音源部（すべてのボイス）に共通のチューニングの設定で
す。音程を-63～+63（単位：1.17セント）の範囲で微調整し
ます。

● Velocity, Curve（ベロシティ、ベロシティカーブ）
鍵盤を弾く強さに対する感度（鍵盤入力に対する出力）の設
定です。
音源部がシーケンサーやMIDIで演奏される場合には影響しま
せん。
・Velocityを1～127に設定した場合、鍵盤を弾く強弱に関係

なく、常に設定したベロシティの値で出力します。
・Velocityをoffに設定した場合は、鍵盤を弾く強さによっ

て、出力レベルが変化します。

Velocityがoffのとき、Curve表示が現れ、いろいろなベロシ
ティカーブが設定できます。

0 : normal （ノーマル）

キータッチの弱い方に向いています。
2 : soft-2 （ソフト2）

全体に音が出やすいベロシティカーブです。

soft-1よりはnormalに近いベロシティカーブです。
3 : easy （イージー）

比較的音が出やすいベロシティカーブですが、通常の演奏
でよく使う中間部で傾きがゆるやかになっているので、音

量が安定します。
4 : wide （ワイド）

キータッチの弱い部分では音を押さえ、強い部分では音が
出やすくしたベロシティカーブです。
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ダイナミックレンジが広く感じられます。
5 : hard （ハード）

全体に音が出にくいベロシティカーブです。

キータッチの強い方に向いています。
6 : cross-1 （クロス1） および 7 : cross-2 （クロス2）

ベロシティクロスフェードを行うときに効果的なベロシ
ティカーブです。
ベロシティクロスフェードとは、2つのボイス間または2つ
のエレメント間で、鍵盤の強弱によってボイスやエレメン
トの音量の割合を変える効果で、レイヤーおよび4ゾーン
設定の場合または複数のエレメントを持つボイスに有効で
す。1ボイス（エレメント）のベロシティセンシティビ
ティをプラスに、もう1ボイス（エレメント）のベロシ
ティセンシティビティをマイナスに設定します（→141
ページ「ボイスエディットモード」アンプリチュードグ
ループのレベルをご参照ください）。

● Controller（コントローラー）
ボイスを切り替えた場合、コントローラー（モジュレーショ
ンホイール、コンティニュアススライダー、フットコント
ローラーなど）の値を保持する(hold)か、初期値に戻す(reset)
かを設定します。
* デフォルトは“hold”になっています。（GMデータ再生時

はhold）
* “reset”設定時、各コントローラー値は以下の通りになり

ます。
・フットコントローラー：コントローラーズ（→196ペー

ジ）で設定した“FC Init Value”（フットコントロー
ラーイニシャルバリュー）の値

・フットボリューム：最大
・パン：センター
・エクスプレッション：最大
・ピッチベンドホイール：センター
他は0に設定されます。

【操作】
1　ユーティリティモードで$(Synth)を押し、シンセサイ

ザーセットアップに入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
* Eを押さなくても設定は記憶されます。

GM曲集を再生する場合は、“Controller = hold”に設

定してください。
ヒント
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7 : cross-2

6 : cross-1



LFO（LFOグループ）u→%(Ctrl)
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● FootVol Assign（フットボリュームアサイン）
フットボリュームを操作したときに出力するMIDIコントロー
ルチェンジナンバーを設定します。
“Express.”に設定した場合は、音源側で音量をコントロール
し、エクスプレッションローリミットの設定（→155ページ）
が有効になります。
“Main Vol”に設定した場合は、インサーションエフェクト
の後（インサートエフェクト使用時）で音量をコントロール
し、エクスプレッションローリミットの設定（→155ページ）
が無効になります。

● FC Init Value（フットコントローラーイニシャルバリュー）
フットコントローラーを接続していない場合のフットコント
ローラーの値を設定します。シンセサイザーセットアップ
（→118ページ）において“Controller = reset”の場合に音色
を切り替えたり、リセットオールコントローラーのMIDIメッ
セージを受信した場合も、フットコントローラーの値はこの
値に設定されます。

【操作】
1　ユーティリティモードで%(Ctrl)を押し、コントロー

ラーズに入ります。

2　設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
* Eを押さなくても設定は記憶されます。

Controllers

コントローラーズ

【設定値】
● CS Assign：000 (off), 001～031, 032 (off), 033～119

● FootVol Assign：007 : Main Vol, 011 : Express.

● FC Init Value：0～127

【解説】
コントローラーに関する共通の設定を行います。

● CS Assign（コンティニュアススライダーアサイン）
パネル上のコンティニュアススライダーを操作したときに出
力するMIDIコントロールチェンジナンバーを設定します。
“off”に設定するとコンティニュアススライダーは機能しま
せん。
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LFO（LFOグループ）u→^(MIDI)
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● Local（ローカル）
W5/W7の鍵盤部と音源部とを切り離すかどうかを設定しま
す。
通常は“on”に設定されていて、内部的にMIDIで接続されて
います。
“off”に設定すると、鍵盤部と音源部は独立した状態にな
り、鍵盤を弾いても音が出なくなります。音源部はMIDI IN
端子からのMIDI信号にのみ対応します。また、鍵盤部は演奏
データをMIDI OUT端子から送信します。
* シーケンサー部の演奏データは、この設定に関係なく音源

部に伝えられます。

● Program Change（プログラムチェンジ）
MIDIのプログラムチェンジ信号の送受信を設定します。
・off : プログラムチェンジ、バンクセレクトの送受信を行い

ません。
・on : プログラムチェンジ、バンクセレクトの送受信を行い

ます。
・ignore bank select : プログラムチェンジの送受信は行います

が、バンクセレクトの送受信は行いません。
* 通常は“on”に設定します。（外部フロッピーディスクか

らシーケンスデータをロードするときは、必ずオンにして
ください。）

【操作】
1　ユーティリティモードで^(MIDI)を押し、MIDIセット

アップに入ります。

2　設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

d（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
* Eを押さなくても設定は記憶されます。

MIDI Setup

MIDIセットアップ

【設定値】
● Device Number：off, 1～16, all

● Local：off, on

● Program Change：off, on, ignore bank select

【解説】
MIDIに関する共通の設定を行います。シーケンサー部からの
発音には関係ありません。

● Device Number（デバイスナンバー）
バルクデータを送受信する際のデバイスナンバーを設定しま
す。
“off”に設定すると、バルクデータを送受信しません。
“all”に設定すると、どのデバイスナンバーで送られたバル
クデータでも受信します。送信はデバイスナンバー＝1を使い
ます。
※外部MIDI機器とデータをやりとりする場合には、両機器の

デバイスナンバーを同じに設定します。
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LFO（LFOグループ）u→&(Other)
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Other Setup

アザーセットアップ

ヒント
“Are you sure?”は、実行する前に確認する必要があ

るときに表示されるものです。操作に慣れるまでは

“on”にしておくことをおすすめします。

【設定値】
● LCD contrast：0～31

● Edit Confirm：off, on

【解説】
LCDのコントラスト調整およびエディットコンファームのon/
off設定を行います。

● LCD contrast（LCDコントラスト）
LCDディスプレイ表示のコントラストを設定します。値を大
きく設定するほど濃くなります。

● Edit Confirm（エディットコンファーム）
各操作過程において、“Are you sure?”（実行しますか？）
という確認のメッセージを表示するかしないかを設定しま
す。（on：表示する、off：表示しない）

u→*(Msg)Greeting Message

グリーティングメッセージ
【操作】
1　ユーティリティモードで*(Msg)を押し、グリーティン

グメッセージに入ります。LCDディスプレイの[　　]内
に、現在のグリーティングメッセージが表示されます。

2　$（←）%（→）を押して↓カーソルを左右に動か
して、文字の入力位置を選びます。
入力行の上下のカーソル移動は^（▲）&（▼）を使
います。

3　カーソルでディスプレイのキャラクターリストの中から
使用したい文字を選択します。

4　2～4の操作を繰り返してグリーティングメッセージを完
成させます。
* スペースを入力する場合は#（［SPC］）を押しま

す。

【設定値】
● グリーティングメッセージ

【解説】
電源オン時に表示されるメッセージの設定を行います。
20文字×上下2段にメッセージを設定することができます。
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【操作】
1　ユーティリティモードで&(Othr)を押し、アザーセット

アップに入ります。

2 設定したいパラメーター位置にカーソルを移動し、I

D（または、ジョグダイアル、テンキー+E）で
値を設定します。
* Eを押さなくても設定は記憶されます。
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仕様

■機能 ●音源

・音源形式：AWM2音源（16ビットリニア、サンプリング周波数最大48kHz）
・最大同時発音数：32音（1ボイスにつき最大4エレメント）
・最大同時音色数：16ボイス

●鍵盤

・W5：76キー／イニシャル＆アフタータッチ付き
・W7：61キー／イニシャル＆アフタータッチ付き

●エフェクター

・インサーションエフェクト×3（35エフェクト）：汎用エフェクトモジュー
ル

・システムエフェクト1（15エフェクト）：Reverbモジュール
・システムエフェクト2（9エフェクト）：Chorusモジュール
・システムエフェクト3（16エフェクト）：Delay/Reverbモジュール

●シーケンサー

・ソング数：16
・トラック数：16
・フォーマット：ソング（ロード／セーブ）、SMF FORMAT 0（ロード／

セーブ）、SMF FORMAT 1（ロード）、ESEQ（ロード）
・最大同時発音数：32音
・録音方式：リアルタイム（オーバーダブ、リプレース、パンチイン）、ス

テップ（イベントエディット可能）
・分解能：q/96（内部クロック）、q/96（MIDIシンク）
・最大記憶音数：約10万音

●プリセット

・ウェーブ：8Mバイト
・ボイス：GM=128 (Normal) + 8 (Drum)、PRESET=128 (Normal) + 2 (Drum)
・エレメント：501

●インターナル

・ボイス：128 (Normal) + 2 (Drum)
・エレメント：128

●ソング

・ボイス：1ソングに付き128 (Normal) + 2 (Drum)×16ソング
・エレメント：128

●エクスターナル（別売「拡張ウェーブ／ボイスボード」装着時）

●ディスク

・3.5インチ2DDタイプフロッピーディスク（9セクター、720byteフォーマッ
ト）

■メモリー構成
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仕様

■操作子／
　ディスプレイ

●コントローラー

ピッチベンドホイール, モジュレーションホイール, ボリュームスライダー
, コンティニュアススライダー, ジョグシャトルエンコーダー

●パネルスイッチ

SONG, VOICE, EDIT, JOB, DISK, UTILITY, テンキー, －, CANCEL, ENTER,
EXIT, SHIFT, ファンクションキーF1～F8, ▲, ▼, <, >, INC, DEC, DATA/
CURSOR, トラックボタン1～16, TRACK SELECT, TRACK SOLO, STORE,
VOICE EDIT, シーケンサーRUN, STOP/TOP, RECORD

●LCDディスプレイ

240×64ドット（コントラスト付）

■接続端子／
　出力レベル

・OUTPUT L(MONO)/R：Phones x 2 / +6.5dBm (10kΩ)
・PHONES：Stereo Phones / +13dBm (150Ω), +7.5dBm (33Ω)
・FOOT CONTROLLER：Stereo Phones
・FOOT VOLUME：Stereo Phones
・SUSTAIN：Phone
・MIDI IN/OUT/THRU：DIN x 3

■電源／
　消費電力

AC 100V (50/60Hz) / 12W

■寸法／重量 ・W5：1288(W) x 121(H) x 371(D) mm / 18.0 kg
・W7：1067(W) x 121(H) x 371(D) mm / 14.0 kg

■付属品 ・3.5インチフロッピーディスク“Factory Set & Demonstration”
・電源コード（3P - 2P変換器付）

* 仕様および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。
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故障かな？と思ったら

W5/W7には、非常に多くの機能があります。そしてそれらの機能は互いに深く関わ
りあっているので、ある別の機能が働いているために、使いたい機能がうまく働か
ない場合があります。
また、接続しているアンプやミキサーの不具合のために音が出なかったりすること
も考えられます。この章ではそういったトラブルの対処法について説明します。

トラブルの原因がW5/W7の設定なのか、それともアンプやミキサー、そしてそれら
と接続しているシールドコードやMIDIケーブルなのかは、次のようにして調べま
す。

　　「本機にヘッドフォンを差し込み、正常な音が出ているか調べます。」

これで正常な音が出るならば、トラブルの原因はアンプやミキサー、シールドコー
ドなどにあります。

　　「ボイスやマルチを切り替えても同じ症状が出るかどうか確認しま
す。」

トラブルが特定のボイスだけで起こる場合は、ボイスの設定に原因があります。特
定のマルチだけで起こる場合は、マルチの設定に原因があります。
どのボイス、マルチでも同じ症状が出る場合は、ボイスの設定やマルチの設定以外
（ユーティリティなどの設定）に原因があります。

どこに原因があるか、おおよそ見当がついたら、次の表にしたがって調べてみて
ください。

■アンプやミキサー、シールドコードに原因がある場合

症状 考えられる原因 参照ページ

音が出ない。 アンプの電源は入っていますか？ ―

アンプ（やミキサー）のボリュームは上がっていますか？ ―

本機の出力端子と、アンプなどの入力端子が正しく接続されていま 15
すか？

シールドコードは断線していませんか？ ―

音が割れる。 アンプなどのマイク入力端子に接続されていませんか？ ―
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故障かな？と思ったら

■ボイスの設定に原因がある場合

症状 考えられる原因 参照ページ

音が出ない。 各エレメントのレベル、ボイス全体のレベルは上がっていますか？ 137, 141,
163, 167

各エレメントのノートリミット、ベロシティリミットは正しく設定さ 140
れていますか？

各エレメントのパン、また、マルチのパンが正しく設定されています 83, 139,
か？ 167

ボリュームとして使用しているフットコントローラー（または、ボリュ ―
ームペダル）は踏み込まれていますか？

アフタータッチのEG Bias が高すぎる設定になっていませんか？ 157

ピッチエンベロープジェネレータのピッチの設定が小さいと、音が低 149
すぎて聞こえない場合があります。

フィルターで、音のほとんどがカットされてしまっていませんか？ 143

弾いたキーの音程 各エレメントのチューンの設定は正しいですか？ 147
が出ない。 各エレメントのノートシフトの設定は正しいですか？ 147

音程がはっきり 各エレメントのチューンでRandomを0以外に設定していませんか？ 147
しない。 アフタータッチピッチベンドの設定は正しいですか？ 156

LFOのPMDの数値が上がっていると、深いビブラートがかかり音程が 154
はっきりしません。

ピッチEGのカーブがフラットの場合、通常の音程となります。 149

■マルチの設定に原因がある場合

症状 考えられる原因 参照ページ

音が出ない。 任意のボイス設定が[OFF]に設定されていませんか？ 83

各ボイスのボリュームは上がっていますか？ 83

シーケンサーの各トラックのトランスミットチャンネルは、マルチの 89
任意のボイスと正しく対応していますか？

正しい音程が出ない。 各ボイスのノートシフトが0以外に設定されていませんか？ 83

各ボイスのチューンが0以外に設定されていませんか？ 83

シーケンサー演奏で 全体の発音数が、最大発音数32音を越えていませんか？ ―
出ない音がある。
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故障かな？と思ったら

■シーケンサーの設定に原因がある場合

症状 考えられる原因 参照ページ

シーケンサー演奏の マルチの各ボイスのボリュームは上がっていますか？ 83
音が出ない。 シーケンサーの各トラックのトランスミットチャンネルは、マルチの 89

任意のボイスと正しく対応していますか？

トラックボタン¡～flでソロ演奏が行われていませんか？ 87

■その他の設定に原因がある場合

症状 考えられる原因 参照ページ

音が出ない。 ローカルをoffに設定していませんか？ 197

弾いたキーの音程が マスターチューンが0以外に設定されていませんか？ 84
出ない。

ソングネームが表示 電源を切るとソングのシーケンスデータは消えてしまいますが、設定 ―
されているのに、 したソングネームやマルチの設定、セットアップデータは残ります。
Rを押してもスタ
ートしない。
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エラーメッセージリスト

設定や操作が正しくない場合、LCDディスプレイにメッセージが表示されます。エ
ラーメッセージの内容を確認し、正しい設定・操作を行ってください。

■メモリーに関するエラーメッセージ

LCD表示 メッセージ内容

Data empty ! ソングジョブを実行しようとしましたが、対象にデータがありません。

No data ! ユーティリティモードのメモリー操作（→192ページ）において、ソングボイス
を他のソングボイスにコピーしようとした際、コピー元が存在しませんでし
た。

Song element memory full ! メモリーがいっぱいになったため、新たにエレメントを本体に受けることがで
きません。

Song memory full ! シーケンサー用の内部メモリーがいっぱいです。ソングの録音、ソングジョブ
の実行、MIDIの受信、ディスクのロードができません。

Song voice memory full ! メモリーがいっぱいになったため、ソングボイスを作ることができません。

Song voice does not exist ! ソングボイスが存在しないため、ロードあるいはエディットができません。

Voice bank is off ! マルチ画面でbank=offに設定したインストを選んで、ボイスエディットモードに
入ろうとした場合に表示されます。

■ディスクに関するエラーメッセージ

LCD表示 メッセージ内容

File already exists ! 同じ名前のファイルがすでに存在しています。

Bad disk! フロッピーディスクが不良です。

Disk full ! フロッピーディスクのメモリーがいっぱいです。

Disk not ready! フロッピーディスクがディスクスロットに正しくセットされていません。

File not found! ファイルが見つかりません。

Illegal disk ! フロッピーディスク内に不良データがあります。

Illegal file! W5/W7用のファイルではありません。

Illegal file name ! ファイルネームに誤りがあります。

Media type error! フロッピーディスクの種類が違います。

Disk unformatted ! フロッピーディスクがW5/W7用にフォーマットされていません。

Write protected! フロッピーディスクのライトプロテクトタブがオン（書き込み禁止）になって
います。



 207

資
料
編

エラーメッセージ一覧

■MIDIに関するエラーメッセージ

LCD表示 メッセージ内容

MIDI buffer full! 一度に多量のMIDIデータが送受信されたため、送受信できません。データ量を
減らしてください。

MIDI data error! MIDIの通信エラーが発生しました。

MIDI checksum error ! バルクデータ受信の際、異常がありました。

Device number off ! デバイスナンバーがオフになっているため、バルクデータの送受信ができませ
ん。

Device number mismatch ! デバイスナンバーのチャンネルが一致していないため、バルクデータの受信が
できません。

■その他のエラーメッセージ

LCD表示 メッセージ内容

Change internal battery ! メモリーバックアップ用の電池の交換時期です。

Illegal data ! 誤ったデータが入力されました。

Data is corrupted. Fixed ! データが壊れました。内部メモリーはすべて工場出荷時の状態に戻りました。
（電源オン時に表示されます）

SMF illegal timebase ! テンポデータがW5/W7に適しません。
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機能一覧

ソングモード s 79

ソングプレイ ソングを演奏するための設定 83

●マルチの設定 ボイスのアサイン、音量、パン、インサーションエフェクトのON/OFF、

　　　（ミキシング画面） ! システムエフェクト1～3のセンドレベル、システムエフェクト1～3のタ 83

　　　（インスト画面） (+!

イプ、システムエフェクト1～3のパラメーター、シフト、チューン、ピ

86ッチベンドレンジの設定

●シーケンサープレイ @ シーケンサーを再生するための設定 87

ソングネーム & ソングネームの設定 88

ソングディレクトリー * ソングの一覧表示 88

●ソングセットアップ # MIDIやキーボードなどの演奏に関する設定 89

MIDIフィルター % シーケンサーの録音／再生時のMIDI送受信に関する設定 89

トラックトランスミットチャンネル ^ シーケンサーの各トラックのMIDI送信チャンネルの設定 89

キーボードセットアップ & キーボードのモード（ノーマル／スプリット／レイヤー／4ゾーン）の設定 90

アザーセットアップ * ネクストソング、MIDIコントロール、シンクロ、トランスポーズの設定 91

ストアマルチ S

@ マルチの設定を任意のソングナンバーに保存する 82

ソングレコーディング r 録音の方法を選んで、ソングを録音する 92

●リアルタイムレコーディング 実際に演奏しながら録音する 95

オーバーダビング ^ すでに録音されているトラックに重ねて録音する 95

リプレース & すでに録音されているデータを小節単位で消しながら録音する 95

パンチイン * 指定したポイントからポイントまでをリプレース録音する 95

●ステップレコーディング % 演奏を1音1音プログラムしながら録音する 96

ソングエディット e 録音したソングデータのイベント単位のエディット

●シーケンストラック !

インサート $ シーケンストラックへイベントデータを挿入 98

チェンジ % シーケンストラックのイベントデータを変更 100

グラフィック ^ ノートイベントのグラフィック表示 102

●テンポトラック @

インサート $ テンポ変更データを曲の途中に挿入 103

チェンジ % テンポ変更データのテンポ値の変更 103

参照ページ
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機能一覧

ソングジョブ j ソング／トラック／小節ごとのデータを編集 104

●ジョブ1 @

コピーソング (+! ソング単位のコピー 106

アペンドソング (+@ 2つのソングの接続 107

クリアソング (+# 指定したソングのデータをすべて消する去 108

コピートラック (+$ トラックの演奏データをソング間でコピー 109

クリアトラック (+% トラックの演奏データの消去 110

ミックストラック (+^ トラック間での演奏データのミックス 111

●ジョブ2 #

コピーメジャー (+! 同トラックの小節間で演奏データをコピー 112

イレースメジャー (+@ 指定した小節のノート、イベントデータをすべて消去 113

クリエートメジャー (+# 全トラックに新たに小節を設定 114

デリートメジャー (+$ 指定した小節範囲を全トラック同時に削除 115

インサートメジャー (+% 指定した小節範囲の演奏データを、全トラック同時に他の小節に挿入 116

シンアウト (+^ トラックからアフタータッチ、ピッチベンド、コントロールチェンジ

などのデータを間引きする 117

エクストラクト (+& トラックからアフタータッチ、ピッチベンド、コントロールチェンジな

どのデータを別のトラックに取り出す 118

コードソート (+* 演奏データの和音を音程の高低順に並べ替える 119

●ジョブ3 $

クオンタイズ (+! 演奏データのタイミングを揃える 120

ムーブクロック (+@ 演奏データのクロック位置の移動 121

モディファイゲートタイム (+# 演奏データのゲートタイムの変更 122

モディファイベロシティ (+$ 演奏データのベロシティの修正 123

トランスポーズ (+% 演奏データの移調 124

シフトノート (+^ 特定の音程だけを移調 125

クレッシェンド (+& 音量を少しずつ大きくする 126

参照ページ
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機能一覧
参照ページ

ボイスモード v ボイスを選んで演奏する 127

参照ページ

ボイスエディットモードV ボイスを編集して音色を作り変える 131

ストアボイス S

# エディットしたボイスを任意のボイスナンバーに保存する 136

ノーマルボイスエディット

●コモングループ ! 1ボイス共通の設定 137

カテゴリー／ボリューム ^ ボイスのカテゴリーとボリュームの設定 137

ボイスネーム & ボイスネームの設定 137

イニシャライズボイス * ボイスデータのイニシャライズ 138

●エレメントグループ @ エレメントに関する設定 139

エレメントアサイン % ボイスを構成するエレメントのアサイン 139

パン ^ パンの設定 139

ベロシティリミット & ベロシティリミットの設定 140

ノートリミット * ノートリミットの設定 140

●アンプリチュードグループ # 音量変化に関する設定 141

レベル & 音量に関する設定 141

エンベロープ * 音量の時間変化に関する設定 142

●フィルターグループ $ フィルター（音色）の設定 143

トーン & フィルターの設定 143

エンベロープ * フィルターの時間変化に関する設定 145

●ピッチグループ % 音程に関する設定 146

スケール $ スケール（調律）の設定 146

チューン % 音程の微調整 147

ノートシフト ^ ノートシフトの設定 147

センシティビティ & 鍵盤を弾くタッチの強弱による音程変化の設定 148

エンベロープ * 音程の時間変化に関する設定 149

●エフェクトグループ ^ エフェクトに関する設定 150

システムエフェクトセンド $ システムエフェクト1～3のセンドレベルの設定 150

インサーションエフェクトタイプ ^ インサーションエフェクトのタイプの設定 151

インサーションエフェクトパラメーター & インサーションエフェクトのパラメーターの設定 152

インサーションエフェクトコントロール * インサーションエフェクトのMIDIコントロールの設定 152
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機能一覧
参照ページ

●LFOグループ & LFOに関する設定 153

LFOパラメーター & LFOのパラメーターの設定 153

LFOモジュレーション * LFOのモジュレーションの設定 154

●コントローラーグループ * 各種コントローラーの設定 155

サステイン／エクスプレッションローリミット @ サステインフットスイッチとボリュームペダルの設定 155

ピッチベンド # ピッチベンドの設定 156

アフタータッチ $ アフタータッチの設定 157

モジュレーションホイール % モジュレーションホイールの設定 158

フットコントローラー ^ フットコントローラーの設定 159

MIDIコントロール1 & MIDIコントロールの設定 160

MIDIコントロール2 * MIDIコントロールの設定 160

ドラムボイスエディット

●コモングループ ! 1ドラムボイス共通の設定 161

カテゴリー／ボリューム ^ ドラムボイスのカテゴリーとボリュームの設定 163

ボイスネーム & ドラムボイスネームの設定 163

イニシャライズドラムボイス * ドラムボイスデータのイニシャライズ 164

●キーグループ @ 鍵盤ごとのエレメントに関する設定 165

エレメントアサイン % エレメントのアサインとゲートタイム、オルタネートグループの設定 139

チューン ^ エレメントの音程の微調整 166

アウトプット & エレメントの出力の設定 167

システムエフェクトセンド * キーのみのシステムエフェクトセンドレベルの設定 168

●エフェクトグループ & エフェクトに関する設定 169

システムエフェクトセンド % ドラムボイス全体のシステムエフェクトセンドレベルの設定 169

インサーションエフェクトタイプ ^ インサーションエフェクトのタイプの設定 169

インサーションエフェクトパラメーター & インサーションエフェクトのパラメーターの設定 170

インサーションエフェクトコントロール * インサーションエフェクトのMIDIコントロールの設定 170

●コントローラーグループ * 各種コントローラーの設定 171

エクスプレッションローリミット ^ ボリュームペダルの設定 171

MIDIコントロール1 & MIDIコントロールの設定 171

MIDIコントロール2 * MIDIコントロールの設定 171
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機能一覧
参照ページ

ディスクモード d フロッピーディスクとのデータのやりとり 173

ディスクステータス @ ディスクのメモリー状況の表示 180

セーブトゥーディスク # ディスクへのデータのセーブ 181

ロードフロムディスク $ ディスクからのデータのロード 183

リネームファイル % ディスク内のファイルネームの変更 186

デリートファイル ^ ディスク内のファイルの削除 186

フォーマットディスク & ディスクのフォーマット 187

ユーティリティモードu W5/W7全体に関する設定 189

メモリー ! 1バンク単位でソングボイスを作成 192

イニシャライズ @ インターナルボイスバンクのイニシャライズ 192

ボイスバルクダンプ # インターナルボイスデータのバルクダンプ 193

シンセサイザーセットアップ $ マスターチューン、ベロシティカーブ、コントローラーの設定 194

コントローラーズ % コンティニュアススライダー、フットボリューム、フットコントロー

ラーの設定 196

MIDIセットアップ ^ MIDIに関する設定 197

アザーセットアップ & LCDコントラスト、エディットコンファームの設定 198

グリーティングメッセージ * グリーティングメッセージの設定 198

参照ページ
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用語解説

インターナルボイス
バックアップ付で本体に保存できるボイスです。プ
リセットとは異なり、このデータを自由に書き替え
ることができます。電源を切ってもデータは保存さ
れます。（→22, 70ページ）

AWM2
デジタル録音された波形を持つ音源です。生の楽器
の持つ複雑な波形をそっくりそのまま持ち、リアル
なサウンドを再現します。AWM2は、Advanced
Wave Memory 2の略です。（→24ページ）

エクスターナルボイス
別売の「拡張ウェーブ／ボイスボード」を装着する
ことで使えるボイスです。データを書き替えること
はできません。電源を切ってもデータは保存されま
す。（→22ページ）

エディット
ボイスやソング（マルチ、シーケンスデータ）など
を編集する作業のことです。（→98, 131ページ）

LFO（エルエフオー）
周期的な変化を作り出す装置です。この出力を使っ
て、ボイスの音程や音質、音量などを周期的に変化
させることができます。（→153ページ）

エレメント
1つのウェーブといくつかのパラメーターを持っ
た、音の要素です。1つのボイスは最大で4つのエレ
メントから構成されます。（→24ページ）

エフェクト
エレメントやボイスに付加する特殊効果です。W5/
W7には、インサーションエフェクトとシステムエ
フェクトが装備されています。（→36ページ）

オーバーダビング
リアルタイムレコーディングの際、すでに録音され
ているデータに重ねて録音する方法です。（→95ペー

ジ）

あ

アフタータッチ
鍵盤を押さえた後に、さらに鍵盤を押さえる強さで
ビブラートなどの効果をコントロールする機能で
す。（→98, 156, 157ページ）

アンプリチュード
鍵盤を弾いた瞬間から、鍵盤を離し、音が消えるま
での音量変化をコントロールします。（→141ページ）

ESEQ（イーシーク）
ヤマハのシーケンスファイルフォーマットです。
W5/W7ではSY77/99、ピアノプレーヤやクラビノー
バなどで作成したデータ（ピアノプレーヤ、クラビ
ノーバ用に市販されているディスクを除く）をロー
ド／再生することができます。（→179ページ）

EG（エンベロープジェネレーター）
鍵盤を弾いた瞬間から音が終わるまでの間で、音量
や音程、フィルターの効果などをコントロールする
装置です。（→142, 145, 149ページ）

イニシャライズ
データを、一番基準となる状態（初期値）に戻す機
能のことです。
ボイスを最初から作っていく場合は、ボイスをイニ
シャライズします。（→138, 164ページ）

インターナルボイスバンクをイニシャライズするこ
ともできます。（→192ページ）

イベント
シーケンスデータを構成する個々のデータ（ノート
データ、プログラムチェンジデータなど）をイベン
トと呼びます。
インサート
ソングデータの任意の位置にイベントデータを挿入
する機能です。（→98. 103, 116ページ）

インスト
ミキシング画面で設定する、1チャンネル分のマル
チの設定をインストと呼びます。
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か
カーソル

現在、設定や選択を行うことのできる項目を示す
マークです。W5/W7ではカーソルは反転表示で示さ
れます。カーソルの移動には、カーソルキー（<,
>, ,, .）、ID、ジョグダイアルを使い
ます。（→28ページ）

キーノートナンバー
MIDIの規格で、各音程に割り当てられた番号のこと
です。キーボードセットアップで“＋”マークの表
示される鍵盤がC3で、キーノートナンバーは60で
す。（→90ページ）

クオンタイズ
レコーディングしたシーケンサーの演奏のタイミン
グのばらつきを補正する機能です。たとえば、e（8
分音符）でクオンタイズを実行すると、eのタイミ
ングに補正されます。（→93ページ）

クロック
MIDI楽器間、シーケンサーなどの間でタイミングの
同期をとるための信号です。MIDIの場合、4分音符
を24等分した間隔でクロック信号が送信されます。
（→91ページ）

ゲートタイム
鍵盤が押されている間の時間のことです。同じ音符
でも、ゲートタイムによってスタッカート（短
い）、スラー（長い）などの違いが出てきます。
（→55ページ）

コントローラー
モジュレーションホイール、ピッチベンドホイール
や、別売のフットコントローラーやフットスイッチ
などの総称です。W5/W7では、これらの装置にさま
ざまな機能を割り当てることができます。（→196

ページ）

コントロールチェンジ
コントローラーが操作された時に出力するデータの
ことです。各コントローラーは、モジュレーション

ホイール＝01、ブレスコントローラー＝02といった
ように固有のコントロールナンバーを持っていま
す。

コンペア
ボイスエディット中に、エディット中の音とエ
ディット前の音とを聞き比べるための機能です。エ
ディット中にVを押すと、コンペア状態に
なり、エディット前の音が出ます。もう一度
Vを押すと元のエディット状態に戻りま
す。（→68, 134ページ）

さ
シーケンサー

自動演奏を行うための装置です。シーケンサーには
いくつものトラック（W5/W7では16）があり、各ト
ラックに別々の演奏をレコーディングし、同時に再
生することで、複数パートを一人で演奏することが
できます。

GM（ジーエム：ジェネラルMIDI）
MIDI音源機器のメーカーや機種が異なっても、ほぼ
同じ音色でデータを再現できるようにしたMIDI音源
の統一規格です。W5/W7はGM（GMシステムレベ
ル1）に対応しています。GMボイスはGMシステム
レベルの1の音色配列になっています。

シフト
音程を半音単位で上下する機能のことです。W5/W7
では、シーケンサーにレコーディングした演奏デー
タをそのまま移調するときに使います。マルチの
ノートシフト（→83ページ）ではトラック単位で
ノートシフトができます。ソングジョブのシフト
ノート（→125ページ）では、トラックの中の特定
のノートだけを別のノートにシフトすることができ
ます。ボイスエディットのノートシフト（→147
ページ）では、各エレメント単位でノートシフトが
できます。さらに細かく音程を調整する場合は
チューンで設定します。
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スタンダードMIDIファイル
シーケンスデータの共通ファイルフォーマットで
す。スタンダードMIDIファイルに対応している機器
であれば、メーカーの異なるシーケンサー間でも、
簡単にデータのやりとりができます。（→179ページ）

ステップレコーディング
演奏データ（音符の長さ・音程など）を1音1音入力
していく録音方法です。
実際に演奏しながら録音していくリアルタイムレ
コーディングという方法もあります。（→45, 96ペー

ジ）

ストア
作成したソングやマルチの設定を、W5/W7のメモ
リーに保存する作業のことです。すでにあるソング
番号、ボイス番号にストアを実行すると、前にその
番号に保存されていたマルチ、ボイスは消されま
す。（→69, 70ページ）

セーブ
ソングデータやボイスデータをフロッピーディスク
に保存する作業のことです。保存したデータを読み
だす作業のことは、ロードといいます。

ソング
W5/W7では、楽譜のデータ（音符の種類、音階な
ど）をいいます。シーケンスデータとも呼ばれま
す。ソングを実際に演奏させるには、ボイスとマル
チの設定が必要です。

ソングジョブ
ソングやトラックのデータをコピー、クリアした
り、小節ごとにクリエート、デリートしたり、演奏
データをまとめて変更するなどの編集作業をいいま
す。（→104ページ）

ソングボイス
プリセットボイス、GMボイス、インターナルボイ
ス、エクスターナルボイスをエディット、コピーし
てソングごとに専用のボイスデータとして保存する
ことができます。電源を切るとデータが消えてしま
うので、フロッピーディスクに保存することをおす
すめします。（→22ページ）

た
チャンネル

MIDIの信号をやりとりするためのチャンネルです。
MIDIでは1～16のチャンネルを使うことができま
す。シーケンサーから送られる16トラックのデータ
をマルチのミキシング画面のどのチャンネルに送信
するか、トラックトランスミットチャンネルで設定
します。（→19ページ）

デバイスナンバー
MIDIを使って、外部機器とバルクデータをやりとり
する際、お互いの機器を認識するための番号です。
バルクデータの送受信を行うときは、両機器のデバ
イスナンバーを一致させておきます。（→197ページ）

トラック
シーケンサーで、演奏を録音／再生するときの
「枠」をいいます。W5/W7には1～16のトラックが
あり、それぞれにドラムやギター、ベースなどの演
奏情報を録音し、再生します。（→19ページ）

ドラムボイス
ドラムやパーカッションのボイスで、鍵盤（白鍵／
黒鍵）それぞれに異なる楽器の音色が割り当てられ
ています。（→62ページ）

な
ノートオン

鍵盤を弾いたという情報のことです。キーオンとも
呼びます。逆に鍵盤を離したという情報をノートオ
フ、キーオフと呼びます。

ノーマルボイス
音程が付いたボイスです。通常ドラムボイス以外の
ボイスをノーマルボイスと呼びます。（→62ページ）
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フォーマット
未使用のフロッピーディスクを、W5/W7で使用でき
るようにするために行う作業です。新しく購入した
フロッピーディスクは、最初にフォーマットを行わ
ないと使用することができません。（→187ページ）

プリセットボイス
プリセットボイスで、W5/W7本体に内蔵されていま
す。データを書き替えることはできません。電源を
切ってもデータは保存されます。（→22ページ）

プログラムチェンジ
MIDIを使って、W5/W7や外部機器のボイスなどを
切り替える信号のことです。シーケンスデータにプ
ログラムチェンジデータを入れることで、曲の途中
でボイスを変更することができます。（→98ページ）

フロッピーディスク
データを保存するための物です。W5/W7では、
YAMAHA YFD2DDのような、3.5インチ2DDタイプ
のフロッピーディスクを使います。

ベロシティ
鍵盤を弾く強さの情報のことです。設定により、強
く弾くほど大きな音になったり、明るい音になった
りするようにできます。（→194ページ）

ステップレコーディングでは、入力時にベロシティ
情報を設定することもできます。（→50, 96ページ）

ボイス
さまざまな設定で作られた音色のことです。ボイス
には、プリセット、インターナル、GM、ソングお
よびエクスターナル（別売「拡張ウェーブ／ボイス
ボード」装着時）があります。（→22ページ）

ま
マルチ

主にシーケンサーを使った演奏を行うために、ミキ
サー画面で最大16種類のボイスについて、それぞれ
音量やエフェクトなどの設定したデータをいいま

は
バックアップバッテリー

電源コードがコンセントから外されている状態で
も、ボイスやシステムのデータを本体内に保存して
おくためのバッテリーです。このバッテリーが少な
くなってくると、LCDディスプレイに“Change in-
ternal battery!”と表示されます。

パラメーター
ボイスやエフェクトなどを構成する要素のことで
す。これらひとつひとつのパラメーターの設定（数
値）を変えることで、音色の特徴やエフェクトの効
果の具合を変えることができます。

パン
音の定位（左右のスピーカーの間で音像の位置する
場所）のことです。

パンチインレコーディング
シーケンサーを再生しながら、あらかじめ指定した
小節間だけを自動的に録音状態にする機能を使って
録音する方法です。（→95ページ）

ピッチベンドホイール
演奏中に、弾いている鍵盤の音程をなめらかに上下
させる装置です。変化幅は自由に設定できます。

ファンクションキー
LCDディスプレイの下にある8個のキー（F1～F8）
のことです。LCDディスプレイの最下行には、必要
に応じてファンクションキーの役割が表示されま
す。このファンクションキーを使って、さまざまな
設定や選択を行います。

フィルター
音の周波数特性を変化させる装置です。ある周波数
以上の成分をカットしたり（ローパスフィル
ター）、ある周波数以下の成分をカットしたり（ハ
イパスフィルター）します。W5/W7には、特定の領
域をブーストするレゾナンス機能を持った高性能な
デジタルフィルターが採用されています。（→143

ページ）
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す。ミキサー画面の16のチャンネルは、それぞれ1
～16のMIDIレシーブチャンネルを持ち、シーケン
サーの各トラックから送られる情報によって発音し
ます。（→20ページ）

MIDI
電子楽器やコンピューターなどの間で演奏情報をや
りとりするために決められた世界的な規格です。1
～16のチャンネルを使って、鍵盤やコントロー
ラー、音色の変更などの情報をやりとりすることが
できます。（→73ページ）

モジュレーションホイール
演奏中に、音量や音質、音程などをなめらかに変化
させる装置です。変化させるパラメーターや変化の
幅などは自由に設定できます。（→158ページ）

や
ユーティリティ

ソングへのボイスのコピー、インターナルボイスの
イニシャライズ、MIDIバルクダンプ、システムセッ
トアップ、コントローラー、MIDI、などW5/W7全
体に関する設定を行います。（→189ページ）

ら
リアルタイムコーディング

カセットテープに録音するように、実際に演奏しな
がら録音していくレコーディング方法です。演奏
データを1音1音入力していくステップレコーディン
グという方法もあります。（→42, 95ページ）

リプレース
リアルタイムレコーディングの際、すでに録音され
ているデータを小節単位で消しながら（置き換えな
がら）、新たに録音していく方法です。（→95ペー

ジ）

ロード
フロッピーディスクに保存されたソングデータやボ
イスデータを本体内に読み出す作業のことです。
データをフロッピーディスクに保存する作業のこと
は、セーブといいます。
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【記号・数字】

<>,. ････････････････････････････ 12, 28
q（4分音符） ････････････････････････････････ 93
↓カーソル ･････････････ 49, 51, 88, 96, 137, 163, 182
1 Song ･･･････････････････････ 72, 178, 181, 183, 184
1 Song+Voice ･････････････････････ 72, 178, 181, 183
2P-3P変換器 ･･･････････････････････････････ 3, 14
4zone (Kbd) ･･･････････････････････････････ 40, 90

【A】

All Data ･････････････････････ 72, 178, 181, 183, 184
AllTr ･････････････････････････････････････ 93, 95
Amp, AMP ･･･････････････････････････ 63, 141, 213
Apend (Append Song) ･････････････････････････ 107
Are you sure? ･････････････････････････････ 30, 198
Assign ･･････････････････････････････････ 139, 165
AT (After Touch) ･･････････････････ 98, 100, 157, 213
AWM2 ･･････････････････････････････････ 24, 213

【B】

Bank ････････････････････････････････････ 83, 129
BDEL ････････････････････････････････････ 51, 96
Bulk (Voice Bulk Dump) ･･･････････････････ 190, 193

【C】

マーク ････････････････････････････････ 68, 134
c ･･････････････････････････････････ 12, 30
Category ･････････････････････････････ 64, 137, 163
Chng ･･･････････････････････････････････ 100, 103
Chrd (Chord Sort) ･････････････････････････････ 119
Click ････････････････････････････････････････ 87
ClrS (Clear Song) ･････････････････････････････ 108
ClrT (Clear Track) ････････････････････････････ 110
Com, COMMON (VOICE EDIT) ･････････ 63, 137, 164

Copy (Copy Meas) ･････････････････････････ 52, 112
CpyS (Copy Song) ････････････････････････････ 106
CpyT (Copy Track) ･･･････････････････････････ 109
Creat (Create Meas) ････････････････････････ 57, 114
Cres (Crescendo) ･････････････････････････････ 126
CS（コンティニュアススライダー） ････････ 10, 196
Ctrl (Control Change) ･･･････････････････ 98, 100, 214
Ctrl (Controllers) ･･････････････ 63, 155, 171, 190, 196
Ctrl (Ins.EF) ･････････････････････････････ 152, 170

【D】

C ･････････････････････････････ 12, 28
D ･････････････････････････････････････ 12, 29
DEL ･････････････････････････････････････ 51, 96
Del (Delete File) ･･････････････････････････ 177, 186
Del (Delete Meas)･････････････････････････････ 115
Device Number ･･･････････････････････････ 197, 215
Dir (FILE Directory) ･･･････････････････････ 35, 182
Dir (SONG Directory) ････････････････････ 35, 84, 88
Dir (VOICE Directory)･･････････････････････ 35, 129
d ･････････････････････････････ 11, 27, 72, 173

【E】

マーク ････････････････････････････････ 68, 133
e (SONG EDIT) ･･････････････････ 11, 26, 81, 98
Edit Confirm ･･････････････････････････････ 30, 198
EF1, 2, 3 ･････････････････････････････････････ 83
Efct ･････････････････････････････････ 63, 150, 169
EG･････････････････････････････ 142, 145, 149, 213
Elem (Element) ････････････････････ 63, 139, 165, 213
ELEMENT ON/OFF（エレメントミュート） ･ 68, 134
ELEMENT SELECT ･･･････････ 68, 133, 135, 161, 162
E ･･････････････････････････････････････ 12
Eras (Erase Meas) ･････････････････････････････ 113
ESEQ ･･･････････････････････ 72, 178, 179, 183, 213

■アルファベット順
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EX･･････････････････････････････････････ 98, 100
) ････････････････････････････････････ 12, 28
ExpLLmt (Exp Low Limit) ･････････････････ 155, 171
Extr (Extract) ････････････････････････････････ 118

【F】

!～* ････････････････････････････ 12, 28, 216
Factory Set & Demonstration ･･････････････････ 31, 33
FC (FOOT CONTROLLER) ･････････････ 13, 159, 196
FDD ･･･････････････････････････････････････ 174
Filt (Filter) ････････････････････････ 63, 89, 143, 216
FOOT CONTROLLER ･････････････････ 13, 159, 196
FOOT VOLUME ･･････････････････････ 13, 155, 196
Format (Format Disk) ･･････････････････ 177, 187, 216

【G】

Gate (Modify Gate Time) ･･･････････････････････ 122
GM ･･････････････････････････････････ 22, 23, 214
GMボイス ･････････････････････････････ 22, 23, 38
Grph (SONG EDIT) ･･･････････････････････････ 102

【I】

I ･････････････････････････････････････ 12, 29
Init (Initialize) ････････････････ 138, 164, 190, 192, 213
INS (Ins.EF) ･･････････････････････････････････ 83
Ins (Insert Meas) ･･････････････････････････････ 116
Ins (SONG EDIT)･･･････････････････････ 55, 98, 103
Inst ･･････････････････････････････････ 83, 86, 213

【J】

j ･･････････････････････････････ 11, 26, 81, 104

【K】

Kbd (Keyboard Setup) ･･･････････････････････ 39, 90
kbd（ベロシティ） ･･･････････････････････････ 96
Key ････････････････････････････････････････ 165

【L】

layer (Kbd) ････････････････････････････････ 40, 90
LCD contrast ････････････････････････････････ 198
LCDディスプレイ ････････････････････････ 12, 198
Level ･･･････････････････････････････････････ 141
LFO･････････････････････････････････ 63, 153, 213
Limit ･･･････････････････････････････････････ 171
Load (Load From Disk) ････････････････ 177, 183, 217
Loc1, 2 (Location) ･････････････････････････････ 87
Local ･･･････････････････････････････････････ 197

【M】

Master Tune ･････････････････････････････････ 194
MC1, 2 ･････････････････････････････････ 160, 171
Mem (Memory) ･･････････････････････････ 190, 192
mf（メゾフォルテ） ･･････････････････････････ 96
MIDI ･･････････････････････････････ 13, 73, 91, 217
MIDI (MIDI Setup) ･･･････････････････････ 190, 197
MIDIコントロール ･･･････････････････････ 160, 171
Mix (Mix Track) ･･････････････････････････････ 111
Mlt (Multi) ･･････････････････････ 36, 80, 82, 83, 216
Mod (LFO) ･･････････････････････････････････ 154
MODE ･･･････････････････････････････････ 11, 27
Move (Move Clock) ･･･････････････････････････ 121
Msg (Greeting Message) ･･･････････････････ 190, 198
Mst（マスター） ･････････････････････････････ 84
MW (MODULATION) ･････････････････ 10, 158, 217

【N】

Name (DISK) ････････････････････････････････ 182
Name (SONG) ････････････････････････････････ 88
Name (Voice) ････････････････････････････ 137, 163
norm (Keyboard Setup) ･････････････････････････ 39
Norm（ゲートタイム）････････････････････････ 96
Note (SONG EDIT) ････････････････････････ 98, 100
NtL (NoteLimit) ･･････････････････････････････ 140
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【O】

Other (Other Setup) ････････････････････ 91, 190, 198
Out ････････････････････････････････････････ 167
OUTPUT (L/MONO, R) ･････････････････････ 13, 15
Over ･･････････････････････････････ 43, 93, 95, 213

【P】

p（ピアノ） ･････････････････････････････････ 96
Pan, PAN ････････････････････････ 83, 139, 167, 216
Param (Ins.EF) ･･･････････････････････････ 152, 170
Param (LFO)･････････････････････････････････ 153
Param (Sys.EF1, 2, 3) ･･･････････････････････････ 85
PB (PITCH BEND WHEEL) 10, 57, 83, 98, 100, 156, 216
PC (Program Change)････････････････ 55, 98, 100, 197
PHONES･･････････････････････････････････ 13, 15
Pitch ････････････････････････････････････ 63, 146
Pnch (SONG REC) ･･･････････････････ 43, 93, 95, 216
POWER ･････････････････････････････････････ 13
Program Change ･････････････ 55, 57, 98, 100, 197, 216

【Q】

Qunt (Quantize) ･･･････････････････････ 93, 120, 214

【R】

r ･････････････････････････････････ 10, 43
REDO ･･･････････････････････････････････ 30, 105
Rnam (Rename File)･･･････････････････････ 177, 186
Rplc (SONG REC) ･･･････････････････ 43, 93, 95, 217
R ･････････････････････････････････････ 10, 32

【S】

マーク ･････････････････････････････････ 12, 28
Save (Save To Disk) ･･･････････････････ 177, 181, 215
Scale ･･･････････････････････････････････････ 146
l ･････････････････････････････････････ 11
Sens････････････････････････････････････････ 148
Seq ･･･････････････････････････････････ 80, 87, 98
SEQUENCER･････････････････････････････ 10, 214
Setup (SONG SETUP) ･･･････････････････････ 81, 89
SFT (Mlt) ････････････････････････････････････ 83
( ････････････････････････････････ 12, 28, 33
Shft (Shift Note) ･･････････････････････････････ 125
Shift (VOICE EDIT) ･･････････････････････････ 147
Slur（ゲートタイム） ･････････････････････････ 96
SMF ････････････････････ 72, 178, 179, 181, 183, 215
o ･････････････････････････････････ 11, 34, 87
s ･･･････････････････････････････････ 11, 26
SONG EDIT ･････････････････････････ 11, 26, 81, 98
SONG JOB ･････････････････････ 11, 26, 81, 104, 215
SONG PLAY ････････････････････････ 26, 80, 83, 87
SONG REC ････････････････････････････ 26, 92, 93
SONG SETUP ･･････････････････････････ 26, 81, 89
[SPC] ･･･････････････････････････ 88, 137, 163, 182
split (Kbd) ･････････････････････････････････ 40, 90
Stac（ゲートタイム） ･････････････････････････ 96
Status (Disk Status) ･･･････････････････････ 177, 180
Step (SONG REC) ････････････････ 43, 45, 93, 96, 215
t ････････････････････････････････ 10, 32
S (Multi) ････････････････････････ 69, 82, 215
S (Voice) ････････････････････ 68, 70, 136, 215
SUS (Sustain) ･････････････････････････････ 13, 155
Synth (Synth Setup) ･･･････････････････････ 190, 194
Sys.EF (Voice Send Level) ･････････････ 150, 168, 169
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【T】

T.Ch (Track Transmit Channel) ･･･････････････････ 89
Tempo (SONG EDIT) ･････････････････････････ 103
Thin (Thin Out) ･･････････････････････････････ 117
Tone (VOICE EDIT) ･･････････････････････････ 143
Trans (Transpose) ･･････････････････････････ 91, 124
TUN (Mlt) ･･･････････････････････････････････ 83
Tune ･･･････････････････････････････････ 147, 166
Type (Ins.EF) ････････････････････････････ 151, 169
Type (Sys.EF Type) ････････････････････････････ 85
Type (テンプレートタイプ) ･･･････ 141, 143, 146, 153

【U】

UNDO (Undo) ････････････････････････････ 30, 105
u ･･････････････････････････ 11, 27, 189, 217

【V】

Vel (Modify Velocity) ･････････････････････････ 123
VelL (Vel Limit)･･････････････････････････････ 140
Velocity Curve ･･･････････････････････････ 194, 216
v ･･･････････････････････････････ 11, 64, 128
Voice (File) ･･･････････････････････ 72, 178, 181, 183
V･･･････････････ 11, 27, 62, 63, 65, 132, 134
VOICE PLAY ････････････････････････････ 27, 128
Vol (Volume) ･･･････････････ 10, 33, 83, 137, 163, 167
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【記号・数字】

<>,. ････････････････････････････ 12, 28
q（4分音符） ････････････････････････････････ 93
↓カーソル ･････････････ 49, 51, 88, 96, 137, 163, 182
1ソング（ファイル） ･････････ 72, 178, 181, 183, 184
1ソング+ボイス（ファイル） ･･････ 72, 178, 181, 183
2P-3P変換器 ･･･････････････････････････････ 3, 14
4ゾーン ･･････････････････････････････････ 40, 90

【ア】

アウトプット ･･･････････････････････････････ 167
アザーセットアップ ･･････････････････ 91, 190, 198
アフタータッチ ･･････････････････････ 98, 100, 157
アフタータッチ ･････････････････････ 156, 157, 213
アペンドソング ･････････････････････････････ 107
アンドゥー ･･････････････････････････････ 30, 105
アンプリチュードグループ ････････････ 63, 141, 213
イーシーク (ESEQ) ･･･････････ 72, 178, 179, 183, 213
イニシャライズ ･････････････ 138, 164, 190, 192, 213
イニシャライズドラムボイス ･････････････････ 164
イニシャライズボイス ･･･････････････････････ 138
イベント ･･･････････････････････････････････ 213
イレースメジャー ･･･････････････････････････ 113
インクリメントキー ･･･････････････････････ 12, 29
インサーションエフェクト ･････････････ 36, 83, 151
インサーションエフェクトコントロール ･･･ 152, 170
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ユーザーサポートサービスのご案内

このたびは、ヤマハW5/W7をお買い求めいただきましてありがとうございます。
ヤマハデジタル商品は、常に新技術・高機能を搭載し技術革新を進める一方、お使いになる方々の負担と煩わし
さを軽減できるような商品づくりを進めております。また取扱説明書の記載内容も、よりわかりやすく使いやす
いものにするため、研究・改善いたしております。
しかし、一部の高機能デジタル商品では、取扱説明書だけでは説明しきれないほどの色々な知識や経験を必要と
してしまうものがあります。
実際の操作に関して、基本項目は取扱説明書に解説いたしておりますが、「記載内容が理解できない。」「手順
通りに動作しない。」「記載が見つからない。」といったさまざまな問題が起る場合があります。
そのようなお客様への一助となるよう弊社では、デジタルインフォメーションセンターを開設いたしております。
お気軽にご利用いただきますようご案内いたします。

■デジタルインフォメーションセンターについて
ヤマハデジタルインフォメーションセンターでは、デジタル楽器の使用方法やトラブルなどについて、電話によ
る質問をお受けいたします。
お問い合わせの際には、｢製品名｣、｢製造番号｣、｢ご住所｣、｢お名前｣、｢電話番号｣を必ずお知らせください。

ヤマハ デジタル インフォメーションセンター

◆ TEL 053-460-1666　　　◆ FAX　　03-3780-3760

◆ 受付日 月曜日～金曜日（祝日および当社の休業日を除く）

◆ 受付時間 ９：００～１２：００／１３：００～１７：００
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サービスについて
本機の保証期間は、保証書によりご購入から１ヶ年です。
（現金、ローン、月賦などによる区別はございません。）ま
た保証は日本国内のみ有効です。

● 保証書
保証書をお受け取りのときは、お客さまのご住所、お名前、
お買い上げ月日、販売店名などを必ずご確認ください。無記
名の場合は無効になる場合がありますので、くれぐれもご注
意ください。

● 保証書は大切にしましょう！
保証書は弊社が、ご購入いただいたお客様にご購入の日から
向こう１ヶ年間の無償サービスをお約束申し上げるものです
が、万一紛失なさいますと保証期間中であっても実費を頂戴
させていただく場合があります。万一の場合に備えて、いつ
でもご提示いただけますよう充分ご配慮のうえで保管してく
ださい。また、保証期間が切れましてもお捨てにならないで
ください。後々のサービスに際しての機種の判別や、サービ
ス依頼店の確認など便利にご利用いただけます。

● 保証期間中のサービス
保証期間中に万一故障が発生した場合、お買い上げ店にご連
絡頂きますと、技術者が修理・調整いたします。この際必ず
保証書をご提示ください。保証書なき場合にはサービス料金
を頂く場合もあります。またお買い上げ店より遠方に移転さ
れる場合は、事前にお買い上げ店あるいは下記のヤマハ電気
音響製品サービス拠点にご連絡ください。移転先における
サービス担当店をご紹介申し上げますと同時に、引続き保証
期間中のサービスを責任をもって行なうよう手続き致しま
す。

● 保証期間後のサービス
満１ヶ年の保証期間を過ぎますとサービスは有料となります
が、引き続き責任をもってサービスをさせていただきます。
なお、補修用性能部品の保有期間は製造打切り後最低８年と
なっています。（性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品のことです。）
そのほかご不明の点などございましたら、下記のヤマハ電気
音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

デジタル楽器に関するお問い合わせ窓口

北海道支店 LM営業課 〒064 札幌市中央区南10条西1丁目 1-50 ヤマハセンター内 TEL (011)  512-6113

仙  台  支  店 LM営業課 〒980 仙台市青葉区大町2-2-10 TEL (022) 222-6147

東  京  支  店 LM営業課 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-5471

関  東  支  店 LM営業課 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-1688

名古屋支店 LM営業課 〒460 名古屋市中区錦1-18-28 TEL (052) 201-5199

大  阪  支  店 LM営業課 〒542 大阪市中央区南船場3-12-9 心斎橋プラザビル東館 TEL (06) 252-5231

広  島  支  店 LM営業課 〒730 広島市中区紙屋町1-1-18 ヤマハビル TEL (082) 244-3749

九  州  支  店 LM営業課 〒812 福岡市博多区博多駅前2-11-4 TEL (092) 472-2130

電子楽器営業部

デジタル楽器営業課 〒430 浜松市中沢町10-1 TEL (053) 460-2431

● 所在地・電話番号などは変更されることがあります。

ヤマハ電気音響製品サービス拠点　（修理受付および修理品お持込み窓口）

北海道サービスセンター 〒064 札幌市中央区南10条西1丁目 1-50 ヤマハセンター内 TEL (011) 513-5036

仙台サービスセンター 〒983 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F TEL (022) 236-0249

首都圏サービスセンター 〒211 川崎市中原区木月1184 TEL (044) 434-3100

東京サービスステーション* 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-6625

浜松サービスセンター 〒435 浜松市上西町911 ヤマハ(株)宮竹工場内 TEL (053) 465-6711

名古屋サービスセンター 〒454 名古屋市中川区玉川町2-1-2 ヤマハ(株)名古屋流通センター3F TEL (052) 652-2230

大阪サービスセンター 〒565 吹田市新芦屋下1-16 ヤマハ(株)千里丘センター内 TEL (06) 877-5262

四国サービスセンター 〒760 高松市丸亀町8-7 ヤマハ(株)高松店内 TEL (0878) 22-3045

広島サービスセンター 〒731-01 広島市安佐南区西原6-14-14 TEL (082) 874-3787

九州サービスセンター 〒812 福岡市博多区博多駅前2-11-4 TEL (092) 472-2134

[本社]
カスタマーサービス部 〒435 浜松市上西町911 ヤマハ(株)宮竹工場内 TEL (053) 465-1158

（* 修理品お持込み窓口）




